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宮廷占術師と純真乙女の恋色魔法







プロローグ




　狭い座席、揺れる馬車。ルークは膝の上にロゼを乗せ、その唇に唇を寄せていた。舌を追いかけられるようなキス。必死に逃げて、捕らえられ、舌に舌を這わせてくる。それだけでロゼは背中がぞくぞくするのを感じた。

（初めての時と、何か違う）

　ロゼの腰を抱いているのとは違う手で、ルークは器用にロゼの胸元のリボンを解いていく。今日は背中ではなく、前にリボンが並んでいる服を着ていた。夕焼けの赤に、サテンのリボンがちらちらと光を放っている。続いて、下着の胸のリボンも外して、ロゼの胸元を明るみに出した。

「やっ……こんな、窓も開いて、こんな場所で……」

　ロゼが身をよじらせて言うと、ルークは唇を離さないまま、馬車のカーテンを引いた。夕焼けの光はもう入って来ない。イヤリングの揺れる耳元に軽い口づけをしながら、あらわになったロゼの胸の尖りを指で弄んだ。

「あっ、やっ……」

「貴女の体は賢いですね。もう快感を拾うことを覚えています。ほら、口づけしただけでもう背筋が蕩けています」

　ふにゃふにゃになった体が、ルークの腕に支えられている。口づけを受けただけでこんな風になるなんて、体がどこかおかしいと思いながらも、力が入らない。自分で腰を支えることもできない。そのくせ、ルークの唇が胸を這うとびくびくと力が散ってしまうのだ。

「あっ……そこ、は……」

　胸から手を離したルークがスカートを開いて、下着の横から指を滑らせてきた。ルークは何もしていないのに、馬車の振動で、指は内壁を撫でている。

「うう、んぅ……」

　それだけじゃ足りない。どうしてそんなはしたないことを思うようになったのだろう。ルークに愛された体はロゼの言うことを聞いてくれなくなっている。くちゅくちゅと水音が立つのを、馬車の音が少し緩和してくれていた。それでも聞こえてしまう水音が、ロゼの鼓膜を舐めているようだった。

「……動かしてほしいですか？　中を、かき回しても？」

　いつの間にか涙が浮かんでいて、ルークの顔がぼんやりとしか見えない。こくりと頷いてしまったのはどうしてだろう。下腹に広がる甘い快感のせいだろうか。

　ロゼが頷いたのを受けて、ルークの指が激しく動いた。同時に鼓膜をこする水音が大きくなっていく。

「んっ……んんっ……」

　大きな声を上げると御者に聞こえてしまう。他人にこんな甘い嬌声を聞かれるなんて思うだけで、ロゼにたまらない羞恥心を抱かせた。

「シルクの靴下のレースを汚して、あなたのものが染み込んでいっています」

「嫌で、す……もう……」

　ルークに、もう何も言ってほしくなかった。何か言われるたびに、ロゼは恥ずかしくなってくる。ルークはロゼの胸の尖りに舌を這わせながら、器用にロゼの下着からレースの靴下ごと、脚を抜かせた。片脚にひっかかっている下着はそのままだ。ロゼの秘所にはまだルークの指がある。馬車が荒い道を通るたび、その振動で声を上げそうになっていた。

「ロゼ。もっと大きい声を出してよいのですよ。御者には石を踏む音しか聞こえていません。中で何が起こっていようと、彼には届きませんから」

　そんなことを言われても、この行為自体に慣れていないロゼが、心の中から羞恥心をはがすのは無理なことだった。

「私が聞きたいと言っても、声を聞かせてくれませんか？」

「だって……そんな、無理です……こんな、人がいるところで」

　ロゼが蚊の鳴くような声で言っている隙に、ルークは下衣の前を寛げていた。見るのは初めてではない。怖いと思ったこともあるのに、今は下腹に広がる快感がもっと深く、ロゼの頭の中を支配したような気がした。ルークがいつものルークではないような、どこか怖いような顔で笑って、膝に乗っているロゼの脚を割り開いた。そして、自らの屹立の上へと跨らせる。ロゼにはどうしたら良いのかわからなかった。

「ここに……座って下さい。貴女の中に、入れながら……」

　荒い息の隙間でとぎれとぎれの言葉を口にするルークに、体がぶるりと震えた。

「む、無理です、そんなことっ……」

　慌てて片脚を上げて逃げようとするロゼをぐっと押さえて、腰を捕まえる。影を落とす青い前髪の下に、いつもとは違う青い目がぎらりと光っていた。

「大丈夫。場所なら、私がわかっています……ロゼは私についてきてください」

　セリフと同時に、ロゼの秘所に熱を持ったものがあてがわれる。言葉通り、ルークはロゼの場所を知っている。ロゼの腰を持つルークの両手が、一気に引き下げられた。

「きゃっ……！」

　知らず、大きな声が出て、ロゼは口元を両手で押さえた。

「まだ……途中です」

　あらわになった胸元に頬を寄せ、目はロゼに向いていた。合わせるのも怖いような視線だ。

「後は貴女が自分で、腰を下げて下さい」

「そんな……」

「できるでしょう？」

　ルークは体を支えていたロゼの両膝を軽く持ち上げた。重心が腰に移り、ルークのものが自分の体重で深く深く、突き刺さってきた。

「あ……あ……嫌、怖い……」

「嘘。そんなこと、思っていないでしょう」

　少し体勢を整えて、今度は下から突いてくる。ロゼの下腹が急に熱を帯びて、それは全身に広がっていくようだった。ルークの手がロゼの腕を取って、自分の首の後ろへと誘った。

「しっかり……支えていて下さい。私を、放り出さないように……」

「え……」

　涙声のロゼは次の瞬間、息をするのも忘れてしまう衝撃を受けた。ルークの腰が動いて、下から突き上げてくる。

「や、めてぇっ……」

　もはや、ロゼの声など届いていないようだった。カーテンを引いた馬車の闇の中、ロゼは声を振り絞って鳴いていた。ルークの肩にすがるしかなくて、声を隠すのにその肩の肌に歯を立てた。ルークの肩に、自分が流した涙が伝い落ちていく。

「んんっ……んあっ……」

　肩から口を外すと声があふれてしまう。永遠に続く、甘くて苦しい夢だと、揺さぶられながら、ロゼは思うのだった。
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第一章




「俺に、どうしてほしいのか」

「どうって……」

　今までも赤かったリスティアの顔が余計に紅潮した。一つ以外の答えはないというのに。

「貴方に、挿れていただきたいの……わたくしの、中に……」

　ロバートは、熱くなった肉棒をリスティアの震える下腹にひたりとつけた。

「あっ……ん……」

　ロバートから感じる熱が、リスティアの体を大きく揺らした。

「俺の、何を？」

　唇を押さえている指が、またふにっと肉を押した。

（ああ……ロバートの意地悪……）







「……（ああ……ロバートの意地悪……）」

　ケーキを焼く匂いのする台所。木製の卓に上半身をもたれさせた姿勢のまま、卓にあった本を暇つぶしに読んでいたら、頭がくらくらしてきた。生々しすぎる。

　そんなことを考えているロゼの足元に、毛玉がすり寄ってきた。犬のグレースだ。ロゼが子供の頃、引き取ってからずっとロゼの味方でいてくれる愛犬だ。グレースはちょこんとすわって、ロゼを見上げ、小首をかしげてみせた。

　ロゼはグレースの柔らかな頬を両手で包んで撫でると、鼻先に軽いキスを落とした。

「グレース用にも一個、焼いてるから、待っててね」

　台所のドアが音を立てた。入ってきたのは姉・ビオラだった。慌てて本を卓の隅に置いた。

「あら、ケーキの良い匂い。今日は何個作ったの？　ロゼ？」

　ビオラは鮮やかな金色の髪をくるくると巻いて、ふんわりと広がる桃色のドレスを着ていた。手に数冊の本を持ったまま、かまどを軽く覗きこむ。ビオラは読書家だ。

（まさか、ああいう本も読んでいるとは思わなかったけど。びっくりしたぁ……）

「あ、ああ、ケーキの話ですね。今四個目です、お姉さま」

　まぁ、四個目？　とビオラの目が驚きに見開く。

　ロゼにはイライラが溜まるとケーキを焼く悪癖がある。台所中の材料を使って、次々とケーキを焼いてしまうのだ。今のところ、家族の誰にも止められたことがないので、悪癖は続行している。

「そんなに鬱憤が溜まっているの？　家の中にばかりいるせいではなくて？」

　本気で、心配してくれている顔で、ビオラはロゼのくすんだ金色の前髪をすくった。

「熱はないようね。最近お仕事がかさんでいるせいかしら」

「それよりお姉さま、この御本はまさかお姉さまのものですか？」

　ロバートとリスティア嬢の熱い営みが描かれた本を差し出すと、ビオラは顔色も変えずに、

「あら、ここにあったのね。どこへ行ったか捜していたのですわ」

　本の背中に番号が打ってあるのを示して、

「ジャンルごとに、この数字で管理してあるんですの」

と、しれっと言った。二〇六番と書いてある。少なくともビオラの書棚には二〇六冊のいかがわしい本が存在していることになる。

「お姉さまっ……！　淑女たるもの、このような……」

「あら、嫌ですわ、ロゼ。それは反対よ？　淑女のたしなみです。ロゼも眉間に皺なんか寄せてないで、もっと、こういう男女の麗しい仲を描いた御本を読むべきです！」

　もうちょびっとだけ読みました！　とも言いきれず「そうですか」と短く切って、かまどを覗き、その後ちらりと胸に下げた銀時計に目をやった。

（まだお客さまがいらっしゃるまで時間はありそうね。ケーキの焼ける時間に間に合うかしら）

　ロゼの目線を追うように、銀時計を見ていたビオラが、視線を合わせてきて、にこっと、笑った。

「時間がありそうね。今日のドレスの色を決めてくれない？」

「これでも忙しいんですよ、わたし。でも、わかりました。お姉さまの頼みを断るわけにはいきません」

　ふふっ、と笑うビオラは無邪気だ。いつもしたいことをし、欲望に忠実だ。

　ロゼはそんなビオラが羨ましい反面、恐ろしくもあった。自分にはビオラのように、自由気ままに遊んで時間を潰せるとは思えない。

（仕事があったほうが、楽。貧乏性だわ）

　卓にカードをスラリと流し、ビオラに三枚選んでもらった。

「桃色のドレスのお嬢さまがたくさんいらっしゃるようですわ。お姉さまは緑色のドレスをお召しになってはいかがでしょう？　目の色とも合って映えますわ」

　ロゼの仕事。それはカード占いだ。

　趣味で家族の中でやっていただけのものが、このビオラのおしゃべり唇があちこちで触れまわり、今や高貴なお客さまのお召しに召し上られることや、貴族の令嬢などが、この貧乏侯爵家を訪ねてくるまでにいたった。

　おかげで侯爵家は火の車からは逸脱できた。日々の食事に事欠くことはなくなったが、屋敷の整備にまでは至らない。

　ロゼの占いの結果に「緑色ね！　そうね、そうするわ！」とはしゃいだ足取りで台所を出ていったビオラ。一個解決、と卓を見たら、ロバートとリスティアの本が置き去りにされていた。







　ケーキを取り出して卓に置いたのと同時に、お客さまが到着したとメイドのリネットが声をかけてきた。

「いつも通り、応接室にお通ししています。お茶をお出ししましたので、冷めないうちにいらして下さいませ」

　怯えた調子でリネットが言う。

（今日のお客さまは初めての方。紹介制にしてるから、あんまり変なのは来ないと思うんだけど）

「すぐ行くわ」と言うとリネットはほっとした顔になって、ロゼの後を付いて歩いた。手に湯を持っている。お茶の追加分だろう。

　占い部屋──仕事部屋にしている扉の前で深呼吸をする。なんの飾り気もない応接室だ。本当は庭に面したサロンを使いたいと思っているのだが──。

（庭師が雇えなくて草がぼーぼーに生えてる状況なのよね！　泣きそうだわ！）

　ロゼは心の叫びとはうらはらに、静かにノブを押した。

　中に、やけに鼻の大きな小太りの紳士が座っていた。お客さまだ。ロゼはにっこり笑顔を作って紳士の前に座った。

「ロゼ・フローレスですわ、閣下。ウィリアムズ伯爵のご紹介と伺っております。どうぞよろしくお願いします」

　紳士はターフル（占い用テーブル）をだん、と叩いて早口で言った。

「良いかね。私は忙しい身でここに来ている。すぐ秋の収穫高を計算してくれ」

「計算……とおっしゃいますが、わたしは占い師でございますので」

　再び紳士はターフルを叩き、

「同じようなもんだろう！　さっさとしろ！」と怒鳴った。

　カードを前に深呼吸するふりをしながら、ロゼは心の中で独りごつ。

（何なの、このおじさん！　リネットが怯えるはずだわ。本当に紳士かしら。ウィリアムズ伯爵の紹介というのも怪しいもんだわ！　まったく腹の立つ！）

　深呼吸を終えて、ふっと目を開けると紳士と目が合った。先にぷいっと目を逸らす態度に余計腹が立つが、ロゼはカードを交ぜ始めた。

　この作業を始めると、カードの裏面がきらきらと色をはなって、ロゼの心は落ち着きを取り戻していく。十分交ぜた後ひとまとめにして、ターフルの上にさらりとカードを流した。

「閣下。何枚でもお好きに引いて下さいまし」

　紳士はロゼの顔をちらりと見てから、一枚だけカードを引いた。大抵は三枚ほど引かれる。

（呆れた。本当に面倒なんだわ）

　紳士の引いたカードを手に、ロゼは席を立って、彼の耳元に答えを囁いた。すぐに彼の目が大きく見開かれる。

「誠か？」

「はい」

　にっこり笑って頷くと、紳士はすぐに帰り支度を始めた。ロゼの占い結果に上機嫌になった紳士は、普段の鑑定料に少し足した金をリネットに手渡し、侯爵邸を後にした。

「あー……やっと帰った、疲れた。リネット、わたしにもお茶を入れてくれない？」

　はい、と緊張の解けた顔をして、リネットは茶を入れてくれた。香りがとても良い。

「どうしてああいう腹の立つ人間がお金持ちで、わたしたちみたいに真面目に税を支払っている家が貧乏なのかしら？」

「うーんと、税を払ってるからじゃないでしょうか？」

　遠慮気味に言うリネットに（そりゃそうよね）と自嘲する。

　これというのも父・リンデン・フローレス侯爵が、真面目に税を払うのは当たり前という、愛国心の塊だからである。本来、この国の貴族に納税の義務はない。

（税を納めるなとは言えないけど。真面目に働いているお父さまに、お国はもっと目をかけて下さるべきだわ）

　父の勤勉な後ろ姿を見るたび、そう思った。こんなに仕事をしている父を、国王はなぜもっと引き立てないのかと。

　それはさておき。

（今日のお客さま、名乗りもしなかったけど、誰だったのかしら？）

　こちらも聞かなかったから、どっちが悪いということもないか、とお茶を飲んだ。

（リネットの入れるお茶はおいしいわ。心やすらぐ……）

　と思った途端、ばーん！　と扉が開かれた。立っているのはドレスとアクセサリーをたくさん携えたビオラだった。珍しくきりりとした表情が、ロゼの顔を見てふにゃりと溶けた。

「ロゼったらやっぱりわたしの妹。可愛いわ」

「な、なんなの、お姉さま。そのお姿は」

　ビオラは足早に部屋に入ると空いている椅子の背もたれに、持っていたドレス数着をかけ、アクセサリーをターフルの上に並べた。ちゃんと緑色のドレスを着ている。

「落ち込んでる貴女に、わたしがしてあげられるのは、外出のお誘いだけ……ロゼ、今から王宮に行きますわよ！　リネット、ロゼに化粧を施してちょうだい」

　はいっ！　とビオラの勢いにそのまま乗った形でリネットは化粧箱を取りに部屋から出ていってしまった。

「王宮？　お姉さま。わたし、出かけるなんて一言も申しておりませんけど」

　外出したいと口にしたこともないし、むしろ家で家事をやっていたい。

「行くのですよ、ほらリネット、早くロゼにお化粧をして。ドレスの色はどうしようかしらね」

　部屋に帰ってきたばかりのリネットに指示を飛ばしながら、ドレスの色を思案するビオラに、「目立たない色で！」と注文するのを忘れなかった。







　結局灰色のドレスをまとって、同じ色の帽子、同じ色のチョーカーを付けて、王宮に向かう馬車の中でロゼはぶすっとふくれっ面になっていた。ビオラはビオラで「髪をアップに結いたかったわ」と残念そうに扇を揺らした。

「そんな国王陛下のお召しじゃあるまいし、正装していく必要はないのではありませんか？　お姉さま」

「そうねぇ……でも王女殿下はお見えになりますよ」

　ロゼは手元から灰色の扇をぼとりと落とした。隣に座ってくれているリネットが、それを拾ってロゼの膝に載せた。

（王女殿下がお見えになる？　なぜそれを早く言わないの、お姉さまっ……）

　改めて自分の服装を点検してみる。

　髪、くすんだ金髪を長く伸ばして、サイドから三つ編み、中心でそれを留める、灰色の花の髪飾り。顔、地味。チョーカー、地味色。ドレス、多少ふくらんではいるものの、デザインは地味。靴、きらきらと光を反射させる石はついていない。

（完璧だわ……絶対に紳士の視界には入らない……そして淑女の敵にもならない、もしかしてお声もかけて下さらないかも！）

　むしろそのぐらいの存在感でありたかった。

　はなやかなことが大好きなビオラの誘う場所。きっときらめいたお嬢さま方がたくさんなはず。ロゼにはそんな場所似合わないし、却って肩がこるだけなのだということを、ビオラには千回言っても通じやしないのだ。

（まあ、わたしを思ってのことだから、余計言いづらいところもあるし）

「今日の集まりにはね、国内でも都に住んでいらっしゃるお嬢さま方だけに招待状が届いて──」

　ビオラが何か説明しているが、馬車の振動で眠くなってしまったロゼの耳には届かない。こくりこくりと船をこいでいるうちに、本当に夢の中へと陥ってしまった。

　いつの間にか馬車は止まっていた。片方の足をステップにかけて、王城の案内係に片手をそっと預けて馬車を出ていくビオラの優雅な背中が見えた。

（ヤバい。夢じゃない。着いたんだわ）

「ルビー宮のお集りにご参加のお嬢さま方でいらっしゃいますね」

　案内係がほほ笑むその手に、ビオラは優雅な手つきで招待状を渡した。中身を確認した案内係がどうぞこちらへ、と道を先んじていく。

「お姉さま、わたし招待されてないけど、行っても良いのですか？」

「連れが増えるのはよくあることなのです。この『薔薇を愛でる会』ではね」

（『薔薇を愛でる会』？　何それ？）

　おそらくビオラが馬車に揺られている時に説明してくれたのだろうが、ロゼはすっかり夢の中だったので、そんな話はまったく耳に入っていなかった。

　それにしても、王宮の調度品の美しいこと！

　天井に、廊下用の小ぶりなシャンデリア。細かい細工のせいか、見る角度によって色が変わる。ぴかぴかに磨かれた窓からは、丁寧に世話をされているであろう赤く美しい花々が風にそよいでいるのが見えた。壁側には幾つもの絵画が飾られていて、これもまた人の手で磨かれた一品だということがわかる。

（はっ！　絵ならお父さまの書斎に外して置きっぱなしになっているのがあるわ！　あれを磨けば……いや、どこに飾るというの……）

　屋敷の現状を思い返すと、絵画どころではないのだった。

「こちらでございます、フローレス嬢」

　ビオラは軽く「ありがと」と言って笑みを作った。案内係は多少顔を赤くして、部屋の前から踵を返して帰っていった。

（お姉さまって、男の人を照れさせるようなタイプだったんだ）

　家では見られないビオラが見られて、これはこれで面白いかもしれない。そのビオラがドアノブに手をかけてロゼを振り返る。

「良くって？　開けますわよ」

『薔薇の花を愛でる会』──想像では、皆さんでぞろぞろと庭園の薔薇を鑑賞する会、なんだけど……。扉を開くと、女の子の歓声が洪水のように流れでてきた。

「キャアアアア！」

「ビオラお姉さま！」

「お会いできるなんて、幸せです！」

（は？　え？　なにこれ）

　ビオラは包んで持ってきた何物かを空に上げ、「妹が焼いたケーキを持ってきましたの。どうぞ召し上がって下さいませ！」と言ってから侍女に切り分けるよう命じ、その包みを手渡していた。

（げ！　わたしの焼いたケーキ勝手に！　目分量で作ってるのに、こんな王女さま主催のサロンに合うの？）

「貴女、ビオラさまの妹さんでいらっしゃるの？」

　桃色のドレスを着た淑女が言った一言を皮切りに、さっきビオラを包んでいた群衆がロゼの周りを囲んだ。

「ここへ来られるのは初めて？」

「貴女もビオラさまと同じで読書家でいらっしゃるの？」

「姉妹で楽しみを分かち合えるなんて素敵ですこと！　しかもこんなに可愛らしい妹君！　ビオラさまが羨ましいわ！」

　サロンには二十人ほどのお嬢さま方がいて、座っている方も立ってお茶を飲んでいる方もいて、めいめい自由にふるまっている。

　サロンの中心には楕円形のテーブルがあって、可愛い刺繍を施したクロスがかけてある。その上にティーセット、お菓子、とさまざまな本……一番奥に座しているのが王女殿下だった。ビオラがいつも耳にたこができるほど話してくれていた王女の容姿、そのままの姿だったからわかった。青い目を細め、ふんわりとほほ笑んでいる。

　ロゼは慌てて頭を下げた。

「リンデン・フローレスの次女、ロゼ・フローレスでございます。王女殿下にご挨拶もうしあげます」

　王女は今度はふふ、と音を出して薄桃色の唇の形を変えた。

（美しい方だわ。王家の方々って皆、こんなに美しいのかしら。女の私でもドキドキするし、触れたくなる）

「ビオラの妹なのね。よろしく。ところで貴女、本はどのシリーズがお好き？　それとも読み始めたばかりなのかしら？」

　王女はテーブルに色々積んだ中から、「イーサンとレナはお好き？　それともフレデリックとカミーラの……」

（何の話？）

　頭の周りに「？」を浮かべていると、王女の口から「ロバートとリスティアとか……」と知った名前が出てきて「あ！」と声を上げてしまった。今朝、台所で読みかじってしまったビオラの本だ。

「そうね、これは初心者にも優しい、わかりやすいタッチで描写されているわ。さすがビオラの妹ね。読み始めのコツがわかっているわ」

　先刻の桃色ドレスたちが、多少興奮気味に、またロゼを囲んできた。

「やっぱりロバートさまが最高ですわよね！」

「あの閨での言葉使いが最高なんですの！」

「リスティアさまのあの敏感なお体の描写といったら……！」

　それぞれに頬を赤らめながらも言いたいことは言っている。これが淑女のたしなみというものか。

「イーサンとレナも良いのですよ。最後、心中してしまいますけど、そこがまた悲劇的で涙が出ましたわ。わたくし持ってますの。ぜひお貸ししますわ！」と、濃い桃色のドレスが本を持ってきて、ロゼの手に渡した。

（壮大なネタバレだわ、それ！　いや、読まないけども！）

　心の中で一線を引きながら、まだかろうじて〝こっち側〟にいる自分を確認した。

　椅子とお茶を勧められたのでおとなしく腰を下ろして、ティーカップに唇をつける。

（あ、おいしい。現実に戻してくれる味）

　こうして輪からはずれて見たり聞いたりしていると色々と見えてくるような気がした。

　ドレスは圧倒的に桃色が多い。占い通り。ビオラの緑色が引き立っている。

（自分のことは、占いそこねたわね。まさかこんなことになるなんて）と苦笑した。

　そして、あちらこちらで聞こえる恥じらいつつも主張の激しい話題は、この本たちの中の推しカップルは誰か、という話で、そのまま止めずにいると淑女らしくない単語が飛び交ったりしてしまう。

（つまり『薔薇を愛でる会』というのは──）

　官能小説のファンの集まり。

　それを咎めるほど、ロゼは狭量ではない。むしろ羨ましいくらいだ。夢中になれるものがある、幸せだ。

（皆、楽しそう……好きなものを好きな人同士で語り合うんだから、楽しいはずよね）

　知らず、微笑していた。ロゼの占いと違って、同胞がいるということがとても良い。

（でも、熱気に少し酔ってきたかもしれない）

　ロゼは席を立って、王女に挨拶に行った。

「王女殿下。わたし、ちょっと外の空気に当たってきます」

　王女はその宝石のような青い目を瞬かせて、「大丈夫？」と問うた。

「外を歩いてみて、気分が優れなければ、そのままお帰りなさい」

「大丈夫です。皆さんの熱気にあてられただけですから」

　そう言うと桃色ドレスたちが小さく笑っていた。

　甘いケーキの香り。

　白粉の匂い。

　お茶の匂い。

　令嬢方のふわふわのドレス。

　くすくす笑い。

　まるでこの部屋だけ切り取った夢の世界だ。

（でもわたしは現実に帰ろう）

　サロンと廊下に繋がっているドアを押した。中に向かって「では、失礼いたします」とにこやかに声をかけてから、扉を閉める。さすがにドアの作りがしっかりしていて、一度閉めたら中の喧騒は聞こえなくなった。

（静かだ。ちょっと落ち着く）

　中の熱気は凄かった。皆、推しに対する思いが熱すぎる！

　俯きかげんにそんなことを考えていると、自分の足元の先に、黒い革靴がこっちを向いているのがわかった。

（え、誰……）

　そこに、従者たちに囲まれた、全身真っ青だと思わせる男が立っていた。

　青い髪、青いローブをまとって、青い靴を履いている。首からは何連ものペンダントを下げていて、それらはすべて水晶だった。

　王女と同じ青い目が、ロゼをじっと見つめている。

（なんて美しい人なの……男性じゃないみたいな綺麗なお顔）

「宮廷占術師のグリフィスさまだ。御前でぼんやりしてるんじゃない」

　黒い革靴の従者の一人が、ロゼを小突いた。我に返って、慌てて頭を下げた。

「グリフィスさまにご挨拶申し上げます。わたくし、リンデン・フローレス侯爵家次女、ロゼ・フローレスでございます」

「ああ、フローレス侯爵の。ここへいらしたのは初めてですね、ロゼ嬢？」

「えっ……そうです」

　宮廷占術師の彼が、どうしてロゼの動向を知っているのだろう。

　驚いて次の言葉が出ないロゼの、背後の扉が開いた。

　扉から顔を覗かせた桃色ドレスが、「あっ！　占術師さま！」と言ったことがきっかけで、中からぶわっと人が流れ出てきて、ロゼは前のめりに転んでしまった。

　そんなことには気づかない桃色ドレスたちは「占術師さまー！」と「キャー！」しか言っていない。

（占術師さまも推しのお一人なのかしら）

　目を瞬かせていると、目の前に青いローブが見えた。女性と見紛う美しい顔が、ほんのり笑って、片膝をつき、手を差し出してきた。

「大丈夫ですか？」

「はい……その、おそれいります」

　占術師の手を借りて立ち上がる頃には、彼の従者らによって、『薔薇を愛でる会』は中に押し込まれてしまっていた。それを見てホッとしたロゼだったが、占術師はくすくすと笑っている。

「あの……？」

「王女殿下のご友人たちは、いつもこうして、お元気なのです。お可愛らしいことです」

　では、と踵を返す占術師の後ろ姿に、ロゼは両手をぎゅっと握りしめた。

「あの！　グリフィスさま！」

　自分でも驚くほど唐突に、声を追いかけさせていた。

「わたしを貴方の弟子にして下さい！」

　あまりの発言に、一番驚いたのはロゼだ。

　確かにロゼは占いで生活費の一部を稼いでいる。だが、相手は国の吉兆を背負う宮廷占術師だ。格が全然違う。

　自分が言ったことが急激に図々しく思えて、顔がみるみる熱を持つのを感じた。

　青い背中がゆっくりと振り返る。その前に、ロゼは反対方向に走り出していた。

（恥ずかしい、わたしったらなんて図々しいの！）

「待って」

　簡単に追いついてしまった青い袖口から覗く骨ばった手が、ロゼの左腕を掴んだ。青く光る目が驚きに見開いている。

　弟子にと申し入れた本人が、一瞬後にはその場から逃走したのだから、無理はない。まだ恥ずかしくて顔が赤い。

「もう私から逃げませんか？」

　占術師は微笑んだ。

「……はい」

「場所を変えて、お話しましょう」







　サファイア宮に向かう間、占術師はずっと微笑んでいた。

　ロゼがあまりに見ていたからか、目が合う。占術師はにっこり笑ってみせる。

（占術師さまが気づくほど、じろじろ見すぎていたかしら）

　顔から火が出るかと思うほど恥ずかしい。仕方がない。

　占術師はとても綺麗な顔をしていて、体つきもしなやか、背も思ったより高い。青い髪を短くして、同じ色の目はきらきらと輝いている。その顔が、ロゼを見て微笑む。信じられない。

　手は繋いだまま。理由は「ロゼが逃げてしまうから」。

　何度も「もう逃げません」と言っているのに、占術師の耳には届いていないようだった。

　あえて占術師を見ないようにして、廊下の片側、大きなガラス窓から見える庭園に目をやった。

　ルビー宮の庭には、赤や桃色の花が沢山植えてあった。それがサファイア宮に来た途端、青い花に切り替わっている。

「レディ・ロゼ。花が好きなのですか？」

　唐突に降ってきた声にあたふたしながら、「はい、好きです」と返した。

「簡単なものだけですが、時間がある時に花壇を作って植えています。それよりも雑草が酷くて、そっちを抜いている時間のほうが──」

　失敗。宮廷占術師を相手に雑草抜きの話なんて有り得ない。

（恥ずかしい。普通の貴族の庭園に雑草なんか生えているわけがない）

　火照った頬を、繋いでいない手で撫でた。やっぱり紅潮している。

　占術師はロゼから目を離して、何か考えているような顔をしている。ロゼが言ったことで何か思うところがあったのだろうか、と不安になる。

「レディ・ロゼ。〝雑草〟というのは何ですか？　花の名前？　花ならどうして抜くのです？」

　一瞬、頭が真っ白になった。

（雑草を、ご存知ではなかった……！）

　当たり前だ。普通の貴族の庭でさえ、庭師がついているのだ。まして王宮で主人に雑草を見せる庭師がいるわけがない！

「いいえ！　くだらない話を申しました！　お忘れ下さい！」

「ではフローレス侯爵邸に行った時に雑草を見せて下さい」

（無邪気な笑顔で酷いこと言うの、やめてくださいー！）

　それに、宮廷占術師のグリフィスがフローレス邸にやってくる理由などない。我が家の雑草を見られることは、金輪際ない。

「こちらでよろしいでしょうか、ロゼ？」

　そこは、全面ガラス張りの、庭園がよく見える部屋で、廊下にも面していた。婦人方が軽いおしゃべりにでも使う場所なのだろうか。群青色をしたソファに白いレースのカバーがついていて、足元にはふわふわの絨毯が敷いてある。

　大きな窓からは、背の低い花々が風に揺らいでいる。

「素敵！」

　ロゼは知らず、足を進めてガラスに指をくっつけて花々を見つめた。

「サフィニアにこんなに青の種類があるなんて、知らなかった」

「へえ。この花はサフィニアという名前なのですか。知りませんでした」

　足音もなくロゼの背後に近づき、ロゼと同じように、より高い位置に指をついて、占術師はさっきと同じく、何か考えているような顔をしている。

（ち、近すぎるんだけど……）

　男性は父、リンデンにしか近づいたことのないロゼに、占術師は美しすぎた。ロゼの顔色が忙しく赤に染まっていく。

　つ、と占術師の指がガラスから離れた。

「座りませんか？　貴女のお話を伺いましょう」

　ロゼの喉が嚥下の音を鳴らした。貧乏貴族の娘であるロゼが、王宮の宮廷占術師の弟子になるなんて途方もない話だけど、出会ったチャンスは逃したくない。

　占術師の従者の中にいた小姓が、暖かいお茶を入れてくれている。さっきまでなかったティーセットが、庭園に見入っている間に用意されているとは、仕事が早い。

　けれど、今ロゼの鼓動は激しくて、お茶を飲めるほど喉が開いていない気がしていた。

「あっ、あの！　わたしをグリフィスさまの弟子にして下さい！」

　後半は、占術師の表情を見るのが怖くて目を瞑ってしまった。

「さっきも聞きましたが……条件次第というところですねぇ……」

　ぱっ、と目が開いた。条件を満たせば弟子にしてもらえるのだ！

（でも、条件っていったい何だろう……部屋の片付けや、お茶を入れる程度ならできるけど……まさか雑草抜きはないでしょうし）

　占術師は大真面目な顔をして、ロゼの顔を真正面から見据えた。

「私の名はルークと言います」

「ルークさま……素敵なお名前ですね」

「そうです。私のことをルークと呼ぶなら、弟子にしても良いでしょう」

　青い目がにこっと笑う。

　あまりの条件に、全身の力が抜けそうになった。条件は労働ではなかったのだ。本当にこんな簡単な条件で良いのだろうか。

「お呼びします。……ルークさま」

　ルークは嬉しそうに目を細めた。

（こんなことが嬉しいのかしら。彼をファーストネームで呼ぶ人は少ない……とか？）

　その中に入れてもらったことにじんわりと感動していると、ルークの従者たちが、ひそひそと話をしているのに気づいた。

（何を話しているのかしら……変な女が来た、かな？）

　また不安がよぎるロゼに、ルークは続けた。

「私も前から『侯爵家の魔女』には興味がありました。今日お会いできたのは必然でしたね」

　はて。

「えーと、『侯爵家の魔女』とはもしかしてわたしのことですか……？」

　驚いた顔のルークが「もちろん貴女のことですよ、ロゼ」と早口で言った。

「『薔薇を愛でる会』のお嬢さん方が皆、貴女のことをそう呼んでいましたので」

　知らなかったのですか？　と続くルークの声に大声で叫びたくなった。

（知りませんでしたよ、そんな大仰なあだ名をつけられていたとは！）

　家でちょっとした内職、のつもりだったのに、恥ずかしい。

「でも、占いにもっと興味が出てきた。もっと知りたくなったのでしょう？　そうでなければ、貴女は私に声をかけたりしなかった。だからここで私と貴女が、師弟になることは決まっていたのです」

　必然だったのかどうかはわからないけれど。

　ルークが言うことなので、ロゼはもっともらしく頷いた。

「では、占術部屋へご案内しましょう」

　ルークがソファから立ち上がるとともに、膝をついていた従者らも立ち上がった。ロゼもカップを置いて慌てて立ち上がった。

　サロンを出て、迷路みたいな宮殿の中を歩き回る。

　ルークのローブがさらさらと絨毯を撫でる音が心地良い。やっぱりまた手をつながれて歩いているので、今日のところは迷子にはならなさそうだ。時折、ロゼを振り返って笑むのもさっきと同じだった。

　完全に道を覚えられないまま、一行は占術部屋に到着した。

　扉はここだけが青い。占術師ルーク・グリフィスの小さなプレートがひっそりと掛かっている。人の目に付きにくい、まるで見つかりたくないとでもいうように。扉の両端を守っていた従者が膝をついた。

「さあ、入りなさい、ロゼ。今日から貴方の部屋でもあるのですから」

　ルークの言う通り、これから通う職場のようなものだ。

（どんな部屋なんだろう）

　自宅の占い部屋を思い出して、頭の中で打ち消した。王宮の占術部屋がうちの占い部屋と同じなわけがない。扉が開かれた途端、ロゼは驚きに目を瞬かせた。

　アイボリーの壁に青い絨毯。天井には大きなシャンデリア。作業台と思わしき場所には、薬草がたくさん吊るしてある。

（調薬もなさるんだわ）

　中心には大きな木彫りのテーブル。椅子が十脚ほど、テーブルを囲んでいた。大きな地図も貼ってある。

「こんなにたくさんの人を一度に占うってこと、あるのですか？」

「はい。大臣方がいらして、大勢で意見を言い交わしては、その都度占っていきます。でも、正直言ってこのテーブルは邪魔ですね。私にとって、占いはもっと静かにやるものですから」

　ですから、とルークは続ける。

「近々、王宮に家具を移していただいて、大臣方とはそちらで話すとして。ここではひっそりと個人的な問題について、語り合う部屋にしたいのです」

　ルークの空気感というか雰囲気というか。そういうものに『静』は合っていると思った。

（大臣方に囲まれて、ガヤガヤ占いかー……大変だわ、すごく疲れそう）

「頭で決められないなら、大臣なんて……滅べ」

「…………」

（今、何かすごく不穏なことを聞いた気がするけど。気のせいよね？）

　ルークはにこっと笑ってから「さて今日は手始めに私を占ってもらいましょうか」と、言ったところで、扉がノックされて、従者が入ってきた。

「グリフィスさま。今の刻、国王陛下とキツネ狩りのお約束をなさっておいででしたでしょう。皆さまお揃いでお待ちです」

　キツネ狩りの約束。それにしてはルークはローブを着ていて、まったく準備らしいことをしていない。

（どうなっているのかしら？　わたし、ここにいて良いのかな）

　従者の言うことに、ルークはにこにこしながら答えた。

「『ルーク・グリフィスは風邪をひいている』と言いなさい」

　迎えに来た彼は「ええ？」と、心外だという顔をした。

「グリフィスさまが来られなければ国王陛下のご機嫌が傾いてしまいます。なにとぞお願いいたします、グリフィスさま」

「そうですよ、ルークさま。一度お約束なさったのなら、本当にご病気でない限り、行かなくてはいけませんわ」

　ロゼが勢いづいて言うと、ルークは不機嫌そうに「貴女までそんなことを言いますか」と言った。

「せっかく貴女に来ていただいているのに。仕方ありません、行きましょう」

　眉間に皺を寄せたルークは小姓を一人連れて、奥の部屋へ入っていった。

　ややあって部屋から出てきたルークの狩猟服姿に、ロゼははっとした。ローブ姿ではなよやかに見えたその体が、しっかりした男の体だということに気づいてしまった。

（ちょっと……どういう目でルークさまを見てるの、わたし）

　ルークの青い髪が揺れて、ロゼと目が合った。

「狩猟姿、よくお似合いです。ルークさまもキツネ狩りなんてなさるんですね。意外です」

「そうおっしゃってもらうのはありがたいのですが。こう見えて私は犬が苦手なのです」と言って笑った。

　キツネ狩りの催促が来てからずっと不機嫌な顔をしていただけに、ロゼはほっと安堵した。

「では私が不在の間、この部屋を任せます。お客様が来たら占ってさしあげて下さい。ええと、貴方の手法は」

「カードです。いつも持ち歩いているので、ご安心下さい」

　青の目がにこっと笑う。

「貴女は優秀な占い師です。では、申し訳ありませんが行ってきます。わからないことがあれば、そこにいる小姓マリウスに何でも聞いて下さいね」

　では、と言葉を残して扉を出ていった。

　ほう、と一息つく。そんなロゼを見て、マリウスが「お茶でも飲みませんか？」と声をかけてきた。

「まったくルークさまったら、レディをずっと立ちっぱなしにさせているなんて、失礼が過ぎます」

　マリウスの愚痴に、ロゼは笑ってしまった。

　マリウスの案内で、出窓の付いたスペースに案内され、そこにある椅子に腰を落ち着けた。

　目の前にターフル。お茶を置くサイドテーブル。向かい側に、ロゼがすわっているのと同じデザインの椅子があった。

　ルークが言う個人的な占いというのは、ここで行われていたのだろう。とても静かだ。ルークの持つ空気と合う。

（犬が苦手かぁ……グレースはとっても可愛いのになぁ）

　まずルークがグレースに会う機会などないけれど、そんなことを思った。

　マリウスが素早くお茶をいれてくれた。それを喉に通して、初めてホッと一息入れたような気がした。

「あの、マリウス。サロンでわたしがルークさまの弟子になった時、どうして皆驚いたの？　やっぱり貧乏貴族の娘であるわたしが、ルークさまの弟子になるなんて、おこがましかったかしら……」

「ああ、それは」と言いながらマリウスが笑った。

「ルークさまが弟子をとられたのが、初めてだったからですよ」

「は、初めて？」

「はい。今までどんなに研鑽を積んだ天文学者や、経験値の高い占い師が来ても、あっさり袖にされておりました。あのサロンで話をなさったのも、ロゼさまが初めてです」

　だから決まった時、従者たちは驚いて小さな声を上げてしまったのか。

（嘘、どうしてわたしなんかを弟子にしてくれたの）

　天文学者でもない、経験値の高い占い師でもないのに。両者を育てたほうが、よっぽど国のためになる。

（ああ、だめだめ！　そんなこと考えるほど後ろ向きになってしまうわ）

　ロゼもお茶を飲んでから立ち上がった。

「ええとマリウス？　お客さまもいらっしゃらないようだし。おそらく皆さん、ルークさまがキツネ狩りにいらっしゃったことをご存じなんだわ。もう夕刻だしわたし帰るわ。明日またお邪魔しても良いのよね？」

「帰る？」

　マリウスが不思議そうな顔をしたのが、ロゼにはわからなかった。帰るほかに選択肢がない。

「ルークさまのお部屋の隣に、ロゼさまのお部屋を準備するよう申しつかっておりました。もう準備も整っております」

「わたしの部屋？　なっ……なんで、部屋！　わたし帰るわ！」

　立ち上がったロゼの前に、マリウスが立ちはだかった。

「どうしてですか、ロゼさま。弟子なら一緒にいないと何かとご不便でしょう」

「淑女だから！」

　マリウスはロゼを通せんぼした格好のまま驚いたような顔をして「……は？」と言った。

「淑女たるもの、男性と隣の部屋に暮らすことなどあり得ません！」

　マリウスは「ええ？」と大声をあげてから、しばらく黙っていた。

「……まさか、ルークさまの隣の部屋に住むことを断る女性がいらっしゃるとは思いませんでした……」

「いや、ルークさま云々は関係ないでしょう、この場合」

　マリウスは通せんぼを解いて、上着と帽子をつけた。

「では、侯爵家に送ります、ロゼさま」

「え、そんな悪いわ」

「悪いと思っていただけるなら、部屋で休んでいただきたいのですが、まあ仕方ありません。送るぐらいはさせて下さい。僕があとでルークさまにしかられますので」

「……わかったわ」としか答えられなかった。

　これ以上断るのもマリウスを困らせるような気がして。

　馬車の中、うとうとし始めてしまった。今日は疲れた。

『薔薇を愛でる会』のきらきらの桃色ドレスたち。

　全身真っ青の占術師ルークさま。

「ルークさま……」

　誰かが肩にケットをかけてくれた気がした。

「そんなに簡単に心を許して良い相手じゃありませんよ、ロゼさま」

　誰かがそう言った。夢と現の狭間で、セリフの全部は聞き取れなかったけども。





第二章




　ルークの占術部屋へ通うのにも慣れてきた。侯爵家の家事をする時間が減ったのだが、このごろなぜかメイドが増えている。庭の雑草もいつの間にか綺麗に刈り取られていた。

（お金ないのに、なぜ？）

　父・リンデンに聞いても「まだおまえに話す時ではないから」と謎の言葉が返ってくる。

（メイドが増えた理由を言うのに、タイミングなんてあるのかしら？）

　謎に思いながらルークの占術部屋に突っ立っていると、隣でルークも腕を組んで難しい顔をして立っていた。

「ルークさま、どうかなさったんですか？」

　ルークの視線の先には、部屋をほぼ占領している大臣たちのテーブルと椅子がある。

「いえね、つまらないことなんですが。このテーブルと椅子をどこかへ移動させたいと申し入れたのですが、大臣方に『会議はグリフィス卿と占術部屋でしたほうがまとまる』などとどうでもいい理由で断られましてね」

　国政が部屋の場所一つで良い方向に決まるのなら、テーブルと椅子がどこにあろうと良いような気がする、とロゼは内心思った。だがインテリアは個人の好みの問題でもあるし、口は挟めない。

「方角が良くない気がするのですよね。まぁ、大臣方が良いとおっしゃるなら、私は全然構いませんけれども」

「国政に響くのなら、変えたほうが良いと思います！」

　一国民として、テーブルの位置は大きな問題だ。

　ルークが「大臣方との兼ね合いもありますし」などと呟くと、扉が開いた。

「大臣方がお見えです」

　マリウスの声に、ルークは嫌そうに、ほう、とため息をついた。

「貴女がそばにいてくれれば、いつもよりもっと上手くやれる気がします」

「えっ、わたし、が……？」

　いてもいなくても同じだと思います！

　大臣方がそれぞれの椅子にすわった後、ルークも同じテーブルについた。異国の香のかおりが漂い、ルークの目の前にある水晶球が光を反射させている。

（『貴女がそばにいてくれれば』って、どういう意味……いえ、今は国政に携わるルークさまの占術をしっかり見ていなければ、弟子に入った意味がないわ。しっかり！　ロゼ）

　大臣方のテーブルは個人的な占いをする出窓の反対側。まっすぐにすわるとルークの背中しか見えない。

　ちょっと腰をずらしてすわっているところに、大臣方を一通り巡りお茶を配っていたマリウスが、ロゼにもお茶をくれた。ロゼの皿にだけ、小さなマドレーヌが置かれている。

「マドレーヌはロゼさまだけのサービスです」と小声で言ったマリウスは、素知らぬ顔で壁に背中をつけ、会議を見守った。

「ヘインズの治水工事が……」

「人選は前回の会議で決定済では……」

「いや、やはりエヴァンズ卿に……」

　大臣方の熱弁が聞こえてくる。ロゼには（なんだか大変な話をしているのだわ）と感じられたのだが、ルークがこっそり欠伸をしているのが目に入ってしまった。

（……え？）

　ここは会議の場で。国政の中心であって。ルーク・グリフィスは宮廷占術師で。

（なんで欠伸してるの！）

　宮廷占術師は国政にも参加を余儀なくされ、ロゼの頭の中では前のめりになって話を聞き、ずっとカードをひいているルークの姿が想像にあった。ところが現実はというと、欠伸をかみ殺している師匠の姿しか見えない。

（あ、目じりに涙が光ってる）

　大臣方の発言は熱い。次から次へと課題を出してきてはそれに対して銘々の意見を合わせ、頷きあっている。

（この会議にルークさまって、必要？）とロゼが思い始めたころ、ルークがやっと口を開いた。

「いつまで同じ話を繰り返すおつもりです、諸侯」

　ルークの声に、大臣たちの肩がびくりと動いた。

（え、何。どうしたの？）

　大臣たちが所在なさげな視線をさまよわせている。ルークはするりとカードを広げていく。

「治水工事はハリソン卿の仕事だと前回申し上げたでしょう」

　ルークの張りのある声に、あれほど熱弁していた大臣たちが急に静まり返っていた。

「ハリソン卿の下にモリスという方がおられるはずです。ハリソン卿、確認はしましたか？」

　一人の大臣が「はい、しかし」とエヴァンズ卿をうかがうような視線を向けてからうつむいた。

「モリスという方はヘインズの出身です。ここにいる誰よりもヘインズを理解していることでしょう。時期は急いで。もう取り掛かっても良いくらいです。こんなところでのうのうと会議を長引かせている場合ではありません。即実行してください」

　ロゼは目を見張っていた。まさか、さっきの欠伸男がこんなにすらすらとカードを読むなんて。そしてそれを大臣に述べる、しかもそれが具体的だ。

　エヴァンズ卿とハリソン卿の関係性もよくわかる。それで工事が遅れているのだ。

（すごい。ルークさまは本当にすごい占術師だわ……！）

　国王の信頼を得て、大臣たちと渡り合うだけの技量を、器を、しっかりと備えている。ロゼは知らず胸の鼓動が早まるのを感じた。

　それとも、とルークは続けた。

「まだエヴァンズ卿に決めたい方がいらっしゃるのなら、私はもう何も言いませんから、テーブルと椅子を別の部屋に移動して、そこで卿らだけでやって下さい」

　ロゼはがくっ、と頭を垂れた。

（まだテーブルと椅子の場所にこだわっているのか、この人は）

「滅相もございません、宮廷占術師殿」

　エヴァンズ卿、と呼ばれていた男が口ひげを触りながら言った。狡猾そうな顔だと、ロゼは直感で思った。

「いつも貴方のおっしゃるように、ことは上手く運んでいる。今回もそのモリスとかいう男に仕切らせれば上手くいくでしょう。会議はこれにて閉会に致しましょう。我らがいなくとも、グリフィス卿がいらっしゃればそれで良い。そうは思わぬか、卿ら？」

　大臣たちは一人も口をきかなかった。ただ気まずそうに、それぞれに視線を泳がせている。そして、マリウスの案内する扉から各々出ていった。

　ルークは誰もいなくなった部屋の中をうろうろしながら、時折立ち止まってテーブルを振り返り、また歩き回った。

「マリウス！　私にもお茶とマドレーヌを下さい。マドレーヌは十個下さい」

　はい！　と返事が飛んで、マリウスがパタパタと軽い足音を立てて部屋を出ていった。ルークはロゼの向かいの席に座り、片頬杖をついた。表情は眉間に皺を寄せた、文字通りの不機嫌だ。青い目だけが、ちら、とロゼを見た。

「子供みたいだと思っているのでしょう？」

「いえ！　まさか、そんな！」

（可愛い、とはちょっとだけ思ったけど）

　マリウスが「どうぞ」とお茶の皿に乗り切らないマドレーヌを、別の皿に積んで持ってきた。ルークがそれに手を付け始めると、マリウスがそっと場を離れていった。

（こんな機嫌の悪いルークさまを前に、独りぼっちにしないでよ、マリウス！）

　ルークは焼き立てのマドレーヌを二つに割って、片方を口に放り込んでいた。

「私はね、ロゼ。国政が嫌いなのではないのですよ。国政に対して占術をと望まれるのなら、いつだって手を貸す準備はできています」

「そうですね」

　さっきの会議の様子を見ていて、ロゼもそう思った。ルークが最初欠伸をかみ殺していたのは、大臣同士の利権に関わる意見が飛び交っていたからなのだ。

「貴族は良いでしょう。税も払わずにのうのうと暮らしているのですから。でも、ヘインズの民はどうです？　毎年水害に苦しめられ、それでも納税の義務がある」

「……はい」

　だから一刻も早い対応が必要なのだと、ルークは言っていた。ヘインズの民らのことを思っての発言だったのだ。

「あと、あのばかでかいテーブルと椅子を──」

（またそれか）

　ロゼは、文句を言いながらも、大臣らにはっきりと言葉を発していくルークを誇りに思った。そして目の前で拗ねているルークを可愛いと感じてしまっている。

（可愛いなんて、男の人におかしいよね。でも）

　ロゼは手を伸ばして、ターフルに上体を突っ伏してマドレーヌに歯を立てているルークの青い髪にそっと触れた。そして、その指を左右に動かして撫でた。

「……なんです？　ゴミでもついていましたか？」

　突っ伏した姿勢のまま、ルークは問うた。

「王宮ではどうかわかりませんが。わたしたちの子供のころは、泣いたり拗ねたりすると、母がやってきて、こうして頭を撫でて下さるのです」

「私は子供ではありません」

　そうですね、と指を離そうとしたロゼの手首を、ルークはぱしっと捕まえた。

「ルークさま？」

「子供ではありませんが、心が凪いでいくようなので、続けてください」

　ロゼは小さく笑った。やっぱりルークは可愛い。ルークの髪を指で梳いていると、また胸がとくとくと鼓動を激しくしてきた。

（何だろう、この気持ち。満たされていて温かいのに、ドキドキして走り出してしまいそうな）

　ルーク。ルークを見ていたり、触れられたりした時だけ、そんな症状が起こる。

（変な風邪でもひいたのかしら）







　何人かのお客さまの占いをした。

　美しいドレスの令嬢方を悩ませているのは、おおかたが恋のお話。あの人の気持ちが知りたい、告白してもらえるかしら？　など、可愛らしい言葉がその唇を飾っていた。

「満たされて温かい気持ちなのに、なぜか走り出したくなってしまいますの」

「まぁ、それは恋心ですわね！」という声が聞こえ、カードをまとめていたロゼは、ん？　と心を立ち止まらせた。

（その気持ち、なんだか最近覚えがあるような……）

　ロゼが占う光景をルークが遠巻きに見ている。目が合うと、にこっと笑ってくれた。やっぱりドキドキする。

（師匠に見られながら占っていて、緊張してるのね、わたし）

　まだまだだわ！　と思っていると、ご令嬢方が帰っていった後、入れ替わりのように男性が入ってきた。

　薄茶の長めの髪、髪と同じ茶色の目。背が高く、年の頃もルークと同じぐらいだろうか。

「ルーク！　この間のキツネ狩りは良い成績だったな。国王陛下もご満悦のようだったぞ！」

　声が大きく、表情がくるくる変わる。

　ルーク、と呼び捨てにする人を初めて見た。ターフルの前に座って、ロゼは二人のやり取りを見ていた。ルークは明らかに嫌そうな顔をしている。

「アーロン、また邪魔しに来たんですか？　暇なんですか？　書いていれば良いじゃないですか。貴方の得意な小説を」

　小説家なんだ、と思っているとアーロンとぱしっと目が合った。まずい、と思ったのも束の間、自分を相手にしないルークを置いて、思っていた通りロゼの向かいの席に座った。近くで見ると綺麗な顔立ちをしている。

　ロゼはすっと立ち上がって頭を下げた。

「わたくし、フローレス侯爵家の──」

「なしなし！　俺、そーいう堅苦しいこと苦手！　ほら、座って」

　頭を下げかけて止まったロゼは、アーロンの言う通り、今まで座っていた椅子にまた腰を下ろした。

「俺、アーロン・クルス。君は、フローレス……」

「ロゼですわ。クルスさま」

　にっこり作り笑いを浮かべると、アーロンは「そーいうのも俺ダメ」と被せてくる。

「アーロンって呼んで」

　すかさずマリウスがお茶を運んできた。「ありがとねー」と笑顔で言うアーロンにマリウスは「はい」と短く切って早々に去っていった。入れ替わりにルークが青い髪をかき上げながら近づいてきた。

「なんです、アーロン。小説が煮詰まっているんですか？」

　ルークの直球にアーロンの表情が消えた。

「イーサンとレナが心中してから、続きが浮かばなくて……」

「心中した者の続編なんて書けるもんなんですか？　あの世の話になるのでは？」

（『イーサンと、レナ』？）

　なんかどこかで聞いたような。

　──イーサンとレナも良いのですよ。最後、心中してしまいますけど、そこがまた悲劇的で涙が出ましたわ。わたくし持ってますの。ぜひお貸ししますわ！

「あああ！　まさか、貴方があれをお書きに？」

　がたんと音を立てて立ち上がると、男二人が吃驚したような顔でロゼを見ていた。

　顔が紅潮してきたのがわかる。片手で熱を持った頬を撫でながら、「失礼致しました」と椅子に掛けた。

「アーロン・クルス。官能小説家です。こんなですが、私の旧くからの友人でして」

「そ、そうなのですね」

　扇を広げて、ほほほ、と笑って誤魔化す。アーロンは悪びれる様子もなく、

「これがご令嬢方にうけてね。ロゼにも一度読んでみてほしいな」と、そこだけは真剣なまなざしで視線を合わせてきた。

「貴方は『ロゼさま』と呼びなさい。ロゼと呼んで良いのは私だけです。そして死者のロマンスでも考えて部屋に帰りなさい」

　ルークがアーロンの薄茶の頭を軽く叩いた。

「最近は官能小説じゃないものも……花を見つめるヒロインを中心に……。──あ、いや、なんでもない」

（あれ？　なんだろ、今の本当に真面目な顔つき）

　だが、それも一瞬のうちで、すぐに明るい笑顔に戻ってしまった。

「可愛い弟子が入って良かったなぁ、ルーク。──ロゼ」

　今度は急に落ち着いた顔になって、ロゼの両手を握った。

「は、はい」

「今夜、月の庭園を俺と一緒に歩きませんか？」

　反射的に動いていた。素早く両手をアーロンの手から引き抜くと、椅子から立ち上がって、アーロンの左頬を平手打ちしていた。

「初めて会った女性に対して、夜の約束を口になさるなんて失礼です！」

　またしても男二人がロゼに目を見張って、そしてルークは「ロゼらしい」と笑った。

「ごめんなさい！　ぶったのはやりすぎでした。つい体が動いてしまって」

　アーロンは笑って「いいよ」と言ってから、またすっと真顔になった。そして「もしかして」とロゼを見て呟いた。その呟きに、ルークはひた、と笑うのを止めた。

「もしかして、ロゼはルークが──」

「アーロン！　惚れ薬の話をしましょう！」

　アーロンが何か言いかけたのを、ルークが止めた、ように見えた。

（何のことかしら）

　きっとこのおかしな友人関係同士には伝わっているに違いない、とロゼは軽く流した。

　ルークが作業台から持ってきたのは小さな、ロゼの片手にもすっぽり入るような小さな小瓶だった。中に無色透明な液が揺れている。アーロンがルークの指先から小瓶を奪うように手に取り、間近でそれを見つめた。

「これが、惚れ薬」

　ルークは深く頷いて、アーロンの耳に唇を近づけた。

「意中のご令嬢の飲み物に一滴垂らすだけ。お飲みになったご令嬢は、アーロンの手足と同じように、心を揺さぶられます……」

「そんなの邪道です！」

　ロゼは勢い良く立ち上がって、アーロンの手から惚れ薬の入った瓶を叩き落とした。蓋がきっちり閉まっているのか、絨毯の上に転がった惚れ薬は中身をこぼすことなく、綺麗に光っている。

「良いですか、ルークさまもアーロンさまも！　人の心を道具のように操るなんて言語道断！　それで恋に持ち込ませようだなんて、相手の方に失礼です！　人と人は心と心で結び合わなければ！」

　吃驚した顔のまま、アーロンは立ち上がった。にこっと笑ってから「執筆してきます」と言って、逃げるように走って扉を出ていってしまった。

「……ちょっと、興奮しすぎてしまいました……」

　アーロンが去ってから、ロゼはくたりと椅子に座った。今までアーロンが座っていた椅子に座るとルークが「面白い男でしょう？」と笑った。

（ノリで生きてるような方だわ）

　かちん、と音を立てて小瓶が置かれた。惚れ薬だ。

「ルークさま……それは」

「怒らないで下さい、ロゼ。これはただの──砂糖水です」

　指で小瓶をもてあそびながら、ルークはあっさりと言った。

「えっ？　砂糖？　え、どうして。アーロンさまには惚れ薬だと」

「惚れ薬なんて、邪道ですからねぇ」

　にやっと笑ってロゼを見る。どっと疲れが押し寄せてきた。ルークだけでも疲れる時があるというのに、アーロンと二人が相手となったら最悪だ。

　ルークは小瓶をすっとお茶の台に避け、ロゼがターフルについた肘の辺りまで移動していたカードを指した。

「アーロンを占ってみてごらんなさい」

「えっ、でも本人の許可なしに占っては失礼です」

「大丈夫、私が許しますから、アーロンを占ってみて下さい」

　ルークが許してもアーロン本人が許したことにはならないのではないか？

　わけがわからないまま、ロゼはカードを交ぜた。自分の手をアーロンの手のイメージに重ねて一枚、二枚と引いていく。

「一途に好きな方がいらっしゃる……」

　ね？　とルークはくすっと笑った。ではロゼを夜の散歩に誘ったのも、官能小説を書いているのも……。

「さぁ？　何でしょうね？」

　ルークはお茶の台に置いた小瓶を取り上げ、作業台に戻っていった。

（アーロンって、わたしが思っているのとは全然別の人なのかもしれない……）

　一途に好きな人。もしかして、ルークならこの相手の名前がわかるのだろうか。

（この占いは、見なかったことにしよう）

　広がってしまったカードを一つにまとめながら、ロゼは思った。







　ルークが占術部屋を留守にしていたその日、扉がきつめにノックされた。

「見てまいりますね」

　マリウスが走って扉を開けた。

「グリフィスさまはいらっしゃる？」

「今、ご不在です……」

「嘘。本当にいないか、部屋を見せてちょうだい……」

「マチルダさま、後生です……」

　扉が閉まった。絨毯を踏む二人分の足音が聞こえる。マチルダ嬢はマリウスを退けて、部屋に入ることに成功したようだ。

　ロゼは椅子から立ち上がって頭を下げた。マチルダが近づいてくるのが、わかる。

「ご挨拶申し上げます。ロゼ・フローレスでございます」

　頭を上げるとマチルダは、ふん、と鼻を鳴らした。黒髪の巻き毛、黒曜の目が猫の目とそっくりだ。マチルダはちらとこっちを見て、

「貴女もグリフィスさまの帰りを待って、占っていただくおつもり？」

「いえ、わたしは」

「毎週この時間はわたしが予約を取っているの。帰ってこられたとしても、わたしが先よ！」

　勝気なマチルダの言葉にもロゼは揺るがなかった。

「おそらく今日は帰ってこられないと、思いますよ」

「どうして貴女にそんなことがわかるのよ？」

「国王陛下のキツネ狩りに追従して行かれましたから」

　なんですって！　とマチルダは外を見た。と言ってももう出立した後だとは思うのだが。

　窓に指をついてルークの足跡を惜しんでいたマチルダが険しい猫の目をロゼに向けてきた。

「貴女は何なの？　占いの予約じゃなきゃどうしてここにいるのよ？」

　かしゃん、とカップを置く音がした。マリウスだった。カップはお客さまのサイドテーブルに置かれていた。

「ロゼさまはルークさまのお弟子さまです。ルークさまはご不在なので、どうしてもというなら、ロゼさまに鑑定していただいたらいかがですか？」

　マリウスの物言いに、マチルダの眉間の皺は深まった。つかつかとターフルに近づくとお客さま席にどすんと座った。

「グリフィスさまが弟子を取った？　冗談でしょう？　今までそんな話、聞いたことないわ！」

　そして、猫の目がじっとロゼに向かってきた。

「弟子なら占えるんでしょうね？　やってもらおうじゃないの。その代わりはずしたら、弟子を辞めてもらうから」

「弟子をはずすはずさないは、ルークさまにしか権限がありませんよ、レディ・マチルダ」

　呆れたような声でマリウスが言う。

　ロゼは自分の席に座って、カードをターフルに置いた。真正面からマチルダを見つめる。

「マチルダさまのお申し出、お受けします。どうぞ、聞きたいことをおっしゃってください」

　すう、とロゼは深呼吸をした。息の音を聞いていると、心が凪いでくる。お客さまにどう思われているか、そんなこと占いには関係ない。

「恋」

「はい」

　指がカードを交ぜ始める。

「わたし、グリフィスさまを愛しているの。だからこの恋心が成就するか、占ってほしいの」

　ひた、とカードを交ぜる指が止まった。が、すぐにまた交ぜる指を進めはじめる。

（どうしたんだろう、わたし。集中しなきゃ）

　交ぜ終わったカードをさらりと広げる。

「どうぞお好きなだけ、カードを選んで下さい」

　マチルダは片頬杖をつき、ちらとロゼに視線をやってから一枚引いた。もう一度、ロゼに目をやって二枚目を引く。

　そこまで引いて、マチルダはふう、と息を吐いて、カップに口をつけた。

「何なの、この緊張感。グリフィスさまの時と全然違うわ。息が苦しい」

　マチルダは扇を広げて、ひらひらと揺らめかせた。

「大丈夫ですよ。ルークさまじゃない分、リラックスして下さって良いです」

「だって貴女、占いをやっている貴女はさっきと全然違うわ」

　ロゼはマチルダの引いたカードを取り上げた。

「ルークさまは、マチルダさまを可愛らしく思っていらっしゃいます。ただそれは恋とは違って……」

「そうね、知ってるわ。どうすれば良い？」

「他の殿方にも目を向けること……」

「どういうこと？　グリフィスさまを諦めろと？」

　ロゼは広げたカードを一つにまとめた。真正面からじっとマチルダを見つめる。

「今日はここまでです、マチルダさま」

「どうしてよ？　結果出てないじゃない」

　マチルダが身を乗り出してカードとロゼに視線を走らせた。

「今引いたカードの枚数ですと、これ以上伝えられることはないので」

「何それ！　もっと引けとか言ってくれれば良かったじゃない」

「引く枚数は、ご本人が決めることで、わたしではないのです」

「もういいわ！」

　くーっとお茶を飲み干して、「もう貴女には頼まないから！」と言い捨て、マチルダは乱暴に扉を閉めて出ていってしまった。

（なんか、まずかったかしら）

　カードを片付けていると、マリウスがパチパチと、拍手をくれた。

「マリウス。ありがとう、でも怒らせちゃった。大丈夫かしら」

「ルークさまの占いもすごいですが、ロゼさまの占いもすごいです。ピーンと空気が張りつめて」

　さすが『侯爵家の魔女』、とあだ名で呼ばれるに相応しいと言われ、恥ずかしくて逃げ出したくなる。

　ルークの、大臣方を目の前にした占いを思い出す。話している人間にも気づかれずに、するすると静かに占い、答えを携えて会話に入っていく手法。ロゼにはその自然な占い方のほうが優れていると思えた。

「すごいって言ってくれると嬉しいわ。でも、今日みたいにお客さまが怒って帰っちゃうこともあって……後味の悪いものよ」

　そういうものですか、とマリウスは頷いた。







　ルークにカードを読むのを見てもらっていると、扉がノックされたような気がした。

　とてもとても控えめな音で、マリウスが見に行って初めて気のせいではないとわかったぐらいだ。扉の前に、ちょこんと一人の令嬢が立っていた。マリウスが案内してきて、ルークとロゼの前で、彼女は頭を下げた。

「宮廷占術師さま、お弟子さま、ご挨拶申し上げます。わたくし、アメリア・ミッチェルと申します」

　茶色の巻き毛に青い目。美しいが派手な印象はない。扉のノックの仕方と同じように、また彼女も控えめな性格なのだろう。

「今日はあの、グリフィスさまではなく、ロゼさまに占いをお願いしたくて参りました。あの、グリフィスさま、お気を悪くなさらないで下さいませ。同じ女同士のほうが、話がより通じるのではないかと勝手に思ったしだいでございますので」

　ルークはアメリアににこっと笑って「大丈夫ですよ」と返した。アメリアの緊張を解くためにか、ルークはその場を離れて作業台のほうへと立ち戻った。

　ロゼはアメリアに椅子を勧め、すわったタイミングでマリウスがお茶を運んできた。

「良い香り……思ったより静かな場所なのですね。大臣方が集まって、いつも賑やかだとお聞きしておりまして。それで、すっかり怖くなってしまって、訪れるのが遅くなってしまったんですの」

「大臣方が来られるのは毎日ではありませんから、遠慮なさらずいらして下さい」

　ロゼはカードをまとめながら、にこやかに言った。アメリアは扇を広げて、口元を隠しながら、伏し目がちに、ほうとため息をついた。

「実は、もう長いこと胸が痛むんですの」

「お医者さまには」

「診せましたわ。でも、なんでもありませんでしたの」

　作業台にいるルークの背中が、笑いを堪えて震えているように見えるのは気のせいだろうか。

（まぁ、それは良いとして、アメリアさまだわ）

「満たされて、温かくて、でも走り出してしまいたくなる、そんな衝動にかられますの」

（それ。何度も聞いたわ。わたしもそんな気持ちになる。ご令嬢たちは、それは恋だっておっしゃった。わたしも、占いならそう答える……）

　カードを引いてもらうと、一途な思いを示す一枚が出た。アーロンを占った時と同じだ。

「わたくし、気分転換に王宮の温室に幾度か行ったことがあるのです。それはもう美しいところなんですのよ。ロゼさまもお時間が許せばぜひいらっしゃって。その内の何回か、殿方を見たことがあって……その時に、ますます胸が苦しくなって。……ロゼさま」

　アメリアがティーカップに口をつけて離す。青い目がじっとロゼを捉えた。

「ロゼさま。わたくし、その名前も知らない殿方に恋をしているのだと思うのです」

　ロゼの椅子ががたっと音を立てた。

（いや、これはアメリアさまの話であって、わたしの話じゃない）

　それなのにどうして「恋」と聞いただけで動揺してしまうのか。思い当たることが多すぎて、考えるだけで顔が紅潮していくのを感じた。

「ロゼさま？」

「いえ！　大丈夫です、ごめんなさい！」

　ルークが時折、心配そうにこっちを見ているのに気が付いた。じっと見つめられているわけでもないのに緊張してしまう。

「ロゼさま。わたくしが引いた、もう一枚のカードにはなんと？」

「これは、両想いのカードです。近い将来、アメリアさまに心通じるお方ができる、と」

　アメリアは頬を赤らめて、慌てて扇に隠れた。

「その方は温室の殿方でしょうか？」

「そこまではカードに出ていません。でも頑張りましょう」

（『頑張りましょう』？　何を？）

　ロゼは自分がおかしな話の流れにしてしまっていることに気づいていた。気づいてもどうしようもなく、流されていってしまう。

　自分も恋をしているのかもしれない。それを考えるだけで、頭の中がぐちゃぐちゃになってしまっていた。

「成就するタイミングを待ちましょう、ということですよ。アメリアさま」

　いつの間にかターフルの横に立っていたルークが話の筋をまとめてくれた。アメリアは「そうですわね」と言って立ち上がった。扇をぱたりとたたみ、ロゼに頭を下げ「ありがとうございました」とお礼をくれた。いえ、とロゼは短く切る。

「ロゼ。アメリアさまをお見送りして」

　ルークに言われて慌てて椅子から立ち上がり、小走りでアメリアを追った。扉の前でアメリアはまたちょこんとお辞儀をしてから、ロゼに小さく耳打ちした。

「ロゼさまも『頑張りましょう』」

「えっ」

「わたしたち、お友達になりませんか？　わたしのことはアメリアとお呼び下さい」

「えっ」

「ロゼ、とお呼びしても？」

　小首をかしげてお願いするような表情を見せるアメリアは可愛らしい。

「もちろん」

「良かった！　ありがとう、ロゼ。また占ってね」

　笑顔のアメリアが廊下を駆けていく姿は、子犬のようだとロゼは思った。

（お友達……か）

　考えてみれば王宮に通うようになって、たくさんの令嬢と話してきたが、それは占い師とお客さまであって、友達とはまた違った関係だった。アメリアの提案には少し驚いたけれど、名前で呼び合える人ができたことが、ロゼには嬉しかった。

　扉を閉めるとそこに、無表情のルークが立っていた。

「あの？」

「『あの』ではありません。何ですか、今回の占い。ぼーっとしたり赤くなったり。まったく集中できてないじゃありませんか。だいたい『胸が痛い』とおっしゃったら、占いでは恋を疑うのが普通でしょう？　何ですか、『医者に診せたか』って……」

　語尾の辺りでルークは「ぶふっ」と音を立てて笑った。作業台にいた時、背中が笑いを堪えているように見えたのは、本当に笑いを堪えていたのだろう。

「すみません。占い、不合格です……」

　うつむきがちになると、ルークの大きな手がぬっと伸びてきて、ロゼのくすんだ金髪をがしがしとかきまわした。

「えっ、ちょ、何ですか、ルークさま。罰じゃなかったら、やめて下さい、髪がぐしゃぐしゃにっ……！」

　今度はルークのほうが「えっ」と言って手を止めた。できれば頭の上から手を放してほしい。

「子供が落ち込んでいる時はなでなでするのが、良いと言っていませんでしたか？」

　言った。言ったけれども。ロゼはルークに撫でられていたのかと思うと、また顔が赤くなるのを感じた。

「もっと、優しくです！　というか、わたしは子供ではありません！　淑女に対して失礼です！」

　ロゼはルークの手を取って下ろし、帽子と上着を着た。

「マリウス！　帰るから送ってちょうだい！」と声をかけると、はーいただいま、とマリウスの声が返ってくる。

「ロゼ。私の失礼を許して下さい」

　ルークが子犬のような顔で言うので、また可愛いなどと思ってしまった。

「許します！　明日また伺います！　失礼します！」

　早口に言って、飛び出すように扉を出た。廊下にマリウスが不思議そうな顔で立っている。

「何、マリウス。わたし、どこか変かしら」

「いや変ではないですけど。どうしてそんなににこにこしてらっしゃるんです？　ルークさまに注意を受けていらっしゃったのでは？」

　マリウスの言葉を受けて、ロゼは慌てて両手で頬を隠した。

（にこにこなんて、してません！）

　自分に向かって精いっぱい言うのに、耳について仕方がない言葉があった。

　──ロゼさまも『頑張りましょう』。

　アメリアはロゼの恋心に気づいた。あの短い時間で。

（アメリア、占い師になれば良いのに……）

　マリウスがロゼの横を歩きながら、また不思議そうな顔をしていた。





第三章




　ロゼが侯爵邸からサファイア宮の占術部屋にやってきて上着を脱いでいると、ルークに突然こんなことを言われた。

「ロゼは灰色や、裾の広がらないドレスが好きなのですか？」

　上着から離れてターフルにカードを一纏めにしようとしていたロゼは驚いて、答える言葉を考えた。確かに自分は灰色をよく選んでいるし、広がらないドレスを愛用している。

　便利だからだ。裾の広がるドレスでは家事ができない。

　などと答えても、貧乏暮らしなどしたことないルークにはぴんと来ないだろう。

「えーと……はい、というよりはあまりはっきりした色は似合いませんので。わたしはこれが丁度良いのです」

「そうなんですね」

　ルークがにこっと笑うので、ロゼもにこっと返しておいた。

（何だろう）

「ダンスは踊れますか？」

　つづけざまに飛んでくる質問の意図がまったくわからない。

「一応、踊れます。淑女のたしなみです」

　そうですか、とルークはまた笑って見せた。

「実はですね、こういうものが私に届いたのです」

　と、やけにおしゃれな封筒に蝋印のついた、招待状を取り出してきた。

「王女殿下主催の夜会なのですね！　素敵！　燕尾服のルークさまに、また花が集まりそうですねぇ」

　自分で言っておいて、胸に何かがちくっと刺さった。花に囲まれたルークなんて、見たくなかった。胸が痛むどころでは済まない気がする。

（恋か。体力勝負みたいだわ）

　ロゼの考えていることなどわかるわけもなく、ルークは封筒の裏表を見まわしていた。おそらく特に意味はない。

「そうなんです、素敵でしょう？　ただ……」

　ルークの言葉を遮るようにして、ダンダンダン！　と激しいノック音が響いて、飛び上がりそうになった。

　マリウスが開ける前に扉が開く。外にいるのはマチルダのようだった。必死に扉を閉めようとするマリウス。その隙間からマチルダが叫んだ。

「グリフィスさま！　王女殿下の夜会、ご一緒しませんか？」

　マリウスがもう少しで閉まる扉の前で、「マチルダ嬢とはご一緒できませんっ……」と言い放ち、完璧に閉じた。その所作の流れで、マリウスは扉に鍵をかけていた。

「え、えーと。何のお話でしたっけ？　王女殿下の夜会？」

　慌てて話を元に戻すと、ルークは困ったように、息を吐いた。

「そうなんです。行きたいと思っているのですが、パートナーがいなくて、とても困っているのです」

（え。ちょっと待って。今、マチルダ嬢がルークさまをお誘いなさっていたと思うんだけど？）

　マチルダだけじゃない。ルークが声をかけさえすれば、首を縦にふる淑女はたくさんいるに違いない。どうして困ることがあるんだろう。

　知らず、胸元がちくんと痛んだ。ルークが夜会でどこかのご令嬢と踊る。

　自分は留守番の身なのに、そのことを考えるだけで、胸元がもやもやして痛かった。

（恋、やっかいだわ。……ルークさまがわたしが知らないところで、夜会で楽しんで下されば、それで良いじゃないの）

「そうですか、それは困りましたね。どなたかお好みの令嬢をお誘いになっては？」

「ですよね。ということで私と夜会に行ってください、ロゼ」

　は？

「ええと、何をおっしゃってるのか、話が見えないんですが……」

「貴女が私の〝お好みの令嬢〟です。私と夜会に行きましょう、ロゼ」

　にっこり笑顔をくれても、これは簡単には頷けない案件だ。

「い、いつですか、その夜会」

「今夜です」

（今夜！）

　ビオラに頼んで化粧やヘアセットをしてもらう時間もないし、ドレスもアクセサリーも選べない。用意する時間がない。

（それに行ったとしても）

　過去の苦い思い出を掘り起こす。

　ビオラが楽しそうに男性と踊っているのを、壁に立って見ているだけ。孤独で退屈な時間。どのタイミングで帰ろう。そんなことばかり考えていた。

（ルークさまと行ってそんな醜態さらせないっ……）

「お、お断りいたします……わたし、夜会はそんなに得意じゃないので……」

　ルークはターフルの上に、ずいと上半身を乗せた。視線を合わせてにっこり笑う。

「夜会も淑女のたしなみですよ？」

「ぐっ……！」

　痛いところを突かれてロゼは内心慌てていた。淑女のたしなみと言われると、行くのが当然のように思えてしまうからだ。

「で、でも。今からじゃ用意できません。ドレスもありませんし」

　これだ。これで諦めてくれるだろう。心の中でふふ、と勝利のほほ笑みを浮かべていると、頭上から「あれ？　見えていないのですか？」と声が降ってきた。

「な、何のことですか？」

　上目遣いでルークを見上げると、ルークの人差し指が、すっとあさっての方向に向いた。

　それを視線で追うと、そこに一体のトルソーが立っていて、水色をベースにレースがふんだんに使われた素晴らしく可愛らしいドレスをまとっていた。胸元には青い宝石のネックレスがかかっている。

（何これ、可愛い！）

　さすがに鈍いロゼもこれには気がついた。顔が青ざめていく。

「まさか、これをわたしに着ろと……？」

「おや、珍しく正解です」

「ばっ……！」

　いけない。危うくルークをバカ呼ばわりするところだった。一瞬、マリウスの顔色が青ざめて気づいた。ロゼはこほん、と一つ咳をして見せてから、ルークに返した。

「良いですか、ルークさま。こういった可愛らしい服がお似合いのお嬢様は、お洒落でお顔も整ってて、華やかさがお体からにじみでているようなお方なのです」

　ルークの両手が、空気のようにふっと、ロゼの頬を包んだ。

「だから、私はそういうお嬢様とご一緒したくて、説得しているんです。どうしてわからないんでしょうか。不思議です。ロゼはこんなに可愛いのに、自分でまったくわかっていません」

　ぼっと顔が紅潮したのがわかった。華やかなビオラの横に立っていて、ロゼはこんな評価を受けたことがない。可愛くて美しいのはビオラ。にわかには信じられなかった。

「それはともかく！　お化粧して下さる方もいませんし、間に合いません！」

　それを聞いて、ルークはふと思い出したような顔をして、ロゼの頬を解放した。

「ああ、それは。マリウス、そろそろ着いておいででしょうから、扉を開けて皆さんを入れてあげて下さい」

（は？）

　マリウスが扉を開けるとキャーキャーとにぎやかな声が聞こえた。この賑やかさは……。

「ちょっ！　待って下さい、まさか」

「貴女がドレスやお化粧のことを心配なさると思って、あらかじめ呼んでおいたのです。『薔薇を愛でる会』の皆さんを」

　ルークが言っている間に桃色ドレスたちがわっと入ってきた。

「ロゼー」

「わたくし、占術部屋に入るの初めて」

「見て！　あのドレス！」

　口々に好きなことを言いながら、桃色ドレスたちがルークの前に集まった。

「占術師さまにご挨拶もうしあげます。お部屋はどこを使わせてもらったらよろしいかしら」

「そうですね。ああ、ちょうど空き部屋があります。マリウス、ご案内して」

　まさか。その部屋というのは。

　占術部屋の青い扉を出て、すぐ隣の部屋。ルークがロゼに用意したという部屋。

（嘘でしょ、まだあったの？）

　扉の鍵をマリウスが開けると、ロゼより先に桃色ドレスたちがどんどん入っていった。最後尾になったロゼも、嫌々ながら入っていく。そして部屋の装飾に目を見張った。

　天井にはシャンデリア。大きな窓には薄桃色のカーテンがタッセルで留めてあって、外側のレースの細工の細かいこと。ベッドには天蓋がついていて、そこはカーテンで中は見えなかった。

　そして、大きな鏡のついたドレッサー。桃色ドレスたちはそこに群がっていた。

「さて！　まずは着付けからね！」

「えっ」

　ぼさっと立っていたロゼに、桃色ドレスたちが群がり、着ていた灰色のドレスを脱がしにかかった。

「まずは下着からね。そこに衝立があるから、これに着替えたら出てきてちょうだい」

「えっ？　下着まで替えるの？」

「当たり前じゃない。素敵なドレスを着て、中がレースの一つもついてない白い下着なんて興ざめだわ」

（そんなことで誰が興ざめになるんだ……）

　素敵なドレスを着ていれば、中身なんかどうでも良いと思っていた。

　着替えてから衝立を出ると、スカートをミルフィーユのようにどんどん履かされて、最後にあの水色のドレスをまとった。

「やっぱり綺麗。どこのお仕立てかしら」

「見たことのない美しいデザインですわ」

　ロゼもそう思った。ただし、鏡の中の自分を見るまでは。

（やっぱりわたしじゃ、このドレスの魅力をだめにしている気がするわ）

　落ち込んでいる暇はなかった。

「さぁ！　次は髪ですわね！　びっくりするほどつやつやになる香油をお持ちしましたの」

　ロゼはできるだけ鏡を見たくなくて、目を瞑った。優しく撫でるようなブラッシングの後、件の香油を付けられて、ヘアメイクをしてもらう。

（良い香り。香油の香りかしら）

「この香油、実はビオラからの差し入れですのよ」

　髪型を作りながら、桃色ドレスは嬉しそうに「姉妹って良いですわね」と言った。

「お姉さまが……？　あっ！」

　目を開いて驚いた。鏡の中に、ビオラと同じ鮮やかな金色の髪があった。ビオラはいつもこれを使ってあんなに綺麗な金髪を保っていたのか。

（綺麗になる努力を、お姉さまはしてらしたんだわ）

　何もしてこなかった自分とは違って当たり前だ。くすんだ金髪。これが自分の生まれ持ったものだから仕方がない。そう思って諦めていた。でもビオラは違った。くすんだ金髪をどうすれば輝かせることができるのか、思案していた。

「さて、仕上げに花飾りと宝石の飾りをつけて……あとはお化粧ね！」

「あの、わたし。お化粧やってみます。どこか変だったら、教えてもらっても良いですか？」

　桃色ドレスたちは互いに顔を見合わせてから、「良いですわよ」と答えてくれた。

（わたしも、お姉さまみたいに自分で綺麗になりたい）

　丁寧にベースを作って、粉をはたく。頬は薄い薔薇色に。目元の細かい作業は注意して。最後に口元に色を置いて。

「うん。とてもよろしいですわ、ロゼ。普段からこれくらいのお化粧をなさったらよろしいのに」

　夜会だからもう少し濃いめに、と手を加えてもらった鏡の中の自分が、まったくの別人だった。

　薔薇色に染めた頬が、熱が上がってもっと赤くなる。

「とても綺麗だわ」

「占術師さまも絶対びっくりするわ」

「夜会の主役は貴女ね、ロゼ」

　口々に言ってくれる言葉たちが、却って恥ずかしかった。

（どうしよう。ルークさまの前に出るのが恥ずかしい……）

「さ！　参りましょう、占術師さまのところへ。何せ夜会はもう始まっているのですからね」

　手首を握られ、立たされて、そのままわいわいと占術部屋へ向かった。ためらうロゼを、桃色ドレスたちはぐいぐい押し込んできて、半ば倒れこむかと思うような勢いで、部屋に、ルークの目前に立った。

　ルークはターフルの前にすわっていた。桃色ドレスたちの賑やかな声で、こちらに気が付いたらしい。ロゼが転がりこんでくるのを見て、すうと立ち上がった。

「ロゼ」

　すでに燕尾服に着替えていたルークは信じられないほど、格好良かった。後ろに流した青い髪が、黒い燕尾服にとても映えている。

（こんな素敵な人の横に立つなんて、大丈夫なの、わたし）

　ルークはつかつかとロゼの前に進み出て、その足元で片膝をついた。そしてロゼの手を取り、その指先に小さな口づけを落とした。

「美しいロゼ。今宵、私と夜会に行って下さいますか？」

　ロゼは恥ずかしさから、ルークの大きな手から自分の手を抜いて、観念したかのように、小さな小さな声で「はい」と言った。







　会場に着いてもまだ足を踏み入れる勇気を持てなかった。手が震える。

（いつもみたいになったらどうしよう。わたしだけじゃなくて、ルークさまにも恥をかかせてしまう）

　かたかたと震える手をルークの手が包み込んだ。温かい。青い宝石のついたイヤリングの耳元に、ルークはそっとキスをした。慌てて離れるロゼに、にこっと笑顔を向ける。

「ロゼ。怯えなくても大丈夫。何があっても私が貴女を守ります」

　さぁ、と差し出される腕に、ロゼは震える手をそっと置いた。ルークが足を進めるのを追うように、ロゼの水色の靴が進んでいく。

「宮廷占術師ルーク・グリフィス卿、並びに侯爵令嬢ロゼ・フローレス嬢」

　扉を開いた従者の声に、夜会の皆がざわめいた。皆が二人を見ている。ルークがくるっ、とロゼを見た。青い目が細くなる。

「さぁ、私を頼りについてきてくださいね。ロゼ、とても綺麗です。この中にいる誰よりも、貴女が一番素敵です」

　ルークの言葉に、緊張で泣き出してしまいそうだった心の中の自分が、ふわっと温かいものに包まれた気がした。

（ルークさまに付いていくだけだもの。なんとか頑張ってみよう）

　早速幾人かの貴族に囲まれたルークは、緊張とは無関係の世界で談笑している。

「夜会に来るなんて珍しいじゃないか、グリフィス卿。誰が誘ってもなしのつぶてだったものを。王女殿下の夜会だって今までに何度もあったろうに」

「気が向きましたもので」

　嘘つき。夜会には行かなければならない、と説き伏せてきたくせに。

　ルーク本人はほとんど夜会に来たことがなかったのだ。

「美しいご令嬢だね」

　貴族に言われて、彼とばしっと目が合ってしまった。自分のことだという自覚がなかった。慌てて頭を下げる。

「ロゼ・フローレスと申します」

「誠に美しい。グリフィス卿、貴方にはもったいないくらいのご令嬢ですぞ」

　ルークはちらとロゼを振り返ってほほ笑んだ。

「ええ。本当にその通りです。実のところ、どなたにも見せたくなかったのですが」

　視線を感じる。会場のあちらこちらから、ちらちらと二人を見ている目。

（ルークさまは目立つからなぁ）

　最初はそう思っていた。その内、耳が慣れて視線の持ち主の声が聞こえてくるようになった。

「どちらのご令嬢？　あんな美しい方、初めて見ましたわ」

「グリフィス卿は占術に熱心だが、あのように美しい女性ともおつきあいがあったとは」

「あの青や水色が白い肌によく似合って。あんな凝ったデザインのドレスを着こなせる方はちょっといないわね」

「素晴らしい金髪だわ」

（……ひょっとして全部わたしのこと？　まさか）

　信じられない。灰色の服を着て、壁に突っ立っていた過去の自分が嘘のようだ。

　ルークが貴族の男と談笑を続けている隙をついて、華やかなドレスを着たお嬢さま方に囲まれてしまった。

「ご挨拶もうしあげます。わたくしは……」と次々に自己紹介され、ロゼは内心慌ててしまった。顔だけは笑顔を保ったことに、自分で驚いてしまう。場に慣れてきたのだろうか？　扉の前ではあんなに震えていたのに。

「グリフィス卿が夜会に出てこられるのも珍しいことだけど、ご婦人を連れて来られたのは初めてですわ」

「えっ」

　知らず声を出してしまって皆をしん、とさせてしまった。

「ロゼさまはグリフィス卿とはどういうご関係ですの？」

「まさかご婚約者、とか……」

　師匠と弟子。それだけでしかない。けれどそれを言ってしまうと、ルークが女性を見つけてこれなくて弟子を飾り付けて連れてきた、と思われてしまう。

（いや、それが真実なんだけど！）

　ごくりと唾液を嚥下してから、ロゼは青色の扇で口元を隠し、「姉ビオラ・フローレスを介しての知り合いなんですの」と答えた。

　一応間違いではない。あの時『薔薇を愛でる会』に連れていかれなければ、ルークとの出会いはなかった。

「ああ、ビオラさまの……美しいご姉妹ですわね」

　ほう、と息をもらしてから、どちらかのご令嬢がシャンパンのグラスを取ってくれた。

「ロゼさまもいかがです？　夜会は喉が渇きますわ」

「ありがとうございます。ちょっと休憩してまいります。後程また」

　素直にシャンパンを受け取って、空いている長椅子の端に腰を落とした。

（この夜会は生涯の思い出になりそうだわ）などとしみじみ思う。

　いつもならリネットと夕食を作っている時間だ。

　それがこんなに華やかな場所にいて、美しい姿にしてもらって。全部ルークがいなければできないことだった。ルークがいるから、夢を見ていられる。

　占術師の魔法。そんな言葉が自然に浮かんだ。

「こんばんは、ロゼ」

　頭上から愛らしい声が聞こえて、ロゼはほほ笑んだ。ロゼの名をそのまま呼ぶ女性は、王宮では一人しかいない。アメリアらしい淡い赤色のドレスに、小さめの宝石のついたチョーカーをつけていた。

「こんばんは、アメリア。隣、座らない？」

「ロゼったら夜会は始まったばかりよ？　もう疲れたの？」

　アメリアが小さく笑う。

「だって色んな方が、わたしなんかに声をかけてきて下さるんだもの。いつもの百倍は人と話してるわ」

「わたしなんかだなんて。ロゼはこの夜会の花だわ」

「大げさよ」

「自信をもって……あ！」

　人の海に向かって視線を流していたアメリアが突然声を上げた。といっても、控えめなアメリアのこと、ロゼにしか聞かれない程度の声で。アメリアの顔が見る見る赤く染まっていく。

「ロゼ、信じられないわ。あの方がここにいらっしゃる……」

「あの方？」

　アメリアの様子から、『あの方』が誰なのか、ロゼにはぴん、ときた。アメリアが恋をしている、温室で見かけた名前もわからない殿方、だ。「どの方？」とロゼもアメリアの視線を追う。

　人の海だ。アメリアの小さな指差しでは、どの人のことを言っているのかわからない。

「あの、胸に赤い薔薇をさした、背の高い……」

　アメリアの言う人物は確かにそこにいた。胸に赤い薔薇をさして背の高い、ルークと歓談している男。二人で立っていると異常に目立つ。

（アーロンじゃないの！）

　シャンパンをサイドテーブルに置き、同時にアメリアの手首を握って、ロゼは勢い良く立ち上がっていた。アメリアが急に長椅子から引っ張り上げられて困惑している。

「……ロゼ？　どうしたの……」

「行くわよ、アメリア。あの方のところへ」

「ええっ、まさかロゼ。お知り合いなの？　ちょっと急すぎるわ、わたしお会いする覚悟がないわ」

　慌てるアメリアの手を引いて、ロゼはルークとアーロンが談笑している場までつかつかと歩いた。二人とも驚いた顔をして、ロゼを見ている。

　ロゼはアーロンに向かってちょこんとお辞儀をした。

「アーロンさま。ご挨拶申し上げます」

「こちらこそ」

　二人そろって、にこっと外向けの笑みを浮かべた。間でルークだけが無言でシャンパンを口にして、横目で見ていた。

　ロゼは背後に追いついたアメリアをぐいと前へ押し出し、アーロンと対面させた。

「アメリア。こちら、アーロン・クルスさま。小説家でいらっしゃるのよ。ルークさまとは古くからのご友人なの」

　瞬時に顔を真っ赤に染めたアメリアが「初めまして……」と蚊の鳴くような声で言った。握っている片手が震えている。

「わたくし、アメリア・ミッチェルと申します。ロゼさまとは仲良くさせていただいてて、その……」

　ぽかんとしているアーロンに向かって、ロゼは目配せをし、それを見たルークが背後からアーロンを小突いていた。

「愛らしいご令嬢です。こんな愛らしい方がロゼさまとご親交があったなんて……」

　言葉が続かないのは、顔が紅潮してきたからだ。アーロンは大きな手で口元を押さえて、「失礼」とその場を後にした。

（やっぱり、やっぱりなんだわ！）

　アーロンが一途に思っている方、それは。アメリアはくるりとロゼに向かって、胸元に顔を沈めた。

「ロゼったら……いきなり、酷いわ。突然挨拶なんかして、クルスさまも呆れてらして」

　アメリアが小声で言うのに、ロゼはその背中を撫でて「大丈夫」と返した。

「貴女の胸の痛みはすぐに取れるわ、アメリア。大丈夫よ」

　そのすぐ横から、一人の紳士がアメリアの手を取った。

「お取込み中のようですが。私と踊っていただけませんか、レディ」

　アメリアは泣きそうな顔をしてロゼを見ていたが、紳士に向かってちょこんと小さくお辞儀をして、その誘いを快諾した。

　曲が流れ始める。遠くでアーロンが複雑な表情でアメリアを見つめているのが見えた。

（ぐずぐずしてると、誰かにさらわれちゃうわよ、アーロン！）

　アーロンを見つめていると、ルークがシャンパンをテーブルに置き、ロゼの手を取った。面白くない、そう言いたげな青い目とばしっ、と目が合う。

（う。そういえばダンスの約束もしていたんだったわ。うまく足が動いてくれるかしら）

　ロゼが焦った時、「グリフィス卿」と声がかかった。ルークが振り返ると、そこに黒髪を短くした、黒い目の、がっしりした体躯に燕尾服をまとった男が立っていた。ちょっと吊り目がちで、印象的な顔をしている。

　ルークは一瞬不機嫌な顔になって、それから作り笑いを浮かべた。

「これはフォワード団長。夜会でお会いできるとは思いませんでした」

「私もです」とフォワードは笑った。

（団長？　騎士団の方かしら）

　それにしても『夜会でお会いできるとは思いませんでした』はフォワードのセリフだ、とロゼは思った。ルークは滅多に夜会に顔を出さない性分であるらしいから。

（それなのになぜ今夜に限って、わたしなんかを連れて……嬉しいんだけど……）

「そちらの、お美しいレディは？」

　フォワードと目が合ったロゼが「わたくしは」とお辞儀しようとしてすぐ、ルークに背後へと押しやられた。

（なっ、何なの）

「彼女は何でもありません」

　作り笑いのまま、ルークはあっさりそう言った。

（『彼女は何でもありません』──？　自分が連れてきたくせに、その言われようは何なの？）

　フォワードはまだルークの背後をのぞき込み、ロゼと目を合わせてきた。

「グリフィス卿のご婚約者でもないなら、あちらで二人でお話しませんか、レディ。グリフィス卿に隠されて、私は貴女のことが知りたくなってしまった」

　ずいぶん積極的な方、と返事に困っていると、ルークが間に入りこんできて、

「婚約者ですから。彼女に関わるのは、金輪際ご遠慮下さい」と言った。

（また適当な嘘をついて！）

　それより、とルークはフォワード卿の耳元に近づいた。

「貴方は隣人にお気をつけになったほうがよろしいですよ」

　フォワードは明らかに不審な顔をして、「隣人？」と繰り返した。ルークは笑顔で「ええ」とだけ答えた。

「それも貴方の占術ですか？」

　今度は小馬鹿にするように、フォワードは笑った。

「どうとでも。行きましょう」

　ルークは話を切り上げるようにして、ロゼの背中をぽんと叩いた。

　次の曲が流れ始めた。ルークがぐい、とロゼの手を取り、ホールへと足早に歩いた。

「踊りましょう、ロゼ」

　およそ淑女を誘う表情とは程遠い不機嫌な顔をして、ルークはロゼに腰を寄せた。曲に合わせて、ロゼもルークの足についていく。

「グリフィス卿がダンスなさるわ……」

「お連れのご令嬢もなんて美しい……」

「優雅ですこと……」

　感嘆の声が自分に向けられたものとは思えない。ルークと踊っている。それだけで浮足だちそうなのに。顔も近い。ステップに合わせて青い前髪がさらさらと揺れている。ロゼはまた自分の顔が赤くなるのを感じた。

「フォワード団長のことですが」

　耳元で囁かれる。

（フォワード団長？　さっきの？）

　青いイヤリングの光るロゼの耳元で、ルークは続けた。

「今後絶対に近づかないで下さい。約束です。名前も教えてはいけません」

　それで婚約者などと嘘を？

（なぜ？　そんな危なそうな方には見えなかったけど。まぁ、ちょっとしつこいとは思ったけど）

　でも今はそんなことを考えたくなかった。ルークと踊っている。この夢のように幸せな気持ちにもっと浸っていたかった。けれど曲はすぐに終わってしまった。

　ルークはにこっと笑って「休みましょうか」とロゼの手を引いた。おそらく夜会で踊ったことのないロゼに気を使っての言葉だろう。こういうところは優しい、と思っていると、また「グリフィス卿！」と声がかかった。

（ルークさまったら、夜会に滅多に顔を出さないものだから、次々にお声がかかるんだわ）

　そんなことを思っているロゼが振り返ると、何人かの紳士が、

「一曲だけ、そのご令嬢と踊らせてほしい！」と口々に言ってきた。

　ルークはまた耳元で「貴女は今夜、夜会の一番の花ですからね」と囁いた。

（これは『踊ってきなさい』とおっしゃっているのかしら？）

　では、と笑顔のルークから手をはずして、紳士に向かって「喜んで」とロゼはほほ笑んだ。







　最後の一人と踊り終えると、さすがに息が上がった。

「レディ、私とも一曲」

「ごめんなさい。少し疲れてしまいましたの」

　九人目にお断りをして、ルークの姿を捜した。バルコニーの入り口からロゼを見ているのが、すぐに見つかった。疲れた足をかばうようにして、ゆっくりと近づいていく。

　ルークはバルコニーに席を取ってくれていた。そしてシャンパンも。

「喉が渇いたでしょう。まさか八人もの男と踊るとは」

　その声色は少し憮然としている。ロゼが座ったのを見計らって、ルークも向かいの席に腰を落とした。

「だっていつがやめ時か、わからなかったんですもの」

　いつもビオラに引っ張られていく夜会では、ダンスの申し込みなど受けたことがなかった。今夜は予想もしていなかったことが次々起こる。ダンスの順番を待たれるなんて、初めてだ。

　シャンパンを口にすると、ちょっと涼しくなったような気がした。バルコニーの夜風も気持ちが良い。

「良いですか。今度から夜会に行く時は、私以外とは踊らないで下さい」

　不機嫌な表情のまま、ルークが早口に言う。

　ロゼはくすっと笑って「皆、フォワード団長のように、気をつけないといけない方々だからですか？」と聞くと「そうです」と返ってきた。

（また、子供みたいだわ）

　それにしても次の夜会なんてあるのかしら、と疑わしく思う。

「私は、ずっと前から貴女が美しいことを知っていました」

「えっ？」

　唐突な話の展開についていけず、ロゼは慌ててシャンパンから唇を離した。

「私はずっと前から貴女が美しいことを知っていました。貴女は自信がないと言っていたけれど、今夜はそれを貴女にわからせてやろうと思いまして。思い知ったでしょう？　自分が美しいことを」

「何をおっしゃってるんですか、ルークさま……ちょっと酔ってしまったのですか？」

　つい、と手を差し出して頬の熱をみようとしたのを、ルークにぱしっ、と押さえられた。ロゼの手はルークの頬と手の間に閉じ込められてしまった。

「失敗でした。私は美しく着飾った貴女を見たかったし見せびらかしたかったけど、他人の目には触れさせたくなかったんです」

「……矛盾しています」

　どうしてさっきから照れるようなことばっかり言ってるんですか！

　恥ずかしくて泣きそうになるのに、片手はルークに捕まえられたままだ。ルークはロゼの手を捕まえたままテーブルに縫い付け、不機嫌な顔を元に戻した。

「夜会も大臣方との会議も貴女がいると、和らぎます」

「それは……お役に立てて嬉しいです。こんなわたしで良かったら、宮廷占術師のルークさまをずっと支えさせていただきたいです」

「愛しています、ロゼ」

　…………。

　今、何と？

　はた、と時間が止まったかのように、ロゼの体も固まってしまった。ルークがずい、とテーブルに上体を乗せて近づいてきた。ちょっとむっとしている顔だ。

「聞こえませんでしたか？　私は貴女を──」

「わあああ！　いつからですか、わたしなんかのどこをですか、いつもの嘘でわたしを振り回すのはやめて下さい！」

　立ち上がって逃げ出そうと、椅子をがたっと鳴らしているのに、ルークが手をがっちりつかんでいてロゼの逃走は叶わなかった。諦めてくったり椅子にすわる。

　何が起こっているんだろう。ロゼも尊敬してやまない、そしていつの間にか勝手に恋心を抱いてしまっている、宮廷占術師のルーク・グリフィスが。自分なんかを。愛……。

　そこまで考えて突然咳が出た。自由になる片手でシャンパンを飲みほした。

「『いつから』というご質問には答えられませんが……私が貴女を愛してやまないところはたくさんあります。まず、占術部屋に入ってくる時のねぼけた顔で、帽子をかける場所に上着をかけているところとか……薬草を触っている時のきらきらと興奮している目とか……『淑女たるもの！』と叫ぶところとか……」

　愛してやまないところに、全然可愛らしいところがないのですが。

「素直でまっすぐで、人を思う占いをする。貴女のすべてを愛しています」

　にこっと笑ってみせる。こっちはその笑顔とセリフだけで、体が蒸発するかと思うほど動揺しているというのに！

「貴女は？」

　子犬が首をかしげるようなしぐさで問うてくる。それは狡い。ロゼが犬のポーズの中でももっとも愛しいと思っているものだ。そして、いつもグレースがねだってくるものをあげてしまう。

「貴女は私を愛してくれませんか？」

「違っ……！　わたしはっ……！」

　何をどう返事して良いのかわからない。

　この、狡い嘘つきで子供っぽい顔をしながら国政の中枢にいる師匠に対して、何と言えば心を伝えることができるのだろう。

「……きです……」

　自分ですら自分の声が聞き取れない。

「え？」とルークはさっきよりももっと身を乗り出してきた。額が触れそうだ。

「わたしも……ルークさまが……。……好きです」

　多分、真っ赤な顔をしているに違いない。

　恥ずかしい、逃げたい。

　そんなことを考えて目をぎゅっと瞑っていると、唇に柔らかいものが当たった。きゅっと押しつけて、なごりおしげにもう一度軽く触れてくる。そっと目を開けるとそこに、ルークの伏せた長いまつげが見えた。そして唇が、唇で封じられている。
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　体中の力が抜けた。舌が、ロゼの唇の端を舐めて、ルークの顔が少しだけ離れた。

　また反射的に逃げようとして椅子を鳴らしたロゼは、手がテーブルに押さえこまれていることに気づいた。こんな時まで逃がしてくれないのか。恥ずかしさで顔は熱を持ったままだ。

「さっきからどこへ行こうとしているんです」

　平然と通常の声で言ってくる。

「は、恥ずかしくて！　ルークさまは恥ずかしいと思わないんですか？」

「どうして恥ずかしいのですか？」

　どうして、って……。

　またしてもくたりと椅子に背中を預けると、ルークは悪戯っ子のような笑みを見せて小さな声で言った。

「誰にも見られなければ、恥ずかしくないでしょう？」

　そう言って、ルークに手を引かれたまま、ロゼは夜会を後にした。







　誰にも見られない場所、それは。

（わたしのために用意された、わたしの部屋っ……！）

　ドレッサーにはビオラからもらった香油の瓶が、月の光に照らされて光っている。

　サファイア宮に入ってから、逃げ出さないよう横抱きにされて動けないロゼは、カーテンの開いた天蓋つきのベッドの上に、ガラス細工のように、そっと置かれた。

「あ、あの、わたし──」

　帰ります、と言おうとした唇の前に、ルークの人差し指が現れた。

「帰らせません。貴女を、私のものにするために」

「父がっ……心配しますのでっ……」

　立ち上がって、ドレスの上から上着をひっかけるも、膨らんだ袖が入らない。四苦八苦しているとルークに腰を持って運ばれた。またしてもベッドに置かれてしまう。

　片手でロゼの帽子と上着を取りながら、唇を重ねてくる。長い長い口づけ。その手はロゼの背後に回った。何をしているのかと思ったら、ドレスの背中にずらりと並んでいる小さなボタンを、一つ一つ外しているのだ。

　ロゼは慌てて唇を離そうとしたが、ルークにそれを封じられてしまった。腰のあたりまでボタンが外されて、やっと解放される。

「許して下さい、ルークさま……このままじゃ、わたし……」

　何です？　と返しながらルークはイヤリングを外して、耳朶にも唇を寄せた。

「──一糸まとわぬ姿になってしまう？」

「！」

　自分が言おうとして言えなかった言葉をルークはやすやすと口にする。首筋に幾つかの口づけを受けながら、体が火照ってくるのを感じた。同時に、小刻みに震えている。ロゼのドレス、パニエ、と器用に脱がしながら「そうなりますね」といつもとは違う声色で言ってくる。だんだんと素肌が見えるようになって、シルクの下着がちらちらと視界に入るようになった。

　──当たり前じゃない。素敵なドレスを着て、中がレースの一つもついてない白い下着なんて興ざめだわ。

　──（そんなことで誰が興ざめになるんだ……）

　夜会の前に着替えさせてくれた『薔薇を愛でる会』の桃色ドレスが笑いながら、そう言っていた。ルークの手が、シルクに浮かんだ光の線をなぞっている。

（『ルークさまが』興ざめするんだ……ということは桃色ドレスたちはこうなることを予想して……？）

「何を考えているんです？」

　首筋から降りていた赤い舌を見せて、ルークは胸元のリボンを解いた。

「私以外のことを考えることを禁じます」

　リボンを解いた手が、ロゼの額を撫でた。

「ひゃんっ……」

　知らず、ひくっと引いてしまうロゼ。いつもカードを触っている時に触れる手とは、明らかに違う、熱を持った大きな手。

（やだ。変な声出た）

　両手で口元を隠すと、それも大きな手が取り去った。

「顔、見ていたいので」

　そして唇が胸元に戻っていく。リボンの外された胸元に、唇を這わせてくる。くすぐったい。

　それだけでも十分恥ずかしいのに、ルークの舌はロゼの胸の尖りに執拗に触れてくる。時々、ルークの唇が作る水音が、ロゼの耳に入ってきてくすぐっていった。

「あ……そこ、やめてくだ……」

「だめです」

　即答で返ってくる言葉に、下腹がきゅんと縮んだ気がした。舌と指に触れられる中、どうにかルークの舌から逃げようと、体をよじった。それなのに今度はわき腹をするりと撫でられて、ロゼはひくりと体を震わせた。

「だ、だめっ……」

「どうしてですか……？」

　押し返そうと伸ばした手が、ルークの肩口に当たった。いつの間に燕尾服を脱いでいたのか。大きな鎖骨と筋肉。女性の体とは全然違う。慌てたロゼに、ルークは「知りたいのですか、私の体を……」と言って、下腹部を守る下着しかつけていないロゼを引き寄せ、ぎゅっと抱きしめた。

　熱くて、がっしりした、逞しい体躯。

（この体を、引き離そうなんて自分が腕を伸ばしても、無理なんだわ……）

「貴女は小さくて愛らしい。どれほどこうしたかったか、わからないでしょう」

　下着の横から、ルークの指がするりと入ってきた。腕の中で、全身がびくりと跳ねた。

「やっ、そこは」

「逃げられませんよ……私からは……逃がしません」

　ルークの指がくちゅ、と音を立てた。知らない感覚に、ロゼはルークの腕にしがみついた。

「あ、あ……だめです、ルークさま……許して……」

　くちゅくちゅと水音は続いている。そこに、ルークの指があると思うだけで、ロゼは恥ずかしくて逃げ出したくなる。指そのものが生き物のように、だんだんとロゼの中を探るように入って、そして引いて。少しずつ体を開かされているような、そんな感覚に陥った。

「んっ……んぅ……」

　知らず、息もあがってきている。腰全体がぶるぶると震え、頭でルークの指の動きを追っている。

「可愛いロゼ。もっと声を聞かせて下さい。我慢しないで」

「はぁっ……も、お願い……やめ……」

　息も絶え絶えに言っているのに、ルークの指は止まらない。何かが後ろへと伝う感じがあった。あふれ出して、流れている。

「やめちゃうんですか？　こんなに……濡らしているのに」

　指を抜かれた瞬間、「ああっ」と大きな声が出た。入れられるのも恥ずかしいけど、抜かれる時の感覚はもっと甘い。ルークは目の前で、濡れた指に赤い舌を這わせた。さっきまで、ロゼの中にいた指を。

「やめて、恥ずかしい……そんなの、舐めないで……」

　唾液とも愛液ともつかない透明な糸を引くその指で、ルークはロゼの口元に触れた。長い口づけ。

（！）

　舌が、入ってくる。

「んんっ……」

　さっきまでロゼの愛液を舐めていた舌が、ロゼの舌を執拗に追う。捕まえられて、撫でられて、息ができない。歯列をなぞったルークの舌は、またロゼの唇をするりと抜けて、離れた。

　肩を動かしてしか、息ができない。顔は真っ赤になっているけれど、体のほうはどうなのだろう。ルークの目にはどう見えているんだろう。

　そんなことを心配していると、たった一枚、ロゼの体を守っていた下着から、ルークは器用にロゼの脚を抜いていった。

「やっ……それ……」

　ルークは静かにロゼをベッドに横たえた。自らの前をくつろがせながら、じっとロゼを見つめている。ロゼのほうからも、ルークが見える。月の光の逆光で、ルークがどんな顔をしているのかわからない。ただ、逞しい筋肉が月光によってわかった。いつもローブをまとっているルークとは違う。まるで別の人を見ているみたい。

　大きな手が下腹から胸を過ぎ、頬をなぞった。

「可愛いロゼ、可愛い……」

「ふぅ……ん……」

　おかしい。先ほどまでは頬や額などに触れられていても何も感じなかったのに。知らないうちに顔もロゼの意思とは無関係に、触れられるとぞくぞくしてしまうようになっている。

　ロゼが頬に意識を向けている間に、膝を割られ、ルークが腰を入れてきた。逆光でよく見えない。ただ、それが大きく屹立しているのがわかった。いくら初心なロゼでもわかる。ルークはロゼの中に入ろうとしている。

　知らず、腰が引けて、ベッドヘッドのほうへ体を後退させてしまう。ロゼの細い腰をルークが捕まえてきて、また元の位置に戻した。

「言ったでしょう？　逃がさないと……」

　ルークはロゼの髪をすくいあげて、唇を押し当てた。そのうちの幾つかははらはらと零れ落ちてきたが、ルークの唇にはロゼの髪が残っている。本当に、普段のルークとはまるで違う。あんなにたおやかな人がこんな顔をして見下ろしてくるなんて。

　ロゼの濡れた秘所に、ルークがひたりと押し当ててくる。

「熱……い……」

　腰を捕まえられているのに、怖くて体をよじらせてしまう。顔を横にして気づいた。涙が止まらなくなって、その幾つかはこめかみを流れて、シーツに吸い込まれていった。

「……痛くはないですか……」

　うつ向いたままのルークが問う。蚊の鳴くような声で「……はい」と答えると、ずるっと体を押し開かれた。一瞬のことだ。目の前が真っ白になった。体が震える。

「まだ……ですよ。あと……まだ」

　ルークの声色がまた違う。切羽詰まったような、低い低い声。荒い息の音がする。腰を抱いていた両手で、ロゼの手を握ってくる。その手もとても熱かった。

「ロゼ……ちょっとだけ、我慢、です」

　え、と言う間もなく、ルークは勢い良く腰を入れてきた。

「うぁっ！」

　真っ白だった目の前が、少しずつ景色を映していく。まだ暗がりにはきらきらと光が舞い、ルークの逞しい体躯が間近に見える。膝ががくがく震える。

「何……これ、怖……い」

　ルークの手にぎゅっと力が入った。

「貴女は、とても……可愛いです。達いったんですか？　初めてなのに？」

　恥ずかしい。ルークは「ははっ……」と掠れた笑い声を漏らした。

「嬉しいです、ロゼ。達ってくれて。でも、まだ終わってません……」

　ず、と奥へ進んでくるのを感じた。それは、今までにない勢いで抜き差しを繰り返してくる。ルークの荒い息と、低い声。顔が見えない分、次に何が起こるのか見当もつかない。ただ揺らされて、最奥を突き動かされて、体が熱くてたまらない。それなのにロゼは下腹からじんわりと広がる愉悦に浸って、頭が止まってしまうように感じた。

「あ……はぁ……ロゼ……ロゼ」

　名前を呼ばれている。それが心の底から嬉しかった。ルークの手をぎゅっと握る。

「はっ、あっ、……好き……ルークさま……んぅ……」

　揺さぶられて言葉にならない。好き。それだけしか。
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　どれだけ波に翻弄されたのだろう。下腹に温かいものがはじけて、ルークが覆いかぶさってきた。

　片方だけ残っていたイヤリングに低く掠れた声が囁く。

「愛してます、ロゼ……もう誰にも見せな……い」

　子供みたいなことを言いながら、ころりと横に転がる。ロゼを腕の中にすっぽり抱えて。

「私だけのロゼです。もう誰にも見せません……誰かに取られるのは、絶対嫌です……」

　額に、頬に、無数の口づけをくれる。たくさん来すぎて、ロゼは目を瞑った。やがてそれが止んだと思って、そっと目を開けると、ルークはロゼを抱きかかえたままの格好で眠っていた。静かな寝息だけがロゼの耳に届いてくる。

「子供みたいです、ルークさま……」

　力のない手をのばして、ロゼはルークの青い髪を撫でた。







　翌日。目を覚ますといつもと景色が違うのに驚いて、目を見張った。

　隣で下衣だけのルークがロゼに腕枕をしながら、青い目でじっと見つめていた。

「おはようございます、ロゼ」

　青い目を細めて笑顔になる。

「おはようございます……ルークさま」

　ここは、侯爵邸の、自分の部屋……ではない。隣に半裸のルークがいて、自分は見たこともない寝衣を着て、これはいったい……ぽかんとしていると、ルークに鼻をつままれた。

「まさか忘れたとは言わせませんよ？　夜会の後、私たちはここに来て──」

「わああああ！　ちゃんと覚えてますっ！」

　言った途端、自分の顔が真っ赤になるのを感じた。いつものルークはここにいるのに、同時に夜のルークも思い出してしまう。そして、想像もしてなかった自分の甘い声も。

「わ、わたし、とりあえず帰りますっ……。……？」

　ベッドから降りて足を床に置いた形のまま、へなへなとその場に崩れてしまった。

　ルークが「仕方ありませんねぇ」と言いながら、ロゼを横抱きにして、またベッドに横たえ、上掛けをかけてくれる。

「昨晩、あんなに無茶をしたんです。貴女の体が耐えられなかったんでしょう。まぁ……私のせいでもあるんですけど」

　後半はちょっと顔を紅潮させながら言う。それを見るロゼも赤くなってしまう。

「貴女は『帰る帰る』とおっしゃいますが、もう帰さないことに決めました。貴女の部屋はここです」

「……は？」

　ルークの言っていることが本気でわからなかった。ぎしっとベッドに座って、大きな手でロゼの額を撫でてくる。

「貴女を誰にも見せないと言ったでしょう？」

「え、それって、かんき──」

　ロゼのセリフを最後まで聞かずに、ほらとルークは部屋の隅に積んである箱の群を指した。

「あれが、何ですか？」

「侯爵邸の貴女の荷物です。後で侍女に片付けさせます」

　当たり前のことを言うように、さらっとロゼの平凡な生活を総崩れにしていく。

「ちょ、ちょっと待って下さい。わたしにも生活というものがありま──」

「安心して下さい。ちゃんと侍女も呼んでありますから」

　そうじゃない！　叫びたくなるロゼの前に現れたのは、侯爵邸で働いていたリネットだった。

　侯爵邸にいた時と違って、きれいに髪を結い、臙脂色のドレスをまとっている。

「リネット……！」

「ロゼさま。またお仕えさせていただきますね」

　リネットがベッドに近づいてきて、反対にルークがするりと立ち上がって部屋を出ていった。

　半身を起こしたロゼを、リネットは抱きしめてくれた。





第四章




　侯爵邸から来てくれたリネットのおかげで、ロゼの体も回復し、部屋の中を歩けるようになった。今日は寝衣を脱いで、リネットに手伝ってもらって深い緑色のドレスに着替えている。侯爵邸から持ってきてもらった、ロゼが気に入っている服の一枚だ。

「髪はどうしましょう？　上に結いますか？」

「ううん、いつも通り、横を三つ編みにして、後ろで止めておいて……あ！」

　ドレッサーの端っこに置いていたビオラの魔法の香油を持って「これをつけてね」と言うのも忘れなかった。髪の後ろ側には、茶色と緑の花が飾られた髪飾りをつけてもらった。

　服も侯爵邸のお気に入りで髪飾りも大好きなものの一つ。唯一違うのは。

「……この部屋よね」

　ロゼはほう、とため息をついた。歩けるようになって初めて部屋をうろうろと点検して回ったのだが、部屋には扉が二つあった。一つはお馴染みの、廊下に通じる扉。『薔薇を愛でる会』の桃色ドレスたちと入ってきたのもこの扉からだった。そしてもう一つは。

　部屋の奥にある扉。なんだか悪い予感がして仕方がなかったのだが、意を決してノブに手をかけた。鍵はかかっていない……というか、ない。ロゼの薄桃色をベースにした部屋と違い、こっちは水色に近い青だった。

（聞かなくても誰の部屋かわかるってものよね）

　その部屋をじっと見ていて、ロゼは気がついた。この青い部屋の奥にももう一つ扉がある。

（あれはどこに続いているのかしら）

　こつこつと小さな靴音を鳴らして、片付いた青い部屋はなるべく見ないようにして、奥の扉を少しだけ開いた。と、ちょうど扉の前に立っていたらしいマリウスと目が合った。

「ロゼさ──」

　一瞬で扉を閉じた。青い部屋の向こう側は、いつもの占術部屋だったのだ。

　つまりロゼの部屋とルークの部屋と占術部屋は、扉を介して繋がっているのだった。

（青い部屋から出ていったら、まるでルークさまの部屋にいたみたいじゃない！）

　淑女としてありえないわ！　などと呟きつつ、自分の部屋へ戻ってきた。

「まぁまぁ、ロゼさま。グリフィスさまもロゼさまのことを思ってやっていらっしゃるんだと思いますよ」

　リネットが入れてくれる美味しそうなお茶の匂いに誘われて、ロゼはテーブルについた。リネットの入れてくれるお茶は侯爵邸を彷彿とさせる。

（ああ、ケーキを山ほど焼きたい。グレースにも会いたい）

　ティーカップを口につけながら、ふと部屋の隅に山積みになっている箱群に目がいった。

「あら？　リネット、侯爵邸から持ってきた荷物の整理、まだだったの？」

　それなのによくロゼのお気に入りの服を出せたな、と思っていると「いいえ」とリネットが返した。

「全部片づけましたよ。その箱はその、グリフィスさまからロゼさまへの贈り物です」

　お茶を吹きそうになった。

　こんなに？　全部ルークからのプレゼント？

「愛されておいでですねぇ、ロゼさまったら」

『誰にも見せたくない』って言ってなかった？

　あの夜。考え出したらまた顔が熱を持ってきた。

（可愛いとかっ……歯の浮くようなことばっかり言って、監禁して、プレゼントでなんて、わたしは誤魔化されないわよ。だってわたしは婚約者なんかじゃないし……）

　あの夜会の夜。ルークとそんなことになってしまったのはどうしてだろう。ルークが散々甘い言葉を投げてきたから？　自分が恋心を抱いていたから？　一晩でもルークと一緒にいられれば良いだなんて思ったの？

「もう、文句言って、早く家に帰してもらう！」

「なぜ侯爵邸にお戻りになるんです？」

　リネットがきょとんとした顔をして問うた。

「え、だって、なんで？　自分の家に帰るのに、理由なんている？」

「だってロゼさまは、グリフィスさまのご婚約者なのでしょう？」

　それは夜会だけの取り繕いで、ルークの嘘だ。それがどうしてリネットの耳に入るまでに至っているのか。

　突然、青色の部屋と薄桃色の部屋をつなぐ扉が、すごい勢いで開かれた。いつもの、ローブ姿のルークだった。思わず目をそらしてしまう。

「ロゼ！　動けるようになったんですね、良かった」

「あ、ありがとうございます」

　リネットがルークの分のお茶を運んできてくれたからか、ルークは自然とロゼのそばに椅子を寄せた。ロゼが視線をそらして、少し冷めたお茶をちびちび飲んでいると、ルークがぬっと視界に現れた。

「どうして私の顔を見てくれないんですか？」

「いえ、その、別に」

　あんなことがあった後に、まともにルークの顔が見られないだけだ。

（それにわたしはルークさまの婚約者ってわけでもないのに、一夜を共にしてしまった）

　淑女にあるまじき行為だ。

　それでもルークを悪く思えない自分が腹立たしいし、自分をこの部屋に閉じ込めて帰してくれないルークにも、少しだけ腹を立てていた。だけどそれ以上に。

（ルークさまを好きって気持ちを変えられない）

　自分の心なのにどうして自由が利かないんだろう、そんなことを思っていると、ルークの手が、ロゼの手からティーカップをはずしてテーブルに置いた。そして、ロゼの両頬を掌ではさんで、ゆっくりと自分のほうへ向けた。

「な、何してるんですか」

　青い目がにこっと細くなる。

「ロゼ、やっと私を見てくれましたね。今日も可愛いです。緑が似合いますね」

「もうっ、本当に何してるんですか」

　恥ずかしい。ルークと目を合わせるのが恥ずかしい。両手が離されてすぐ、ロゼはティーカップを唇につけた。

「プレゼントは見ましたか？　貴女の気に入るものがあれば良いんですが」

「まだ……」

　では一緒に見ましょう、とルークはロゼの手を引いて立ち上がった。頼りのリネットがロゼに向かってにこっと笑顔を見せると、するりと控えの部屋へ入っていってしまう。

（リネット！　ルークさまと二人っきりにしないで！）

　さっきの箱群の前まで来ると、一番上に積んであった箱から、淡い赤のドレスを取り出した。裾がふわふわと揺れる、まるで蝶のような。

「素敵……」

「素敵でしょう。私は赤色も貴女の緑の目に似合うと思うんです」

　それから、とルークが別の箱を覗いている間に、ロゼは赤いふわふわのドレスの背中を見た。細かいリボンを一つ一つ結んで着る方式のドレスだ。

「これはどうです？　淡いミントグリーンのドレス。これも可愛らしいでしょう」

　あてて見せて下さい、と言われ少し顔の熱を上げながら、あてて見せる。ルークが「可愛い」と言うたびに顔の熱が上がってしまう。

　またルークが別の箱から靴を出している間に、ロゼはミントグリーンのドレスの背中を見た。こちらは細かいフックを一つずつかけて着るタイプ。

（つまり、全部自分では着たり脱いだりできないドレス）

　着るときはリネットが着せてくれるとしても。

　ちら、とルークの横顔を盗み見る。罪のない笑顔で、プレゼントの一つ一つを説明してくれている。

　夜会の夜、ルークが用意したドレスもそのタイプで、細かいボタンが背筋にそって並んでいた。そのせいでロゼは侯爵邸に帰れなかったのだ。

「ルークさま、この服全部、背中側が……」

「あれ？　バレました？」

　靴を置いて、そばに寄ってくる。

　耳元で「また私が一つ一つほどいてあげます」と囁いた。

　顔の赤みが、限界値にまで達した。持っていたドレスを振り回してルークにばしばしと当てる。

「もう！　もう！　どうしてルークさまはわたしの気持ちを振り回すようなことばっかり……！　要りません、こんなプレゼント！」

　知らずボロボロ涙がこぼれていた。一夜限りの相手なら、こんなに優しくしないでほしい。婚約者だなんて嘘を人に言わないでほしい。

「どうしたんです、急に泣いたりして」

　よしよし、とロゼの頭を撫でてくれる。今度は髪をぐしゃぐしゃにしないで優しく。

　泣いた目で見上げると、ルークはぐっと何かを堪えるような顔をした。

「……ルークさま？　ご気分でも悪くなってしまいましたか……その、わたしのせいで。ごめんなさい、ドレスを振り回したりして」

「いえ、貴女の泣き顔があまりに可愛いものですから、このまま抱きしめたいと思ってしまいまして。でもそうすると、貴女はもっと怒るんじゃないかという予感がしまして」

　そんなことを考えていたのか。もちろん怒る。

「あ！　こういうのはどうでしょう。町に貴女と出かけて、貴女が気に入ったものを買いましょう！」

「町に……？」

　そうです、と頷くルークを前に、ロゼの頭の中には二人の人物が浮かんでいた。

「アーロンさまとアメリアを誘いましょう！　気になっていたんです、夜会の後二人ばらばらにしてしまったから。わたしもアーロンさまにアメリアを紹介してそのままになってしまって心配していたんです。町に行くならちょうど良いじゃないですか！」

　ぱぁっと顔の明るくなるロゼに対してルークは「アーロンと、ですか？」と不機嫌になっていた。

「まぁ良いでしょう。貴女と出かけられるなら、アーロンが一緒でも譲歩しましょう。その代わり、貴女はちゃんと欲しいものを私に伝えて下さい。良いですね？」

「はいっ。ではリネットと一緒にアーロンさまを呼んできます」

　憮然とした表情のまま、ルークは「ええ」と頷いた。







　リネットがきちんとアーロンの部屋も知っていてくれたおかげで、ロゼは迷わずに来れた。が、帰りもリネットに案内してもらわないと、占術部屋には戻れないだろう。

（ふうん。アーロンさまもサファイア宮に住んでるんだ。ルークさまの旧友でいらっしゃるから？）

　ルークとアーロンの関係を深く聞いたことはなかったが、多少の興味はある。扉をノックすると結構待たされてから、亡霊のような顔をしたアーロンが現れた。

「あれ……ロゼ、どうして……あ！　今いつ頃？」

「お昼近くです。寝てたんですか？」

　ちょっと書き物を、と言うアーロンの前を、ロゼとリネットは通り過ぎ、中へ入った。小説を書いているというアーロンの部屋に、少し興味があった。

　壁一面の棚に、本がびっしり埋まっている。インクの匂い。テーブルには書き散らかした紙が散らばっている。ロゼはその一枚を拾い上げた。

「『花を見つめる少女の話（仮）』。ああ、官能小説以外も書いてる、って言ってらっしゃいましたもんね。このお話、わたしも読ませてほしいです」

　アーロンはぱたりと扉を閉めて、ゆっくり近づいてきた。

「これはロゼでもダメ。秘密で書いているんだから、タイトルも読んじゃダメ」

　ロゼの手からさっと紙が離れていく。背後に回ったアーロンの長い腕がさらっていってしまった。

「夜会の時、どうしてアメリアにちゃんと挨拶しなかったのですか？　せっかくわたしのお友達をご紹介したかったのに」

　わざと不満げに言うと、アーロンが「それは……」と語尾を濁した。ロゼはくる、とアーロンに振り返って視線を合わせた。薄茶の目が驚いて瞬いた。

「アメリアが『花を見つめる少女』だったからですね？」

「なっ……どうして、それを……あ！　占い師だから？　勝手に俺を占ったの？　酷い、ロゼ」

　勝手に占ったことは確かだけど、あの時はルークの言う通りにしただけだし、アメリアとは知り合いでも友達でもなかった。

「違います。色々偶然が出てきて、今それが繋がったって感じです」

「？　どういう意味、ロゼ」

　まだぼさぼさ頭に亡霊のような顔をしているアーロンを見てから、リネットを振り返った。

「リネット、お願い。アーロンさまを紳士にしてくれる？」

　かしこまりました、とリネットは言うやいなや、アーロンのクローゼットをひっかきまわし、アーロンの体に当てがいながら、着替える手伝いをし、髪をセットした。

「いかがでしょう、ロゼさま」

「寝不足の顔は仕方ないけど、いいわ。行きましょう、アーロンさま」

　アーロンの手首を持って、扉を開ける。リネットもその後を付いてきた。

「え？　え？　行くってどこに行くの、ロゼ」

「『花を見つめる少女』とデートです」

　にこっと笑うとアーロンは寝不足の顔を青くした。

「じょ、冗談だろう？　俺は彼女のことは遠くから見ているだけで──」

　ロゼの背後に視線をやって、アーロンはぴたりと言葉を止めた。ロゼが振り返ると、そこに外出着に着替えたルークと、薄い黄色にリボンのついたドレスを着たアメリアが立っていた。アメリアはロゼを見て、それからアーロンを見て、小さくお辞儀をした。

「クルスさまの外出のお供をさせていただけますか？」

　アーロンはロゼの耳元に囁いた。

「どうしてくれる。遠くじゃなくて、近くで見てしまったら手に入れたいと思ってしまったじゃないか」

　失敗したらロゼのせいだからな！　と続ける。

（アーロンさまも子供みたいなところがあるなぁ）

　そんなことを思っていると、ルークがすいとアーロンに何かを耳打ちした。

　フォワード……。

　尾行……。

　不穏な単語がロゼの耳に入ってくる。

（何かあったのかしら）

　短い会話の後、アーロンは笑みを浮かべてアメリアにお辞儀を返した。アーロンの腕にちょんと小さな手を乗せて、先に歩いて行きながら、アメリアはちらとロゼを振り返った。不安気な顔だ。途中でアーロンが何かを話しかけたようで、二人は前を歩いて行く。

（二人、上手くいくかしら）

『花を見つめる少女（仮）』か。アーロンはロマンチストだな、と思っていたら、控えていたマリウスが、ロゼの前に上着と帽子を差し出してきた。見たことのない服だ。

　ちら、とルークを見る。まだ不機嫌そうに視線を合わさない。

「ロゼが気に入ると良いんですが」

　どうやらプレゼントの中の一枚のようだ。薄茶の手触りの良い上着。今日の髪留めの色と相性が良い。早速着てみた。やっぱり思った通り、肌触りが良くて着やすい。

「ありがとうございます、ルークさま。とても気に入りました」

　一瞬ぱっと明るくなった顔も、すぐに「そうですか」と不機嫌になった。ロゼを置いて、アーロンの後をすたすた歩いていくルークの背中を見つつ、マリウスに「ルークさま、どうなさったの？」と耳打ちすると、マリウスは小さく「ロゼさまは鈍いですね」と呆れた顔をした。

「ルークさまはロゼさまと二人でお出かけになりたかったんじゃないですか？」

　思い返せばアーロンの名前を出した時に、ルークの機嫌が急降下した覚えが、少しだけ、ある。だとしても、今気づいても。

（二人きりで、は、わたしもとても嬉しい。でもごめんなさい、アメリアが気になるの）

　小走りに追いかけて、ルークの腕を取った。ルークと目を合わせてにこっとほほ笑みかけると、ぐっと詰まったような顔をした。

「今日だけですからね」

「はい」

　サファイア宮のたくさんある出口の一つから出ると、光がまぶしく映った。窓にそって植えられている青い花が揺れているのも、ロゼにとっては嬉しい光景だった。

（たまに外に出るのも良いわ）

　散歩を申し出ても、ルークは許してくれるだろう。ただし、ルークも付いてくるであろうことも想像できる。

　馬車は二つ用意して、一つにアーロンとアメリアを乗せ、もう一方にルークとロゼが乗った。最終的にアーロンとアメリアを二人きりにするための作戦の一つだ。

　馬車のステップを踏んで、中に座るとふわふわした布が座席に縫い付けてあった。座り心地が良い。隣にルークが座るとステッキを天井に向けて、軽く叩いた。それが合図だったのだろう、馬車は動きだす。

　同時に、アーロンとアメリアを乗せた馬車も出発したようだ。二人は馬車の中で、ちゃんと話ができているだろうか。できることなら、同じ馬車に乗って、ロゼが仲介役を買って出たい気持ちだ。

「ルークさま。どこへ向かってるんですか？」

「女性が喜びそうな店を考えています」

　廊下にいる時とは打ってかわって真面目な顔で言ってくる。アメリアのことを真面目に考え始めてくれたようだ。

　馬車を止めて、最初に着いたのは菓子店だった。ルークにはケーキを焼きまくる悪癖はまだ知られていないが、女性は菓子が好きだろう、というルークの提案だ。

　店内は明るく、色とりどりの菓子が並んでいて、ロゼとアメリアは目移りしてしまった。

「このキャンディ、瓶に入ってきらきらしていてとても可愛いわ」

　ロゼが言うとアメリアも「ほんとね」と窓にかざして見た。青空が透けて見える。角度を変えるとキャンディに反射してとても綺麗だ。

「アーロンさまも来て、ちょっとキャンディを覗いてみて下さい。とっても綺麗です」

　言いながら瓶をアメリアに渡す。

「え、ちょっ……ロゼったら」

　アメリアの慌てた顔を置いて、入れ替わりにルークに背中を小突かれたアーロンがアメリアに近づいていく。歩くのが普段より遅い。ロゼもアメリアに見られないように、背中をちょんと押した。

　アーロンとアメリアが瓶をかざしているのをちらちら見ていると、ルークが「スコーンは好きですか？」と聞いてくる。

「プレーンでもミルクでも……林檎も好きです」

　ルークはにこっと笑って「そうですか」と言った。サファイア宮を出て以来、初めての笑顔だ。

（でも、聞くだけ聞いて「そうですか」って何なのかしら）

「ルークさまは何がお好きですか？」

「私はどれでも好きですね。強いて言えば、プレーンでしょうか。何にでも合いますし。まぁ、結局どれでもお腹が満たされればそれで」

（味気ない！）

　男性ってこんなものかしら、と思っていると背後からアーロンの声が降ってきた。

「宝石を見に行ってみたいんだけど。どう思う？　ロゼ」

「そうですねぇ……」

　実のところ、アメリアが宝石が好きかどうか、ロゼは知らない。それでも会うたび、控えめでもカラフルな石のペンダントをしていることが多い。うーん、と考えながらも提案してみる。

「小さめで、それでいて色がはっきりしているものが良いと思います」

　アーロンは笑って頷いた。

「よし。じゃあ店に行こう」

　聞くだけ聞いて、踵を返し、アーロンはアメリアを誘いに行った。

「……結構、やる気出てきたんじゃないですか？」

「そうですねぇ」とルークがのんびりした口調で同意した。恥ずかしがり屋のアーロンと、控えめなアメリアを繋ぐのは至難の業だと思っていた。当人がやる気になってくれたのなら、ありがたい。

「じゃあ、この辺りで私たちは別行動──」

「ルークさま。まだ早いです」

　眉根を寄せて、ふう、とため息をつく。馬車で宝石店に行く途中も、不機嫌そうに、「ロゼは二人に対して、ちょっと過保護なんじゃないですか？」などと言う。

　ルークのむすっとした顔を見ている間に、宝石店に着いた。もう一つの馬車から、アメリアが降りているのが見える。ロゼの顔を見ると、石畳の道を慌てたように走って近づいてきた。

「アーロンさまがわたしに好きな宝石を買って下さるとおっしゃるの。どうしよう、ロゼ」

「どうしよう、って……いただいたら良いと思うわ」

「図々しいと思われないかしら？」

　馬車から降りたアーロンがこっちを見ている。

「ほら、行ってアメリア。わたしたちも店に入るから」

　うん、とだけ言って、アメリアはアーロンのほうへと走っていった。背後に立つルークがロゼに向かってぼそっと言った。

「『いただいたら良いと思うわ』ですか」

「何、からんできてるんですか」

「私からのプレゼントもいただいてほしいものですけどね」

（あっ……。で、でも今はアメリアが先だから……）

　二人の仲介をするよりも、子供みたいに拗ねているルークを相手するほうが、実は至難の業なのかもしれない。ロゼの手をぐいぐい引いて店に入っていく。

　アーロンとアメリアはすでに幾つか宝石を出してもらっていた。言った通り、小さな石のカラフルなものを選んで並べてもらっている。

（良かった。アメリアも嬉しそう）

　そしてアメリアが選んでいるのを見ているアーロンも笑顔だった。残る不機嫌は一人だけ。

（絶対にルークさまが一番面倒くさい！）

　二人で行こうという話になっていたのを覆してしまったことには悪いと思っているけれど、二人を応援しようと決めたのだから、ルークにも協力してほしい。

　アメリアがアーロンに小さなペンダントを着けてもらっている。良かった。無事、決まったようだ。鏡を覗きこんで、嬉しそうな顔をしているアメリアを見ると、誘って良かったという気持ちになる。遠目で眺めているとアメリアと目が合った。速足で近づいてくる。

「ロゼ、見て。綺麗。とても嬉しいわ」

「うん、とっても似合ってるわ」

「アメリア嬢にぴったりです」

　背後から笑顔のルークがそう言った。アメリアは顔を赤らめて「グリフィスさままでそうおっしゃって下さるなら」とほほ笑んだ。アメリアがまた速足でアーロンのもとに帰っていく。

「ルークさま？　……ご機嫌が直ったのですか？」

　聞くと渋い顔に戻ってしまう。

「仕方ありません。貴女の望みがアーロンとアメリア嬢を仲良くさせることなら、サファイア宮を出る前にも言いましたが譲歩しましょう。その代わり──」

　その代わり？　おずおずとルークを見上げる。

「二人になったら貴女が欲しいものを全部言ってもらいますから」

「……はい」

　唐突にプレゼントの山が届くよりは良い、という計画のデートだったのをロゼは思い出した。ここまでの店ではまだ欲しいものを言っていない。

　三軒目は洋装店だった。

　こちらも菓子店に負けず、色が散ったかのように、華やかなドレスが並んでいる。ロゼは灰色主義だったが、ルークに夜会に連れて行ってもらって以来、他の色のドレスも綺麗だと思うようになっていた。

　アーロンとアメリアはもう二人で店を散策している。

（これから先は自然に仲良くなるかな）

　二人をそっとしておいて、ロゼも気晴らしに店の中を歩き回った。

（他のご令嬢の中で、この色に別の色の髪飾りとネックレスを着けてらして、綺麗って思ったことがあったわね）

　夜会がもうずっと前のことだったように思える。あれはルークが見せてくれた魔法だ。

「何か欲しいものは見つかりましたか？」

　驚いて振り返ると、笑顔のルークが背後に立っていた。

「い、いえ別に。見ていただけです」

「アーロンにはアメリア嬢にプレゼントさせておいて、私には手ぶらで帰れと言うんですか、ロゼ」

　また憮然とした表情になってから、小さく咳をして見せた。

「二人になったら、貴女は欲しいものをどっさり言ってくれる約束ですし、また菓子店や、宝石店を見に行っても良いわけですし」

（困った人だなぁ、もう）

　嬉しいより先に、それが出てしまう。嬉しい。確かに嬉しいのだけれど。

（疲れる！）

　ルークとのやり取りにどっと疲れを感じていると、アメリアが速足で近づいてきて、ロゼに向かって笑顔を見せた。

「アメリア。気に入ったドレスあった？　この際だから、アーロンさまにたくさん買っていただいたほうが良いんじゃない？」

　冗談めかしてそう言うと、アメリアは呆れた顔をして「ロゼったら」と小さく笑った。

「ここではわたし、見せていただくだけで十分だわ。宝石を買っていただいたんだし。何よりご一緒できることが嬉しいの。ありがとう、ロゼ」

（『ご一緒できることが嬉しい』……）

　普段、ルークのほうが積極的にくっついてくるから、一緒にいるのが当たり前になってしまっているのに気づかされた。

（そうか。本当は一緒にいられるだけで、幸せなものなんだな）

「ロゼはまだドレスを見る？　わたしはもう十分なんだけど」

「わたしは次に行って良いよ。お茶でも飲んで、休憩しましょうか」

　素敵ね！　と残してアメリアはパタパタとアーロンの元へまた足早に歩いて行った。アーロンにお茶を飲みに行くことを伝えているようだ。ルークとロゼも合流して、店の玄関に四人集まって、出ようとした時、一番前にいたルークが足を止めた。

「ちょっと下がって下さい」

「？」

　どうしたの？　と聞きたかったけれど、ルークには聞けない空気があった。後ろからアーロンに腕を引かれて、二、三歩後ろに下がった。アメリアも同じように、アーロンの後ろへと押しやられている。

（何？　何なの？）

　玄関のガラス戸をしばらく見ていたルークはややあって、ほほ笑みながら振り返った。

「良いでしょう。行きましょうか」

（何だったんだろう）と思いながら、ルークに頷いて店を出た。気になるけど、聞けない雰囲気だ。

　石畳の歩道、ずらりと並ぶ店に馬車の行き来する大きな道。そこをたくさんの人たちがせわしく歩いている。

　普段、町に出ることが少ないロゼでも、そこにおかしな点は見受けられなかった。

　だが、玄関でガラス戸を見ていたルークは明らかに何かを警戒しているような顔だった。

（何を？）

　アーロンは先にアメリアを馬車に乗せ、ルークと立ち話をしている。表情は二人とも辺りを窺うような、何か用心しているような。馬車に乗らずに、じっと二人を見ていると小さな声がこぼれて聞こえてくる。

　──尾行……。

（『尾行』？）

　また、その不穏な言葉だ。ルークが目ざとく、ロゼの視線を読んだように振り返った。笑顔を作って、馬車へ戻ってくる。アーロンもアメリアのいる馬車に乗り込んでいくのが目に入る。

「どうかしたのですか？」

　ロゼの手を取って馬車に乗せ、自らも席につくと、「いいえ、何でも」とルークは軽く流した。

「それより朗報です。アーロンはアメリアと二人で別行動を取りたいそうです」

「えっ、お茶は？」

「お茶は私と二人でいただきましょう。では」

　にこにこしたルークが馬車の天井をステッキで叩く。窓からちらっと覗くと、アーロンとアメリアを乗せた馬車が別の方向へ走り出すのが見えた。

　──フォワード団長のことですが。今後絶対に近づかないで下さい。約束です。名前も教えてはいけません。

　夜会の時にそう言われたのを思い出した。もし尾行されていたとしたら、フォワード団長がそうさせたのだろうか。それとも別の？　宮廷占術師が恨みを買う、そんなことがあるのだろうか。馬車を別々に走らせたのも、尾行を攪乱するため？

　……ルークが何も言わないということは、ロゼには知らせたくない情報だということなのだろう。こちらからも聞けなかった。







　天気が良いというのに、テラスではなく店の中に入ろうと言うルークに付いて、席についた。早速運んできてもらったお茶に口をつけていると、笑顔のルークが「疲れましたか？」と問うてきた。

　疲れた。ルークの機嫌を直すのに奔走していたことが、本当に疲れた。

「いいえ？」

　こちらもにこっと返しておく。

「それより、焼き菓子もケーキも食べないのですか？」

　ロゼが問うと、ルークははい、と頷いた。何か急いでいるように見える。

　お茶を飲み終わったタイミングで、ルークがもう席を立ちながら言った。

「さて、次はどこに行きましょうか？　貴女の欲しいものをたくさん言ってもらいますよ、ロゼ」

　そうだ。これがルークが本当にしたかったこと。

「……本当に、欲しいものを見に行って良いんですか？」

「もちろんです。貴女の行きたい店ならどこでもお連れします」

　店を出ると、ルークに背中を押されるようにして、ロゼは馬車に乗り込んだ。







　ロゼが行きたかった店。それは術師に必要なものを売っている店。カード、石、ペンダント、本……ごっそりと会計に出して、ロゼは満足だった。

　ルークは首をかしげながら頭を掻いている。自分でも確かに思う。まったく女性的ではない買い物だ。

（だけど、ドレスや宝石よりも、わたしはこっちが好き）

「次はルークさまが扱っている薬草のお店に行きたいです！」

「薬草……ですか？　良いでしょう」と頷いた。

　薬草店。そこでもロゼは活き活きしながら、ルークと店主の勧める薬草を両手に持ちきれないほど買った。

「どうするんです、そんなもの」

　馬車の座席にすわって、ルークは目を丸くして、ロゼを見た。荷物は御者が全部後方に置いてくれたので助かった。

「もちろん！　ルークさまに教えてもらいながら、わたしも薬の調合を勉強するためです！」

「……貴女という人は」

　呆れた顔をして、ルークはくすくす笑った。

「ルークさま、薬草店や占術店に行ったお礼として、わたしがケーキをごちそうします！」

　ルークは明らかに驚いている表情を見せた。

「ケーキ？　貴女が？　ケーキを作れるんですか？」

「もちろんです。淑女のたしなみです。えっと、お口に合うかどうかはわかりませんけど」

　ケーキ作りは淑女のたしなみとは違うような気がしますが、と言うルークの謎めいた思いをよそに、馬車はサファイア宮へと走っていた。

　出た時は昼頃だったのに、もう日が暮れている。

「貴女は本当に、びっくり箱のような方です」

　ルークはにこっと笑ってから、ロゼの腰を引き寄せた。頬に軽くキスをくれた。

　──ご一緒できることが嬉しい。

　アメリアの言った言葉が心に浮かんだ。ルークの唇は頬からこめかみにうつって、唇をふさいでくる。お茶の味がする、優しい舌がロゼの唇に軽く触れていった。

（『ご一緒できることが嬉しい』）

　アメリアが言った言葉がまた浮かんだ。

（本当ね。貴女の言うとおりだわ）

　馬車はサファイア宮に着いた。

　その後、約束どおり、ロゼは厨房で料理人たちに驚かれながら、ルークのためのケーキを焼いた。今夜は一つだけにとどめた。







　数日後。またしてもロゼの部屋に箱が山積みになっていた。もちろんリネットの責ではない。

　部屋から一度廊下に出て、青い扉をノックする。ひょっこり顔を出したマリウスが「どうしたんです？　部屋から渡っていらっしゃれば良いのに」と不思議そうな顔をして、どうぞ、と中へ通してくれた。ルークは作業台に向かって立っていた。

「ああ、ロゼ。貴女が先日求めた薬草の下準備を今、していたところなんですよ」

　自分がするべき仕事をしてくれていたルークに文句を言うことはためらわれる。しかし。

「ルークさま、あのわたしの部屋にある箱は何なんです！」

「あれ？　気に入りませんでしたか？　おかしいですね」

「おかしいとは？」

　ルークはロゼの手をつなぎ、ずいずいと部屋の奥へと歩いて行った。手から、つんとした薬草の匂いがする。ルークは平然と占術部屋の奥にある扉を開き、ルークの部屋を通り過ぎた。

「あ、この部屋は私の部屋ですが、貴女がいつ来られても構いません。貴女の部屋と私の部屋を繋ぐ扉に鍵はついていませんから」

　どうぞご自由に、と続けて歩く。

「え、鍵がついていないのって元から？」

　そうですよ、と振り返ってルークが笑う。

「婚約者の部屋に入るのに、断りは必要ありませんからね」

（その！　婚約者っていうの、嘘じゃないの！　何長引かしてるの！）

　ルークの部屋からロゼの部屋へ続く扉をあっさり開いて、リネットが驚いていた。ルークはためらいなく箱に近づいていく。蓋を開けるとまず最初に出てきたのは、瓶に入ったキャンディだった。それに、林檎のスコーン。

「これ……わたしがアメリアと店で見ていた……」

「そうです。後の物もそうですよ。貴女が見ていたドレス、貴女が見ていた宝石に靴、貴女が見ていた──」

　ルークの説明は延々と続きそうだった。ルークの話によれば、この箱の中身たちは。

（デートの時にわたしが見たすべてのもの！）

　頭が痛くなってきた。

「良いですか、ルークさま……この間買っていただいた薬草のように、わたしは欲しいものはちゃんと自分で選んで、自分で買いますから、このような先回りは必要ないのです……」

「これもお気に召しませんでしたか？」

　くすん、とグレースがよく見せるような悲しい顔をして見せる。グレースと似た所作には全部弱いロゼはじっとルークの顔を見て、袖口にちょんと指を置いた。本当ならグレースと同じように頭をよしよししてあげたいところだが、青い髪に触れるにはルークは背が高すぎた。

「あの……気に入ってます。でもプレゼントは今後──」

「でしょう！　貴女が気に入って見ていたものを買ったんです。気に入ってもらえると思いました！」

　ルークは薬草の匂いをかもしだす手でロゼの手を握った。

「今後も出かけるたび、貴女のお気に入りを探すことにしましょう！」

（え。それはちょっと困るんだけど）

　クローゼットはもう一杯だ。この様子を見ていたリネットが部屋の隅でくすくす笑っている。

（笑ってないで助けて！）

「では、薬草の下準備について、貴女に教えておきましょう」

　突然師匠の顔になったルークに手を引かれて、ロゼは占術部屋に戻った。もちろん、ルークの青い部屋を抜けて。

　その時だった。扉がノックもなしに開かれて、アメリアが飛び込んできたのだ。薬草臭いロゼに構わず、その胸元に柔らかい頬を押し付けた。

「どうしたの、アメリア。泣いてるの？」

「ロゼ、わたし、知ってしまったの」

　ロゼの胸元から顔を上げて、アメリアはぐすぐす鼻をならしながら、涙をハンカチで拭った。青い目がロゼを見上げてくる。

「アーロンさまが『薔薇を愛でる会』の中心人物だったことを！」

　それか、とロゼと同じようにルークも思っただろう。

　知らなかったアメリアにとっては、ショックだったのだろう。官能小説を書き、ご令嬢方の人気を得、いつも桃色ドレスに囲まれているアーロンは軽薄に映ったに違いない。

（最初、わたしもそう思ったけど）

　だが、アーロンが密かに書いている小説『花を見つめる少女（仮）』を見たり、デートの時のアメリアに対する接し方を見たりしていると、その認識が誤りだったことに気づく。

「それは誤解よ、アメリア。確かにアーロンはいつも『薔薇を愛でる会』に囲まれているし、桃色ドレスの皆さんにも人気だし、初めて会った婦人を口説くような軽薄そのものに見えるけど、実のところは──」

「初めて会った婦人を口説くですって？」

　ショックの倍増したアメリアがハンカチから顔を上げてロゼを見た。しまった。全然フォローになっていない。

　開けっ放しになった扉の端がこんこんとノックされる。アメリアから顔を上げると、アーロンが憮然とした顔で、そこに立っていた。

「最低な男が現れましたね」

　ルークがにやついた笑顔で言った。

「ロゼ。それ以上、俺を最低な男にしないでほしいんだけど」

　アーロンはまだ鼻を鳴らしているアメリアの手に、一冊にまとめた本を手渡した。タイトルは『花を見つめる少女』だ。

（（仮）の時のまま、そのままタイトルにしたのね）

　アメリアはその場で本をぱらぱらとめくって、少しだけ読んだようだった。

「これは……わたしの……お話？　まさか」

　アーロンは吃驚したアメリアの前に片膝をついた。

「アメリア・ミッチェル嬢。俺……いや私と、結婚を前提にお付き合いいただけませんか」

　アメリアは止まっていた涙をまたぽろぽろと流して「喜んでお受けいたしますわ」と言って、膝をついたままのアーロンの肩を抱きしめた。





第五章




　ルークには何も言わずに、マリウスだけを供に出てきた。ルークと出かけると見たものすべてがプレゼントに変身してしまうからだ。

（ああ、気楽！）

　大好きなルークと一緒にいたい気持ちは勿論大きいが、始終一緒にいて守られた生活をしていると、少し一人になりたい時もある。それに、厳密に言えばマリウスを連れているのだから一人というわけでもない。

「後でルークさまにこっぴどく叱られますよ、ロゼさま」

　マリウスのそんな心配をよそに、ロゼはショーウィンドーをのぞき込んでいた。

「ね、マリウス。アーロンとアメリアのお祝い、何が良いと思う？」

「紙とインクですかね」

　マリウスは興味なさげに言う。

「それじゃアーロンしか楽しくないし、アメリアが不機嫌になっちゃうじゃない。二人で楽しめるものよ」

　もっと真剣に、と言うと、マリウスは「花とか」と言うので、名案だと花店に向かう。

　色とりどりの花を目の前に、店主と話すのは楽しい。あれとこれと、と色合いを選んで注文をしていると、店の前で待っていたマリウスが、突然袖を引いてきた。

「ロゼさま。帰りましょう」

　焦ったように言うマリウスに、ロゼは目を瞬かせた。

「どうして？　今選んでもらっている途中よ？」

　ロゼがそう言っているのも聞かず、マリウスは店主に金を渡すと、裏口を開かせた。

「ロゼさま。お手を」

　マリウスの手を取って、店主に振り返ると、「お早く」とだけ言った。

（何かあった？）

　マリウスが裏路地を選んでサファイア宮に向かって走るのを、必死で追いかける。脚にまとわりつくドレスの裾が邪魔だ。

（町にはこんな道もあるのね。まるで迷路みたい）

　表通りの整った石畳の道しか知らないロゼは、薄暗い、足元に水たまりのある狭い裏路地を駆けながらそんなことを思った。路地を抜けて、視界にぶわっと青空が広がった時、マリウスの足が止まった。

　馬に乗った騎士が三人、ロゼを取り囲んだ。フードをかぶっていて、顔は見えない。こんな街中に馬で現れたら人目につくというのに、動じている様子はまったくない。

「ロゼさま、周り……」

　マリウスに言われて周りを見渡すと、この付近には誰もいなかった。つまり、騎士はこの三人だけではない。人の通りを阻んでいる騎士が他にもいるということだ。

「ロゼ・フローレス嬢。お迎えにまいりました」

　どう考えても、ルークの迎えじゃないことは確か。マリウスの手をぎゅっと握った。

「逃げる」

　ええ？　と頓狂な声を上げるマリウスの手を引いて、馬と馬の間をすり抜けようとした時だった。目の前に短槍が現れて、ロゼの逃走路を封鎖した。その短槍の下をくぐろうとしていると、今度はもう一本、縦に短槍をずだん！　と突き立てられた。槍の先は尖っていて、地に刺さっている。刃の片側に青空が映っている。

「小姓はどうする」

「始末するか」

　低い声が聞こえて、ロゼはマリウスの腕を取った。判断する時間は一瞬しかなかった。

　マリウスを自由にして、助けを呼んでもらったほうが良いかもしれないと思ったが、この手を離したらマリウスが殺されるかもしれない。ついて行っても、その場で殺されるかもしれない。

「僕もついて行くことをお許し下さい。ただの小姓です。お嬢さまをこれ以上怖がらせたくありません」

　いてもいなくてもいい。その判断で落ちついたようで、マリウスも連れて行かれることになった。

　ロゼとマリウスはそれぞれ馬に乗せられ、腕に騎士の鎧を感じていた。フードの下に鎧を着ているようだ。

（本当に騎士なのかしら。ただの盗賊なのかも）

　それにしては皆そろいのフードをかぶり、そろいの短槍を持っている。盗賊は死体から武具を盗んで使うから、そろいになるわけはない。

（統率する者がいるんだわ）

　しばらく行くとロゼとマリウスは目隠しをされた。行く先をわからないようにするためだろう。さらに、万が一にも馬から落ちないように、後ろの騎士ががっちり抱えているということは「無傷のまま連れて来い」とでも言われているに違いない。

　馬の走る長さで王宮から離れつつあることがわかる。時間も長く感じる。最初の整備された石畳から、土の上を走るようになったのは揺れでわかる。かさかさと木の葉を踏みしめる音がする。

　やがて、ロゼを乗せた馬は止まった。目隠しをされたまま、馬から引き下ろされると、今度は横抱きにされて、どこかへ進んでいる。ロゼを運んでいる相手は無言で、腕に当たる感覚ではやはり鎧を着ているようだ。

「やめて！　離して！　わたしを帰しなさい！」

　腕の中でもがいてもびくともせず、顔に爪を立てようとするも、兜でおおわれていた。

（ここまで準備をしてわたしを攫う理由って何……）

　そこまで考えて、はっとデートの日にあったことを思い出した。洋装店を出ようとした時に、ルークがすぐに出るのをためらったこと。アーロンとの会話の中に『尾行』という不穏な単語が存在したこと。

（もしかして、これと関係あるの……？）

　階段の音。踊り場の数を数えると、おそらく二階に連れて行かれた。階段を、右に曲がった……。二階のどの部屋かはわからないが歩いていた方向の右側の部屋に入れられた。かしゃん、と音がして鍵をかけられた感覚があった。

　ロゼは目隠しをむしり取ると、床に投げつけ、扉のノブを回した。やっぱり鍵がかけられている。振り返ってマリウスを見た。マリウスも部屋を見回している。

「ごめんなさい、マリウス。貴方を巻き込んでしまって」

　視線をロゼに合わせて「良いんです」と短く返してきた。

「あそこで残されていても、多分始末されたでしょうから。こうして生きているのはロゼさまのおかげです」

　それに、と続く。

「ロゼさまを一人にしたら、どんな無茶をなさるかわからないと思ったものですから」

「無茶なんかしてないじゃない」

「槍を持った騎士三人を前に『逃げる』っておっしゃいましたよね？　無理でしょう、普通」

　言いながら、マリウスは部屋の奥にある窓から外を見つめていた。

「この高さ、僕だけなら逃げられるんですが。ロゼさまが目的のようだし、僕だけ逃げても意味なさそうですよね」

「多分、そうよね。あ、こういうのはどう？　マリウスが先に逃げて助けを呼ぶ」

「その間にロゼさま、殺されてるかもしれないですよ」

　あっさりと物騒なことを言うマリウスを前に、ロゼはぶるっと震えた。

「脅かさないで」

「助けを呼びに行くってのも、無理ですよ。馬でどれだけ走ってきたと思ってるんです？　昼間に捕まえられて、今は夕方です。それだけの距離があるってことですよ」

「マリウスって賢いわねぇ」と言いながら、ロゼはご丁寧にも用意してあったベッドの上のシーツを歯で挟んで割いた。そして、その端同士を固く結び、最後に残った端をベッドの足に括り付けた。引っ張って強度を確かめる。

「ロゼさま……何をなさるおつもりなんですか？」

　部屋全体を見渡すと、狭くはあるものの生活に苦労しそうな部屋ではない。クローゼットを開くと簡単な着替えの他に、寝衣も湯着も用意されている。それらは一人分だ。マリウスが付いてくることは想定外だったのだろう。

　部屋の様子を見るに、攫ってきたロゼを痛めつけるつもりはないらしい。

「ロゼさま。このシーツは何です？　まさか窓から飛び降りようっていうおつもりじゃないでしょうね？」

「そのつもりだけど。二階なら飛び降りても死なないと思うわ」

「なぜ二階だと？　窓も見ていないのによくわかりましたね。でも、たとえ無事に降りても逃げるのは無理みたいです。見て下さいよ、ほら」

　マリウスに言われてカーテン越しに外を見ると、フードをかぶって立っている騎士が、そこら中にいた。「建物の警備がいるんですよ」とマリウスが怒った調子で言った。

「あ、そうだ。もうじき夜になるし、闇に紛れて出て行けば良いのよ！」

　ぽん、と手を叩いて見せるとマリウスが「多分、松明が焚かれると思いますよ？」と呆れたように返してきた。

　扉がノックされた。攫ってきた相手の部屋をノックするなんて変だと思っていると、向こう側で金属音が鳴って、鍵が開いた音がした。入ってきたのは外を見張っている騎士と同じ、フードをかぶった男だ。その男がすい、と片膝をついた。

「？」

「ロゼ・フローレス嬢。手荒な真似をしたことは、深くお詫び申し上げます」

　そう言いながら、男はフードを取った。見覚えのある顔だが。

「誰？」

　男がうつむいてしまった隙に、横からマリウスが「レオン・フォワード団長ですよ」と耳打ちしてきた。

　──フォワード団長のことですが、今後絶対に近づかないで下さい。約束です。名前も教えてはいけません。

　──……尾行……。

（ああ）

　思い出した。夜会でダンスを踊っていた時に、ルークが耳打ちしてきた。顔も見たことがある。名前だけが耳に残って、すっかり顔を忘れていた。

　この男がレオン・フォワード。

　絶対に近づかないで下さい、とルークに忠告を受けていたのに、攫われてしまった。

　フォワードの目的がロゼ自身でないことはわかる。ということは。

（ルークさまを、おびき寄せるため）

　ロゼは改めて自分の失態に苛まれた。ルークの婚約者と噂され、ルークに一番近しいのは自分。そのロゼが一番餌にされやすいのは考えればわかることだった。もしかすると、洋装店で尾行されていたのも、ルーク本人ではなく、ロゼのほうだったのかもしれない。

「フォワード卿。貴方の目的は何なのです？」

　片膝をついていたフォワードが、音もなく立ち上がった。

「国政の不安分子を取り除くためですよ。貴女はしばらく、おとなしくこの部屋にいらして下さい。危害を加えるつもりはありません。私は別室におりますので逃げようとしてもすぐにわかります、どうかおとなしくしていて下さい」

　言うだけ言うと、さっさと部屋を去っていった。また金属音を鳴らして、靴音を響かせていくのが聞こえる。遠ざかる音が長い。この部屋とフォワードの部屋が離れていることを意味していた。

　ロゼはその扉の前から動けずに言った。

「マリウス。わたし、お父さまから、誰か大事な人の足手まといになるなら死を選べ、と習ったことがあるの」

「それは激しい淑女のたしなみですね」

　いつものロゼの口癖を茶化すように、しかし真面目な声色でマリウスは言った。

「でもわたし、心の中でお父さまに反論していたの。『生まれたら生きるのが当然でしょう』って」

「そりゃそうでしょうね」

「だから、ルークさまが来る前に逃げるわ」

　どうやっ……「て」を聞く前に、ロゼは扉の前に倒れた。

「お腹が痛い！　助けて！　この扉を開けて！」

「ええ……そんなことで開きますか？」

　呆れたようなマリウスに「ほら、介抱しているふりをするのよ」と足を軽く蹴とばした。

「ロゼさまを助けて下さい！　誰か薬を！」

「痛い！　誰か助けて！」

　扉の向こうでばたばたと足音が近づいてくる音がする。かしゃん、と金属音がして、騎士の一人が入ってきた。

「ロゼ嬢の具合が悪いようだ。すぐに薬を持って来い。おい、小姓。ロゼ嬢をベッドまでお連れしろ」

　では、と扉は簡単に閉じられた。寝転んでいた体を起こして、ドレスについた埃を払う。第一案はどうやら失敗に終わったようだ。

「……『薬を』って言ったから、薬を取りに行ったんじゃない？」

「僕のせいですか。だいたい寝転んでいたら、扉が開いても起き上がるまでの時間が無駄じゃないですか？」

　続くマリウスの声を無視して、ロゼは部屋を見渡した。

「こうなったら、これを使うしかないわね」

「今度は何です」と呆れ顔で言うマリウスの前に、シーツを縛って作った紐を取り出した。両手に持って、左右に引っ張って強度を確かめる。マリウスが目を瞬かせた。

「落ちた時にダメージをくらいますよ？　その後すぐ走れますか？　おそらく、すぐに見つかります。まして、怪我を負えば走れません。……そうだ。ちょっと待って下さい」

　マリウスは窓の外をしばらく覗いてから、戻ってきてロゼを上から下まで、じっと見た。

「ちょっと右腕を上げて下さい」

「？　はい」

　それを見てから、どこから取り出したか妙な形のナイフでシーツの紐の長さを調整した。

「何してるの？　どうする気？」

「ロゼさまの第二案を実行しましょう」

「つまり、窓から、ってこと？」

　そうです、とマリウスは頷いて、紐の強度を確かめた。

「ガラスを蹴破って？」

「そんなことをしたら、全身ガラスで切り刻まれますよ。ロゼさまを傷だらけにしたら、僕がルークさまに殺されます。第一、音で気づかれてしまいますよ」

　そっと窓の下に手を入れて、音を立てないよう細心の注意を払って上へと引き上げる。マリウスのそばに行って窓の下を覗くと、幸い窓が開いたことに誰も気づいていない。令嬢が窓から逃げるなど、騎士にとっては想定外なのだろう。

「この紐、ロゼさまの身長と腕に合わせて切りましたから、たぶん飛び降りるだけで地面に少し届かないくらいの長さになったかと思います。僕が先に降りて、ロゼさまを助けますから」

　ふんふんと話に頷いていると、マリウスが呆れた顔でのぞき込んできた。

「何？」

「面白がってません？　普通、令嬢なら脱出劇なんか考えないものですけど」

「他の令嬢が攫われた時も一緒にいたことあるの、マリウス？」

「誘拐された令嬢自体、ロゼさまが初めてですけどね。というか、ルークさまの近くに令嬢がいたこと自体が初めてですね。まぁ、この話は王宮に戻ってからでもお話しましょう」

　ではお先に、とマリウスがその軽そうな体をひょいと窓からくらました。あまり間を空けないほうが良い。

　外が薄明かりで助かった。昼間なら怖気づいていたかもしれないが、すっかり日は沈み月明りのみで、今のところ松明が焚かれている様子もない。

　ドレスの裾を破って前で結ぶと、シーツの紐の端を持って飛び降りた。ふわっと体が浮き、紐を持つ腕に体重が集中するかと思った瞬間、下にいたマリウスに抱き留められた。マリウスの目算した紐の長さがぴったりだ。

「あ、窓は限界まで閉めたほうが良かったですね。開きっぱなしじゃ『逃げました』って言ってるようなものだし……まぁ、終わったことはもういいか」

　窓を見上げて小声でマリウスが言う。マリウスに手を引かれ、見張りに見つからないように、そろそろと足音を潜めている。もしかしたら、このまま気づかれずに行けるかも、と思ったのは甘かった。

「おい！　そこの！」

　逃げる。一瞬マリウスが振り返って何かを投げるのを見たと思うと同時に、あっという間に追手のうちの二人の騎士が地に落ちた。その足には見たことのない形のナイフが刺さっている。

「マリウス？　貴方……」

「ロゼさま、早く！　大丈夫、足に刺さったところで命に別状ありません！」

　道順は来た時の感覚でわかる。とっぷりと日は沈んで、マリウスが言っていた通り、いつの間にか松明があちらこちらに焚かれていた。松明のせいで、ロゼたちの位置は一目瞭然だ。その場にいたフードの男たちの視線が皆ロゼとマリウスに集まっている。

「これは……勝算があるかないか賭けですよ、ロゼさま」

「じゃ、マドレーヌを賭けま──」

　は、と小さく笑ってから、マリウスは異国のナイフを騎士それぞれの腕や足に投げつけている。もし「首に」と命じれば、マリウスはその通りに打ち込んだだろう。幾人かの騎士が倒れている隙に、マリウスはロゼの手首を取った。意外と力が強い。

「こっちです！　林道に入れば、騎士は剣も弓も使えません！」

　さくさくと木の葉を踏みながら、マリウスの駆ける速さに追いつこうと必死だった。息が上がってくる。遠くから規則正しいリズムで、何かが近づいてくる音がした。

「はぁ……はぁ……、マリウス……どこかから、多分、馬の足音が聞こえる……」

「屋敷の反対方向から来るようですね。怪我はないですか、ロゼさま」

　頷く。木陰に隠れて、止まってくれたマリウスのそばでロゼは息を整えた。

「マリウス、あの人たちの仲間だったらどうしよう」

「その時は……全部殺します」

　マリウスのマントがチャリ、と軽い金属音を立てた。ロゼがそっとめくってみると、そこにずらりと異国のナイフが吊り下げられていた。

「これは……」

「異国のナイフでダガーと言います。これを首に打ち込んでいけば、全員殺すことも可能でしょう」

「やめて、マリウスにそんなことさせたら、わたしがルークさまに顔向けできなくなる」

　大丈夫ですよ、とマリウスは年に似合わない大人の笑みを浮かべた。

「ダガーの腕を僕に仕込んだのは、他ならぬルークさまですから」

「ルークさまがマリウスに？　貴方は小姓でしょう？　どうしてそんなことを教わる必要があるの」

「ルークさまを常時大勢の兵に守らせるわけにはいきませんから。僕はルークさまの『必要最小限』なんです」

「それでもマリウスにそんなことさせたくない。林道の、もっと奥に行って足音を消して逃げるのよ」

「し……」

　マリウスが自分の口の前に人差し指を立てた。屋敷に向かっている馬の群が木々の陰の隙間から見える。その一番中心にいる人物は青い髪をした宮廷占術師だ。いつもの青いローブ姿とは異なり、輝かしい紋章があしらわれた騎士服を着ている。まさか直接ルーク本人が来るとは思っていなかった。

（いくらおびき寄せようとしていても、まさかルークさま本人が来るなんて！　どうしよう！　もう逃げたんだって、姿を現したほうが良いのかしら）

　今頃になって、怖くて胸の鼓動が激しくなってきた。手が冷たくなって、震えている。

　すぐ近くの木々の陰にロゼがいることも知らないはずだ。ルークは屋敷の前で馬を止め、鞍を降りた。顔は見えない。馬から降りたその目前に、フードを取ったフォワードが立っていた。

「宮廷占術師自らがおいでになるとは思ってなかったが」

「ご婦人一人を捕まえるのに、隊を出すんですか、貴方は……呆れた方ですね」

　フォワードは黙って、ルークをじろりと睨みつけた。

「国政に巣くう虫は排除したほうが良いと、忠告を受けてのことでね。悪く思わないでもらいたい」

　するり、と剣を抜いたのが月光の反射でわかった。

（だめ！　ルークさまは占術師よ？　剣と剣との争いなんて……！）

　知らず木陰から出ようとしたロゼの服の裾を、マリウスが引いた。

「ロゼさまが出て行ってどうなると言うんです。ここでじっとしていて下さい、邪魔になりますから。ルークさまなら大丈夫です」

　剣と剣がぶつかりあう金属音に、ロゼは耳をふさぎたくなった。時折、剣が反射して松明の光をロゼの元に届けてくる。そのたびに背筋に冷や汗が流れるようだった。音は続いている。まさか宮廷占術師のルークが騎士団長と剣のやり取りができるとは思っていなかった。

　きん、と鋭い音がした後、木の葉を突き破って一方の剣が土に突き立ったのがわかった。

（ルークさま！　ルークさまの剣が弾き飛ばされたんだわ！）

　木陰から身を乗り出そうとする前に、マリウスが立ち上がって、その場からダガーを投げた。鋭い刃はまっすぐに、一人の騎士の手首を木の幹に縫いつけた。鋭い悲鳴にフォワードは即刻視線を飛ばした。

「アルドリッジ！」

　フォワードは木に縫いつけられた副官の名を呼んだ。

　マリウスが言ったように、命に別状はないが、動くことができない。ロゼは木にもたれて立ち上がり、その場の光景を目にした。そのロゼの手を引いてマリウスは走り出す。

「えっ？」

「飛び道具を飛ばした後はその場から離れないと、すぐに襲われます」

　息が上がって、マリウスの腕にしがみつくような形で走る。マリウスが「ここまで来れば十分です」と言うまで、ロゼにはとても長い時間に感じた。

　月明かりと松明に照らされた中で、剣を失ったのはフォワードのほうだとわかった。

（ルークさまが団長との剣技に勝った？　占術師でいらっしゃるのに？）

　ルークは眉をひそめて、必死にダガーを副官の体から抜こうとしているフォワードを見つめている。おそらくフォワードにとって、役職以上に親交の深い仲間なのだろう。ルークは剣を鞘に収めながら、フォワードに近づいた。

「フォワード団長。貴方には忠告したはずです」

「忠告だと？」

　副官を縫いつけているダガーから手を放して、フォワードは振り返った。

　──貴方は隣人にお気をつけになったほうがよろしいですよ。

「隣人とは……アルドリッジ……？　アルドリッジはただの副官というだけではない」

　フォワードの口からは「親友」という言葉が上がっていた。ルークは眉をひそめてアルドリッジを蔑視してから、一息を吐き、フォワードに向かって言った。

「彼はエヴァンズ卿から多額の金を受け取っています。親友でもある貴方に、国政に占術は要らないと思い込ませるために」

　ロゼは木陰に隠れ立ち、エヴァンズの狡猾そうな笑みを思い出していた。どうやらあの男がフォワードの副官を操って、国政に邪魔なルークを消し去ろうとしていたらしい。

「何を証拠にそんなことを？　お得意の占術か？　アルドリッジが金など受け取るわけがない。アルドリッジを即刻放せ」

　鼻を鳴らして憤慨するフォワードに、ルークは「困りましたね」と無表情に言った。アルドリッジの手首に刺さっているマリウスのダガーの柄に手をかけると、彼の真正面に顔を近づけた。

「ひっ……」

「貴方がエヴァンズ卿から金を受け取っているという情報が入ってきています。貴方はそれについてどう思われます？」

　アルドリッジはルークの質問に対して、首を横に振った。ルークは息をもらしてから、もう一度アルドリッジを見つめた。

「真実を言わないと、手首が落ちますよ」

　木陰で話を聞いているロゼにも、背中に寒気が走るほど、冷たい声だった。ルークのものとは信じがたいほどに。

「か……金を……受け取った！　エヴァンズ卿から、金を受け取っていた！」

　大声で、それだけを言ったアルドリッジの手首から、ルークはざくっとダガーを抜いた。振って刃から血濡れを逃す。アルドリッジは木の幹を滑り落ち、その場に落ちて失神していた。

「二度聞いただけで自供するなんて、意気地のない人ですね。エヴァンズ卿の犬にもなりきれない、騎士の矜持もない……」

　ルークの冷たい声をよそに、フォワードがぶるぶると震えていた。

「そんな……アルドリッジは……脅されていただけだ。裏切るなんてことはない！」

　フォワードの驚きと絶望の混ざった声が聞こえる。ルークは終始無表情だ。

「審議は騎士団でなさると良いでしょう。副官に操られた貴方も罪を背負うことになるでしょうけれど。この場所を私に教えてくれたのは誰だと思います？」

　フォワードの顔は土気色になっていた。もっともそれは松明に照らされてのことかもしれないが。

（そうだ。わたしと一緒に行動していたマリウスがルークさまに伝えられるわけもないし、脅迫状でも届いたのかと思ったけど。誰か騎士団から密告した人がいたということ？　副官の他に裏切る人がいたのかしら）

　そう考えるとフォワードが哀れにも思える。

　ルークは抑揚のない語調で言った。

「マチルダ・フォワード嬢です。貴方の妹君が、貴方を助けてほしい、と」

「マチルダが……どうして知って……」

　ルークはちら、と失神しているアルドリッジに視線をやった。フォワードもその視線を追った。

「まさか、アルドリッジがマチルダに……？」

「目を覚ましてはいかがです？　妹君に感謝なさい。そして、私を国政から出すなら国王陛下に進言してください。私もあの大臣たちとの会議には辟易しておりますのでね。むしろ、そうしていただけるとありがたいです」

　言うだけ言うと、ルークは馬の近くへと歩いた。そして途中で振り向き、ロゼと視線を合わせた。急ににこっと笑顔に戻る。その落差に、ロゼの肩がびくっと震えた。

　アルドリッジが処せられたのを見た今、ロゼは自分が『一人にならない』を破った罪を思い出して動悸が早くなってしまった。

「可愛いロゼ。無事で良かった。来なさい。馬に乗せましょう」

「！」

　ルークには最初からロゼがどこにいるのかわかっていたようだ。見えていたのだろうか。

　おずおずと木陰から出て行くと、ルークに横抱きにされて、馬の上へと押し上げられた。

　裂いたドレスの裾を腰で括っているのを見て、ルークは「貴女という人は……なんて格好をしているんです」と結び目を解いた。皺のついたドレスの裾が風に揺れてふわふわと足元へ落ちていく。

　ルークはロゼにぴたりとくっついて手綱を取った。マリウスも他の騎士に馬に乗せられて、ロゼに向かって手をひらひらさせていた。その顔は笑顔だ。こんな修羅場には慣れているのだろうか。

「サファイア宮へ向けて、出立します」

　ルークの号令に、騎士たちは隊列をみだすことなく、サファイア宮への道をたどった。







　やっと自分の部屋に戻れて、寝衣に着替えていると、まだ騎士服姿のルークが、ノックもせずに扉を開けてきた。その表情は、フォワードの屋敷にいた時と同じ、眉をひそめて怒りを押し込んだ表情。

「ロゼ。私の部屋へ来なさい」

　一人で外を出歩いたことを叱られるのだろうか。一人で出歩くな、と忠告を受けていたのに、マリウスを巻き込んで騒ぎを起こしてしまった。すべてロゼの責だ。

　ルークに尋問されぼろぼろにされたアルドリッジを思い出すと身が凍りついた。

「は、はい……」

　リネットがロゼの寝衣の上からガウンを着せてくれた。その姿のまま、開けっ放しになっているロゼの部屋とルークの部屋を繋いでいる扉を抜けて、ゆっくりと閉じた。ルークの姿が部屋にない。占術部屋のほうだろうか、と部屋へ続く扉を見ていると、衝立のほうから「こっちです」と言う声が聞こえた。衝立の向こうは風呂場だ。

（風呂場？　ルークさまの意図が全然わからない……）

　おずおずと足を進めていくと、衝立の前に裸身のルークが立っていた。

「きゃっ……」

　あまりの姿に両手で顔を隠すと、先刻リネットに着せられたガウンが脱がされ、それは衝立に引っかけられた。寝衣のボタンに手を掛けられた時、ルークと同じ裸身にされてしまうのだと勘づき、身をよじって逃げようとした。小さな抵抗だった。ルークに腰をがっちり捕まえられて、おそらくどんなに暴れようと、この腕からは逃げられない。結局、一糸まとわぬ姿にされて、ルークに風呂場へ連れて行かれてしまった。

（叱られるんじゃないの？）

　ルークの行動が読めない。表情も怒りを抑えた顔のままで、感情が見えない分、不気味だった。突然、横抱きにされてバスタブに勢いよく入れられた。お湯は少し冷めている。そのお湯で髪を洗い、再び上がらされた。ランプだけの足元が心もとない。

　石鹸を泡立てる音がする。ルークはその石鹸のついたスポンジで、ロゼの体を洗い始めた。こすり方が強くて痛い。

「嫌っ……痛い！」

　逃げようにもまた手首を掴まれ、痛いスポンジで全身をこすられた。耳の後ろ、首筋、胸元、脇、腹、そして内ももとそこにたたずんで縮こまっている秘所もこすられた。柔らかい場所は特に痛くて、涙が浮かんだ。

「痛いっ……やめて下さいっ……」

「椅子に座って下さい」

　ロゼの話を聞いてもくれない。訳が分からないまま、ロゼは泡だらけの体を椅子に落とした。ルークがランプを移動してきて、目の前に鏡があることに気づいた。

「嫌ですっ……どうしてこんなことを……」

「綺麗になりましたか？　ちゃんと自分の目で見て、確かめて下さい」

　ルークは何を言っているのだろう。元々部屋で風呂に入ったのだから、汚いはずはない。

　耳元に唇を寄せて、ルークは囁いた。

「フォワードの屋敷にいた貴女は全身汚れています」

「そんなっ、わたしはフォワードさまに触れられもしていないし、もう体も自分で洗ったんですもの。汚くなんかありません」

　そうでしょうか、と椅子の後ろからロゼの内腿を撫でた。

「その証拠を見せて下さい」

「証拠って」

　そう言われても困る。フォワードの屋敷で触れられていないのは事実だ。だがそれを証明できるものなんてない。ルークはまたロゼの内腿に触れた。

「ここを、自分で開いてください。鏡によく映るように」

「ここって……腿をですか？」

　そう、とルークは無機質な声で言った。

「椅子のひじ掛けに膝がかかるように、引っかけて下さい」

「そんなこと、できません……」

「では私はロゼが汚れていないことを信じません」

「そんな……」

　怒っている。ルークは確かに怒っているのだけれど、謝るだけでは済まなそうだった。

　ロゼは言われる通り震える膝をひじ掛けまで引き上げた。腰がずれて、前へと体が滑ってしまう。ランプの光に照らされて、鏡の中のロゼの秘所がてらてらと光っているのが見える。ロゼは恥ずかしさに両手で顔を隠した。その手を、ルークは無理矢理引きはがした。

「見ないと、お仕置きになりません」

「お仕置き……？」

　気づきませんでしたか？　とルークは背後からロゼの胸を握った。痛いのに、痛いと言うことが怖かった。ルークが怖い。そんなこと今まで思ったこともなかった。

「貴女は私のものです、可愛いロゼ。どうして一人で町へ出かけたんです？　あの男に会いに行ったのですか？」

「ち、違……いっ……」

　語尾の痛いという言葉は飲み込んだ。

　鏡に映る乳房はルークの指の痕が腫れのように浮き上がっている。胸の尖りも、強い指の力でぎゅっと摘ままれた。敏感な場所だけに、痛みが半端ではなかった。

「く……んんっ……」

　ルークはロゼの小さな悲鳴を聞こうともせずに、開かれた内腿を撫でた。その撫で方が、今までと違って優しくて、今度は背中がぞくぞくして、膝を閉じそうになった。

「膝を閉じるんですか、ロゼ。貴女はこんなことも守れないんですね」

「…………っ」

　そんなふうに言われると、膝を開かないわけにはいかない。泡で滑りやすい体をぐっと前にずらして、ルークは手を伸ばしてきた。秘所に触れられる、と思うとロゼはぎゅっと目を瞑った。酷い触れられ方をするに違いない。

「もう、怒らないで下さい、お願い……ルークさま。わたしを信じて……うっ！」

　語尾の最後が途切れる。ルークの手が秘所の上にちょこんとひらいた芽に触れたのだ。そんな所を触られたことなどなかったロゼは、飛び上がりそうになるほど驚いた。泡と愛液の混ざった指で、ルークは執拗にそこばかりをこねてくる。

「も……おねが……やめ……ああっ……！」

　背筋がのけぞった。この小さな芽に触れられるだけで、達ってしまったのだ。体がくたりと椅子にもたれてしまう。まだルークは怒ったままだというのに、こんな途中で終わるわけがない。

「貴女の大事なところ、いやらしく光っています……ここもフォワードに見せましたか？」

「誤解です……そんなわけないじゃないですか、わたしは……屋敷にいた……だけ」

　達したばかりの体の奥で、ルークの指が強く動く。内壁をなぞられ、ロゼが跳ねてしまうほど良いところも知っていて、そこばかりを弄ってくる。

「達ったばかりだからでしょうね……私の指をきゅうきゅう絞めつけてきます」

　そのまま、ロゼは最奥を貫かれた。勢いで脚がひじ掛けから落ちそうになる。不自然な姿勢での愛撫に、ロゼは悲鳴を上げた。しかしそれは、風呂場だけに空しく反響するだけだ。

「やめっ……こんな格好……あう！」

　肉の芽を散々弄られた後の激しい抽送に、ロゼは体をのけぞらせて椅子からずり落ちるほどの痛みと悦楽を感じていた。また体の奥がじんじんとして、蜜が流れるのを抑えられない。

　ルークはロゼの体をマットの上に、うつぶせに転がした。ベッドの上とは違う格好をさせられたロゼは戸惑っている。

「ルークさま……？」

「そこで四つん這いになるんです。そうですね、犬のように。そうして、前足は伏せてください」

　尻を突き出すような卑猥な格好をしているのを、ロゼは必死で堪えた。ルークが入り込んでくる。大きくて固い熱は達ったばかりのロゼの体を簡単に支配した。

「んんっ……あ」

　達ったばかりで体がつらい。力が入らない。体を支えている膝もがくがくと震えている。

　いつもと当たる場所が違う。新しい感覚に、ロゼはままならない体のまま、波のように飲み込まれていく。知らず、腰を揺らめかせている自分に気づいた。

　お仕置きのはずなのに、その中から快感を拾っている、あさましい自分と直面するのがつらかった。それでも、下腹から膨れ上がるように広がってくる快感に逆らうことはできない。ロゼの嬌声が、風呂場の中に反響している。
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「これだけの大声だと、誰かに聞こえているかもしれませんね……」

　荒い息を縫って伝わってくるルークの低い声。まだ、ぎらりと光る青い目が見えないだけましだと思った。ルークの指が口の中に入ってきて、中を弄んだ。舌をなぞり内壁を撫で、歯列をなぞっていく。声が出せない。ロゼは唾液をあごにしたたらせながら耐えた。

「ぐ……っ……」

　ルークが短い声を上げた途端、ロゼは腹の中に熱い飛沫が広がるのを感じた。熱い。ルークがロゼの体から出て行ったあと、ロゼはその場にへたりとうつぶせに落ちた。もう体が言うことを聞かない。ルークはその体をゆっくりと起こした。

「ごめ……なさい、もう……許して」

　たどたどしい声は掠れていた。ルークは無言のまま、ロゼの体にお湯をかけた。丁寧に、少しずつ。ロゼを抱いてうつむいているルークを、前から抱きしめた。黙っていたルークが、ようやく口を開いた。

「ロゼ……私は貴女にあやまらなければなりません。フォワードに連れて行かれたのも、私が貴女について行かなかったせいです。それなのに、フォワードの屋敷で触れられたかもしれないと思うと……たまらなくて……心配で、どうしようもなくて」

　ロゼはルークの青い髪をそっと撫でた。

「大丈夫ですよ、ルークさま……。わたしは、平気です」

　ロゼ。小さく聞こえたルークの声。そしてルークの腕が、ロゼの背中に回った。





第六章




「本当に帰るんですか？」

「すぐに帰るんですよ？」

「私を一人で置いていくつもりですか」

　……。

　ロゼは耳にたこができるほど、そのルークの言葉たちを受け止めていた。あさっての方向からうんざりした声が飛んでくる。

「もうそれぐらいにしておいてください。ルークさまのおっしゃることに飽きてしまいました」

　と言うマリウスに向かって、ルークは「私は一人になってしまうんですよ？」と強い語調で言う。

「僕は数えられてないんですか？」

　一人も何も、目の前にいるマリウスが一緒ではないか。

　ロゼは休暇を求めたのだ。良し、と言っておきながら、ルークは先刻のように、ずっとロゼを足止めするようなことを口にする。

「……しかし、どの道、貴女には一度侯爵家に戻っていただく必要がありますしね」

（？　どういう意味かしら）

　言葉の意味を聞き出したいものの、聞くとまた愚痴が始まってしまいそうなので、黙っておく。ルークの愚痴に、ロゼは返事を控えて早々にサファイア宮を出ることにした。

　ロゼにしてもまた、ルークと離れるのは寂しい。寂しいが、ずっと帰らないでいる実家の様子も気になっていた。グレースにも会いたい。

　馬車が動いた。美しい青色の花が揺れているのを見ると、サファイア宮を出ることに実感が湧く。

（家族と顔を合わせたら、すぐ帰ってくるからね）

　独りごちるように思ってから、ロゼは開いた馬車の窓から風を感じていた。







　侯爵邸に着いて一番驚いたのは、その美しさだ。庭は手入れされ、外見もどこの外壁も壊れておらず、内装に至ってはよその邸宅と見紛うほど美しい。

「どうしたの、これ……」

　以前も少し小ぎれいになっていて、父に問うたことがあるが「今話すべきではない」とよくわからない回答でごまかされてしまっていた。着いたばかりでぽかんとしているロゼに新しく入ったのだろう、顔の知らないメイドが「旦那さまがロゼお嬢さまをお待ちですよ」と声をかけてきた。

「わかったわ」と返し、その場に荷物を置いて、父の部屋へと足を進めていく。今日はこの突然綺麗になった侯爵邸のことを聞けるかもしれない。扉をノックすると、執事が顔を出して「ロゼさま」と笑顔を向けてくれた。

「久しいな、ロゼ。グリフィス卿は良くして下さっているようだ。座りなさい」

「はい、お父さま」

　向かい合わせにすわった父はふー……と長い息を吐いてから、ロゼに言った。

「ロゼ、結婚する気はないか？」

「え？　は？　しませんよ。お姉さまもいらっしゃるのに、どうして先にわたしに結婚話がくるのです？」

「その、なんだ。相手のほうから申し込みがあったのだ」

　ロゼの知らないうちに、とんでもないことが起こっていた。おそらく侯爵邸が綺麗になっているのもその方のおかげ……そうなったら断ることができない。

「どうしてそんな勝手なことをなさったんですか！　わたしは結婚なんかしません！　お相手の方がどんなに良い方でも嫌です！」

「しかし公爵で、王弟でもあらせられる方だ。それに何度も直々にこちらに足を運んで下さって、ぜひにロゼをとおっしゃる。あの時は言えなかったが、毎回高価な贈り物も携えてきてな。相手が相手だけに受け取りも拒否できなかった。……これは王命に等しい」

「そんな、わたし」

　王命、だとすればルークと別れて、その公爵と結婚しなければならない。外堀から埋めて逃げられないようにするなんて、卑劣なやり方だ。

　涙が浮かぶロゼに、父の声が追いかけてきた。

「ルーク・グリフィスとおっしゃるお方だ」

「え？」

　…………。

　……ルーク・グリフィス？

　宮廷占術師の？

　あのルーク・グリフィス……？

　──しかし、どの道、貴女には一度侯爵家に戻っていただく必要がありますしね。

　まさかこの結婚話を父の口から聞かせるために、侯爵家に帰ることを許したというのか？

（誰が公爵さまで、王弟？　聞いてない！）

　ずっとロゼのことを婚約者だと言っていたのも、あながち間違いではなかったのだ。この国では父親に許可をとってからでないと、娘に求婚はできないしきたりになっている。

（お父さまは快諾して、侯爵邸の修理まで受けているのに。わたしがお父さまに返事しなかったから、ルークさまはわたしに求婚しなかった……？）

　それはルークが一度たりとも家に戻してくれなかったからだ。ルークが父の元に通っていたことはロゼにはあずかり知らぬこと。

　いつの間にか、本当に婚約者で結婚相手になっていた。ルークからの申し込みなしで。父とルークの二人で外堀を固めて、自分はまったく何も知らないまま。

（どういうこと？）

　頭の中がまったく整理できない。

「ちょっ……お父さま、わたし、失礼します……」

「いや、ロゼ。返事をしなさいっ……」

　追ってくる父の声にばたんと扉を閉めると、その足で台所に向かった。ここにも知らないメイドや職人がいて、侯爵令嬢と初めて顔を合わせるのが台所といったハプニングに驚いている。

　その目たちを気にもとめず、パニックに陥っているロゼはいつもの悪癖よろしく、ケーキを焼きまくった。焼いて、焼いて、途中でいたたまれなくなった。

　いつもならこれで治まりのつく心の波がまだ凪いでくれない。

（ちょっと心がおちつくまで、ソフィア叔母さまのところに行こう……）

　叔母の家は静かな郊外にあって、広い庭には花が咲き乱れている。可愛い子犬たちもいる、さぞ成長したことだろう。そこで、叔母が作る優しい味の料理を食べよう。そうしよう。

　かまどの中のケーキを全部引き上げると、サファイア宮から持ってきた荷物を持って、外に出た。我が家の箱馬車で行くなら、半日もかからない。まず、叔母に話を聞いてもらって、身の振り方はそれから考えよう。

「えっ？」

　芝生の上でグレースが人に乗りかかって、男性の顔を舐めて遊んでいるのが目に入った。家族以外にも愛想は良いグレースだが、そこまで懐く人なんて初めてだ。

「グレース！　よその方にそんな甘え方しちゃ……だ、め……」

　グレースの隣に立っているのはマリウスだった。芝生に転がっているのは青い髪をぐしゃぐしゃにグレースに遊ばれてしまった……ルーク・グリフィスその人だった。

　ルークは嬉しそうに笑って「これだから犬は苦手なんです」と言った。犬が苦手だというのは、怖いという意味ではなく、懐かれすぎるからだったのか。

「おや、ケーキの甘い匂いがしますね。これもロゼが焼いたんですか？　ロゼのケーキはとても美味しいので、私もいただいても良いでしょうか？　それとフローレス侯爵にも久しぶりにご挨拶に行きたいですしね。結婚の申し込み以来です」

　ロゼは流れてくるルークのセリフすべてに、適当にこくこくと頷いてから、さっと踵を返し、侯爵家の箱馬車に向かってすたすたと歩き始めた。その後をルークが追ってくる。

「どこへ行くんです。ロゼの帰りが待ちきれなくて迎えに来たんですよ？　それに私もロゼの焼くケーキをまた食べたいです」

「ケーキなら中にあります。今日は五個焼いたので、どれでもお好きなものを食べて下さい。わたしは叔母の家に行きますので、中でご自由にお寛ぎ下さい」

　では、と言葉を切るロゼをルークは行き先に回って両肩を押さえた。

「どうして急に叔母さまの家へ？　サファイア宮には戻って来ないつもりですか？」

「だって」

　ルークを見上げる目が涙目になってしまった。水の中からこっちを見ているルークは心配そうな顔をしている。

「だって、公爵さまで王弟のルーク・グリフィスって誰ですか？　婚約？　結婚？　そんな話、全然聞いてません！　このパニックはケーキ五個ぐらいでは済みません。家から離れて何日か落ち着いて考えなければ！」

「そんな！　私の努力はどうなるんです？」

　焦ったような口調でルークが言う。

「……ルークさまの、努力？」

　そうです！　と力強く言って両肩に置かれた手の力が強くなった。

「もう言って良いころだと思いますから、言いますが」

（いったい、何の話……）

　ルークは顔を紅潮させて言った。

「『侯爵家の魔女』という噂を耳にして、貴女を調べ、貴女の姿を見てそばに置きたいと思ってしまった。あの日、王女殿下主催の『薔薇を愛でる会』に貴女が来たことはマリウスが見ていて、報告してくれました。貴女は扉を開けた途端に、目の前に私がいたことを不思議に思わなかったんですか？」

（それも……ルークさまの計算のうちだった……）

　ルークの言うことを考えてみると、まるでルークはロゼが彼を好きになる前から好きだったみたいではないか。

（そんなこと、あり得る……？）

　目の前がくらくらしてきた。昨日見た夢の話をこんこんと聞かされているようだ。

（やっぱりソフィア叔母さまのところに行こう）

　新たな事実を知ってしまったロゼが、やっぱり叔母の家で頭を冷やそうと思った瞬間、目の前でルークが片膝をついた。

「！　ルークさま……こんな芝生の上で。お召し物が汚れます」

　それでもルークは動かなかった。青い目がじっとロゼの視線を縫い留めている。目を泳がすこともできない、真剣な目。

「レディ、ロゼ・フローレス。私と結婚して下さい」

「…………」

　ルークのセリフが頭を反響しながら、目の前が真っ白になった。倒れ込むのを「おっと」と言いながら、マリウスが受け止めてくれた。

「大丈夫よ、マリウス。事態はだいたい飲み込めたと思うから。多分」

　立ち上がってから、ロゼはじっとルークを見つめた。青い目も、ロゼをじっと見返してくる。いつもの小首をかしげた困ったような子犬の顔。隣でグレースが同じような顔をしてすわっている。

「いつもの嘘じゃないですよね？　ここでわたしを騙したことがわかったら、わたし、修道院にまいりますから。神の花嫁です。ルークさまには届かない場所です」

「嘘じゃありません！　ロゼのことはずっと婚約者だと紹介していたでしょう？」

　それを嘘だと思っていたのだが、父とルークの間では本当だった。ルークが求婚しなかったのは、父からロゼにその話が来てなかったから。

「そうですね。ルークさまはわたしのことをずっと婚約者だとご紹介下さった……もっと早く実家に帰らせてもらっていたら、こんな苦しい思いはしなくて済んだのに……」

「苦しい思い？　私が？　貴女を？」

　急に焦った顔色になるルークが立ち上がって、ロゼの両肩に手を置いた。

「だって、婚約や結婚を申し込んで下さったのなら、実家に帰ってそれを聞かないとわからないじゃないですか……わたし、ずっと婚約者だなんて嘘だと思って……それでもルークさまを好きな気持ちは変わらないし、どうしたら良いのか迷って……」

「貴女はそんなことを考えていたんですか……」

　申し訳ありません、とルークはロゼの肩を抱きしめた。

「ロゼ。怒らないで下さい。私は本当に貴女のことを愛しています」

　直球で言われると、今でも顔がぼっと熱を持つのがわかる。

「叔母さまの所には行かず、サファイア宮に戻ってきてくれますよね？」

「…………。……はい」

　小さな小さな声だった。心がはち切れそうで、大声をあげたかったはずなのに。信じられないことが多すぎて本当ならまた倒れそうだった。

「……ケーキはホールを一つ持ち帰って、サファイア宮で食べましょう……」

　頭が回らなくてこんなことしか言えなかった。







　家族が見守ってくれている中、ロゼはルークが王宮から乗ってきた馬車に乗り込んだ。馬が動き出す。家族が笑顔で手を振ってくれているのが見える。ロゼも振りかえした。侯爵邸が見えなくなった頃、ロゼも落ち着きを取り戻してきた。

「本当に……わたしなんかで良いんですか？　ルークさまは公爵さまで王弟で……望まれるのならもっと素敵なご令嬢がいらっしゃるというのに」

　ルークはロゼの両頬を軽く手で包んだ。

「夜会の時も言いましたが。私はいつももっとも素敵なご令嬢を選んでいます」

　唇を重ねてこようとするルークを前に、向かい側の席にすわっていたマリウスがこほん、と軽い咳をした。




　サファイア宮に戻った後、その晩はルークの部屋で一緒に横になった。

「新居はここでなくても構いません。公爵邸に戻ってもよいですし、王宮の中に独立した居を構えてもよいですし。もちろん、今のままでも構いません」

　でも子供ができたらこのままというわけにはいきませんね、と笑うルークに、ロゼはまた顔が紅潮するのを感じた。子供。できることなら、ルークによく似た男の子が良い。

　静かで慎ましく暮らしていきたい。

「貴女もご存じの通り、私は好き勝手に生きています。それは、王弟と言っても二十三番目か、四番目か……その辺りだからです。なので王位とはまったく関係ありません。すでに公爵として封じられている身ですから、心配には及びません」

「それより」とルークは話題を変えた。

「結婚式はどうしますか？　やはりロゼは女性ですし、一生の思い出になるようにぱーっと──」

「ルークさまと二人っきりが良いです。あまり騒がしいのは苦手です」

　ロゼの答えにルークは「貴女らしい」と言って笑って、唇にキスをくれた。





第七章




　結婚式はセント・ステラ寺院で行われた。国でも一番大きな寺院で、外国からの参拝者も後を絶たぬほど高名な場所だ。そのすべての参拝を断って、今日は約束通り、二人だけの結婚式だった。

　祭壇の後ろに薔薇窓。側面には色とりどりのステンドグラスが輝いている。天井は華やかな絵画で埋め尽くされていた。

（一生に一度はこの寺院に参拝したいという人の気持ち、今ならわかるわ）

　ウェディングドレスに身を包んだロゼの指に、銀色の指輪が通される。ロゼからもルークの指に、指輪を通した。

　ルークは光沢のある白いタキシードに、青いタイをしている。その姿を見るたびに照れてしまう。普段見慣れない姿をしていると（恰好良い）の感想しか出てこないからだ。こんな素敵な人に愛されている自分が、夢のようだ。

　指輪に、ステンドグラスの華やかな色が散っている。祭壇の前で唇を合わせる。目を開いた瞬間、ルークの青い目がにっと笑った。

「これで、公式に貴女は私のものです」

（！　ん。これは悪戯っ子の目。何か企んでいる時の目だわ）

　ルークがこういう笑みを見せた後は、必ずと言って良いほど、ロゼが吃驚するようなことが起こる。まさか今度も？　と思うロゼの前で、寺院の扉が開かれた。

　そこは公爵夫妻の結婚を祝う人々で埋まっていた。わあ！　という歓声に、花やリボンが投げられる長いアーチをくぐって、やっと馬車に乗れた。人の熱気に酔いそうだ。

「寺院から馬車までの間、すごく長い道に思えました。まさか民衆の皆さんが祝って下さるなんて、考えも及びませんでした」

「そうですか？　貴族の結婚なんて民衆にとっては娯楽ですよ。さぁ、笑顔をふりまいて、私の可愛い花嫁さん」

　またにっと笑う。

　馬車は天蓋がなく、外から二人の様子がまる見えだった。ロゼはなんとか笑顔をキープして手を振る。占術部屋にこもりっきりのはずのルークが意外にもこういうことに慣れているらしく、自然な笑顔で対応していた。

（思えばルークさまは意外の連続だったわ）

　扉を開ければ立っていた青い髪の占術師。

　まさかと思ったキツネ狩り。

　街中を歩くデート。

　フォワードに攫われた時の剣の腕前。

　およそ青い髪をしただけの、ひょっとしたら女性にも見えかねないルークが、それらのことをやってのけるとは夢にも思わなかった。そしてそうやって、自分を振り回してくるルークに恋心を抱いた自分のことも。

（占いと、ケーキを焼くぐらいのことしかできなかったのに）

　くす、と笑いが漏れる。今でもそれは同じだ。そのままの自分を愛してくれたルークを、本当に大切で、愛しい人だと思う。

　馬車は街中を通り過ぎ、王宮へと入っていく。住まいは二人で、しばらくは占術部屋で過ごそうと決めていた。

「！」

　王宮にも人はあふれ、今度は貴族たちが集まっていた。広い芝生の上でのガーデンパーティーだ。そこここに白いクロスを掛けた丸いテーブルが並び、食事を楽しんでいる風景が見られる。

「私たちの席はあそこですよ」

　ルークは少し小高い位置にあるバルコニーを指した。ルークのリードで馬車を降り、侍女たちがロゼのドレスの裾を運んでくれた。一度王宮に入ってから、中側からバルコニーに出る道順だ。

　二人がバルコニーに姿を現すと、わっと歓声が上がった。

「ご結婚おめでとうございます！」

「ロゼさま、綺麗！」

「やっぱりグリフィスさまを捕まえればよかったー」

　などなど。

　バルコニーからガーデンにかけて、手をふり、二人の軽いキスを見せてから、ルークとロゼは丸いテーブルの席についた。すでに料理が運びこまれている。

「ルークさま……二人きりで式をあげましょうね、っていう約束だったじゃないですか。この騒ぎはいったい……」

　約束と違う！

　怒りと緊張でふるふると震えて、手元のワインの水面が揺れている。ルークは片頬杖をついて、そうですよ？　ときょとんとした顔をした。

「式はセント・ステラ寺院で、二人きりであげたじゃないですか」

　また乗せられた。この嘘つき……ではないけど、嘘つき！

　ロゼの悪い予感は当たっていた。ルークが楽しそうにロゼを見ながら笑う時、必ず何かを企んでいるのだ。

「怒らないで下さい、ロゼ。皆さん、私たちの結婚を祝うために集まって下さったのですよ」

　そう言われると駄々をこねている自分のほうが子供のような気がしてしまう。素直にはい、と返しておく。

　テーブルの奥から、誰かが来た。ルークが立ち上がったのに倣って、ロゼも腰を上げた。初老の女性が──落ち着いた、それでいて華やかさは忘れない女性が──現れた。誰かに似ている。直感でそう思った。

「私の愛しい花嫁、ロゼ・フローレスです」

　ルークの紹介に、ロゼは頭を下げた。少々恥ずかしい紹介セリフだ。ロゼは顔が赤くなるのを感じた。

「ご挨拶申し上げます。ロゼ・フローレスと申します」

「ルークにしては上等なご令嬢を選んだこと。とても可愛らしいお方だわ」

　何せね、と婦人の話は続いた。

「放蕩な人でいつも何やってるかわからないような人だから、貴女のような女性がそばにいてくれるなら、わたくしも助かるというものよ」

　ほう、とため息をつくその婦人に「放蕩なのはお互いさまです」と言ってから、彼女を掌で指し、今度はロゼに紹介した。

「ロゼ。私の母です」

「ええ!?」

　あの二十三番目か、二十四番目かわからない王妃さまで、ルークの母……！

　誰かに似ていると思ったのは、目の前にいるルークその人だったのだ。

「妃殿下にはご機嫌うるわしゅう……」

　いいのよ、と王妃は笑った。

「息子の可愛い花嫁さんの顔を見に来ただけだから。リラックスして楽しんでちょうだい」

　にこっと笑う青い目が、ルークの企んでいる目とそっくりだ。彼女はこの状況を楽しんでいる。ロゼはくたりと椅子に腰を落とした。

「まさか王妃殿下がいらっしゃるなんて……」

「王の妃でありながら、わざわざこんな所まで足を運ぶなんて、変わってると思いませんか？」

　ルークを産んだその人ならあり得る、とロゼは静かに思った。

「まだ来ると思いますよ。一人目で倒れていては身が持ちません」

　ルークの言葉に、ロゼは内心（ええ！）と驚いた。この場は座って食べていれば良いというわけではないのか。

　ルークの言った通り、次々と顔も知らない貴族たちが挨拶に来る。馬車の時と同じく、ルークは自然な笑顔で対応していたが、ロゼの笑顔は固まってきた。

「疲れましたか？　ロゼ」

　いちごのデザートを勧めてきながら、ルークは笑った。

「ええ、まぁ……」

　曖昧に笑っていると次の客がやってきた。デザートを食べようとしていたロゼはスプーンを置いて、ルークとともに立ち上がった。アーロンとアメリアだった。

「花嫁においてはご機嫌うるわしゅう。おめでとうございます」

　アーロンが考えてきたと思われる定番のセリフを口にしている横で、アメリアはくったくのない笑顔で「ロゼ、おめでとう。とても綺麗だわ、貴女」と言った。

　緊張の続いていたロゼは、知らずアメリアを抱きしめていた。

「アメリア。わたし、緊張で壊れそうなの！」

　アメリアはウェディングドレスの背中をぽんぽん軽く叩いた。

「公爵夫人がこれぐらいのことで緊張していたら身が持たないわ。それと……」

　何？　とロゼは抱擁の手を緩めて、アメリアの青い目を見つめた。アメリアは少し頬を赤らめて言った。

「公爵夫人になっても、わたしと友達でいてくれるかしら……？」

「もちろんよ、アメリア！　お茶を入れるから、毎日部屋へ遊びに来てちょうだい！」

「これじゃあ、ルークの入る隙間はないな」

　隣で立っていたアーロンが大声で笑うのを見て、ちょっと不機嫌になったルークが「おまえも同じだろう」と返している。男二人が話している隙に、ロゼはアメリアに耳打ちした。

「アメリア。アーロンといて幸せ？」

　アメリアはふふっと笑って「もちろん」と言った。

「だってわたしたち、『頑張った』でしょう？」

　お互いの恋のために『頑張る』。それはアメリアとの約束だった。

「貴女のほうが早かったけど。わたしももう少し『頑張る』わ」

　アメリアはにっこり笑って言った。今度はアメリアがロゼに耳打ちしてきた。

「ルークさま、素敵ね。いつも素敵だけど、今日は最高に素敵」

　自分を褒められているわけでもないのに、顔に熱が上がった。アメリアはそんなロゼを見て、またふふっと笑った。

「きっと貴女の隣にいるせいね」

　アメリア、と呼んだアーロンに付いて小走りにその腕を取った。二人の背中を見送るのが、なんとなく心もとない。

　その後に姿を現したのは、レオン・フォワードとマチルダの兄妹だった。フォワードが来るなり頭を下げ「先だっては……」と言いだしたのを、ルークが止めた。

「貴方は罪を償ったのでしょう。もう良いじゃありませんか」

　ありがとうございます、と口元を覆った。ルークにフォワードの助けを求めたマチルダも、深くお辞儀をしていた。

「そういえばエヴァンズ卿の領で反乱が起こったのはご存じですか」

　ルークはデザートのスプーンを弄びながら「うっすらとは」と返した。おそらく興味がないのだろう。

　レオン・フォワードとマチルダが退出した後、果物を口にしているルークにロゼは「フォワード団長にあの対応はないんじゃないですか。謝っていらっしゃるのに」と口を尖らせて言うと、ルークは憮然とした顔をして、青い目でロゼを見た。

「貴女もお仕置きが足りないのですか？」

　あの夜のことを思い出して、ロゼは顔が赤くなるのを感じた。

「今、その、そんな話は……」

「そんな話って、どんな話ですか？」

　にこっと笑ってルークが問う。ロゼはタキシードの腕をばし、と叩いた。

　次に来た客は現れなくてもわかった。キャーキャーと声の聞こえる桃色ドレスたち。『薔薇を愛でる会』の面々だ。

「グリフィス公、ロゼ夫人、ご結婚おめでとうございまーす！」

　それぞれ花束を持って、ルークとロゼに押し付けてくる。二人の腕は花でいっぱいになってしまった。

「夜会のロゼさまはとってもお綺麗でしたものねぇ……」

「あの夜会で施したメイクや着付けが良かったんではなくて？　つまり、このご結婚はわたくしたちの功績とも言えて……」

　ルークが桃色ドレスに「いいえ。もっとずっと前から、私はロゼを愛していたんです」と笑って言うのをロゼは赤面して聞いていた。桃色ドレスはキャーと声を上げてから、「失礼しますわ。お幸せに」と背中を見せて行った。

　ガーデンを見渡すと宴もたけなわといった感じだ。ロゼはいちごを口に入れた。果汁が染みて、喉の渇きが潤う。

「ルークさま。このガーデンパーティーいつまで続くんですか？」

「そうですねぇ……夜まででしょうねぇ。夜はまた王宮でやるんですよ、七日ほど」

「七日！」

　デザートのいちごがとび出そうになった。そんなに長い間宴が続くのか。

（その間、ずっと宴の場にいないといけないの？）

　ロゼに張り付いた笑顔はすでに壊れそうだ。心情を読み取ったのか、ルークはあっさりと返してきた。

「宴が続くだけです。私たちはこっそり抜け出すことにしましょう。私は早く、ロゼと二人きりになりたいのです」

（またそんなことをさらっと平然な顔をして……）

　花を侍女に手渡して、ほっと一息ついた時、ルークがつい、とガーデンを指した。

「花嫁のイベントです。ご令嬢方がお待ちですよ」

　ガーデンを見ると美しく着飾った令嬢が、ロゼを中心に集まって見上げている。男性方は端に寄り、それを微笑ましく眺めている。

　ロゼは椅子から立ち上がると、ガーデンとは反対方向を向いて、テーブルに置いていたブーケを手に取った。二、三度両腕を振ってから、「えいっ！」とブーケを投げる。ブーケは鮮やかな青空を抜けて、次の花嫁を選ぶのだった。







　夜の宴が始まったばかりだというのに、ルークはもうロゼの手を取って抜け出していた。薄明かりに照らされた廊下はいつも通り、静まりかえっている。そこで、ルークはロゼを横抱きにした。長い裾が廊下の赤い絨毯に揺れるさまが美しい。

「いつもの部屋と道順が違うような気がしますが」

「そりゃあ……部屋が違いますし。貴女は結婚初夜も、いつもと同じ部屋で良いのですか？」

（初夜、ってわざわざ言わなくても）

　熱を持った頬に手をやっていると、歩きながらルークが額に軽い口づけをくれた。

「それは……」

　思いつくわけがない。結婚式の、今日一日を過ごせるように気を張るだけで、ロゼの心はいっぱいいっぱいだ。

　サファイア宮の造りを知らない。そう考えてみれば、ルークの占術部屋の他には行ったことがない。ルークはくすっと笑って、「貴女にも気に入ってもらえると思いますよ」と言った。

　連れて行かれたのは最上階の一室だった。この階にはその部屋が一つだけ。扉は青で、占術部屋と違ってプレートはない。

　ルークがロゼを抱えたまま、扉をノックすると、中からマリウスとリネットが顔を出した。

「ご結婚、おめでとうございます、ルークさま、ロゼさま」

　マリウスがにっこり微笑むのに対して、リネットは感涙してエプロンで拭っていた。

「ロゼさまがこんなにご立派になられるだなんて、侯爵邸にいらした時は、ケーキばかり焼いてらして想像もしていませんでした」

「そ、その話はもう良いじゃないの、リネット。恥ずかしいわ」

　部屋の中に入って、ロゼはルークの腕から降ろされた。

　中央にあるのは天球儀だ。とても大きなもので、部屋の視界のほとんどを占めている。天球儀を中心に、上へ行く階段が左右にある。上りながら上を見ると、天井がドーム型のガラスでできていた。星々の一つ一つが明るく輝いているのが見える。

「素敵な部屋……こんなに素敵なお部屋があるのに、どうして占術部屋にばかりいたんですか？」

　星を見ながらお茶の飲めるテーブルセットの席について、天井に光る星を眺めた。

「私は個人で星読みの研究もしていたのですが、カードのほうが相性が良かったんです。とはいえ、今でも星読みの研究はしていますし、この部屋は好きですよ」

「綺麗……私もこのお部屋が好きになりました」

　うっとりと星に魅了されていると、ルークが背中ごしに抱きついてきた。その掌に、そっと触れる。手袋の下に指輪の感覚があって、嬉しくなった。

（わたしはもう嘘の婚約者じゃない。ルークさまの正式な妻なんだわ）

　後ろから、うなじに口づけを受ける。結った髪をほどかれた拍子に髪飾りが落ちていった。星を見るためのベッドには天蓋がない。

　その上に、ルークはそっとロゼを乗せた。ルークは背中に回って、白いドレスのフックをはずしていく。ウエディングドレスはいくつもの層になっていて、まるでミルフィーユのようだ。脱がしにかかりながら、ルークは時折、口づけをくれた。

　胸元が開いて、白い乳房が現れた。それをルークは愛し気に手に包み、舌を這わせた。

「もうこんなに立ち上がってます。……期待してるんですか？」

「意地悪言わないで下さい……」

　ルークは胸の尖りを指で触れながら舌で撫でた。敏感になった尖りは色づいて、ルークが触れるたびに鋭い快感を広げた。

「ん……ふ……」

　唇には指と舌で触れながら、ドレスの裾から手を入れてくる。ロゼは慌てて膝を合わせた。自分でもどうなっているか、わかっていた。ルークはロゼの膝を立てさせて、内腿を撫でた。シルクの靴下づたいに、感じてしまう。

（また、いつものあれがくる）

　下腹にじわりとくる快感。それは体の下へと降りていって、秘所を濡らす。ルークに見られたら恥ずかしい。でも触ってほしい。ひくひくと反応する体で、そんなことを思う自分が恥ずかしい。

　ルークは下着を横にずらすと、指を差し入れてきた。

「っあ……」

　親指で小さな芽をなぶりながら、他の指を中へと進めていく。小さな肉の芽に触れられて、ロゼの体は跳ねた。

「ここが、好きですか……？」

「嫌です……っあ」

　嫌だと言うと余計にそこばかりに触れてくる。ロゼが腰を浮かしているとすかさず指が最奥を突いた。

「きゃ……っ……」

　ルークの指からくちゅくちゅと音がする。その音で、自分がどれほど濡れているのかがよくわかる。

「蜜が……溢れて、白いドレスにしたたっています……可愛いですね、貴女は……感じやすくて、わかりやすくて……」

「あ、ふ……あっ」

「指をぎゅうぎゅう締め付けています。……欲しくなってきましたか？」

　いちいち聞いてくるルークを意地悪だと思う。下着を脱ぎ、白いシルクの靴下の膝を、ロゼはそっと、少しだけ開いた。その小さな膝にルークが口づけを落とす。それから、前を寛げた。

「乗って下さい。ウェディングドレスのまま、私に」

「え……乗る、って……」

「私のここに、腰を落として下さい」

　そんな、とためらっていると、寝転んだままのルークにひょいと腰を持ち上げられて、その体に跨がされた。ルークは上気した顔をくす、と崩した。

「恥ずかしがっている貴女には申し訳ないのですが。ドレスの前を、胸元までたくし上げて下さい」

「えっ、嫌です。そんなことをしたら」

「どうなります？」

　おずおずと裾を引き寄せる。胸元まで持っていくとロゼの下肢がルークの目の前にさらされることになる。腿まであるレースの靴下が小刻みに震えた。

「ああ……すごい。私の花嫁は可愛らしくて、いやらしい……大好きです」

「嫌です……こんな格好……」

　ルークは滑らかな腰から腿を撫で、ロゼの腰を両手で抱いた。秘所に、ルークの一番熱を持ったものが当たる。くちゅ、と小さな水音がした。その音を聞いただけで、耳をなぞられたような気持ちになる。ルークの腰を抱く力が徐々に強くなって、その度、ロゼの体は沈んでいく。

「は、あ！　だめ！　……全部、入っちゃうっ……」

　語尾の辺りで、ロゼは深く体を沈ませてしまった。息が上がって、目に溜まっていた涙が、つうと頬を伝った。ふ、ふ、と肩で息をしていると、ルークはまた悪戯っ子みたいな目でロゼを見上げてくる。

「見て下さい。貴女と、私が繋がっている場所を……」

　無理だと言っても多分聞いてくれない。ロゼはそっと下腹部を見た。ルークのものが、全部自分の中に納まってしまっているのだと感じると、顔がかぁっ、と熱を持った。

「も、もう見ませんっ……」

「もう良いですよ。まぁ、本当なら今からも見てほしいんですけど……多分、無理でしょうね」

　ずん、と下から突き上げられる。あ！　と声を上げた時、喉に痛みが走った。そんなことはお構いなしに、突き上げられて、ロゼは頭の中が溶けて流れていきそうだと感じていた。下腹の中がうずいて仕方がない。甘い甘い快楽がロゼの全身を駆け巡った。

「だめ……目の前がきらきらして……」

　荒い息の隙間を縫うようにして言った声は掠れていた。自分でも、ルークをぎゅうぎゅう締め付けているのがわかる。欲しい。欲しくてたまらない。ルークの突き上げが激しくなった。

「きゃうっ……！　そんな、ことしたら……わたしっ……」

「良いですよ……達って下さい、わたしの……花嫁……」
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　きらきらが散って、頭の中が真っ白になった。途端、全身の力が抜けて、膝からルークの上に落ちてしまった。ルークは目の前に落ちてきたロゼの白い乳房に舌を寄せた。

　まだ、ふ、ふ、と音がするような息をしているロゼの体から、ウェディングドレスを全部はぎ取った。仰向けに寝かされる。ずっしりと重みを感じる体はベッドに沈んでいっているような気がした。

　素肌をあらわにされたロゼの体は、それでも熱く、まだしびれるような感覚が残っている。力が入らない。ゆっくりと両手で胸元を隠した。

　ロゼの体をまたいで、ルークが面倒そうにタキシードを脱いだ。ガラスの天井から降り注ぐ月光が、ルークの体に深い陰影をつける。

（綺麗……ルークさまの体……）

　涙の溢れる目の中で、ルークの体は水の中に揺れているようだ。まだ震えているロゼの膝を割って、腰を進めてくる。

「だめ！　わたし、達ったばか……あ！」

　がつがつと腰を入れられて、頭を揺らされて、また体が熱くなってくる。もう声も出ない。ルークの顔がすっと近づいて、またぎらりと光る青い目を、ロゼに向けてきた。

「達ったばかりの貴女の中はすごいです。うねうねと柔らかく私を締めつけてきます……私も、もう、弾けそうです……」

　がっ、と音がするような勢いで、ロゼの手を握ってきた。これでもう身をよじることもできない。ちら、と見えるルークの顔は上気していて、ぎらぎら光る青い目に睫毛が影を落としていた。ロゼの額の前で、青い髪が揺れている。

　急に抽送が激しくなった。ロゼの手を、痛いほど握りしめてくる。ルークはうつむいていて顔は見えないが、ロゼと同じ、はぁはぁと肩で息をする音だけは聞こえた。ロゼは口を開けているのに、声が出なかった。

（もう……壊れる）

　横を向くと涙がどっと零れ落ちて、シーツを濡らした。ロゼの上でぶるっ、と震えたルークが、ロゼの手を放して、ゆっくりと起き上がる。汗のしたたる顎を手の甲で拭って、ロゼの膝に軽い口づけをした。そして、力の抜けたロゼの手を取って、指にも口づけを落とした。

「貴女は……なんて素敵な人でしょう……すべてが完璧です……」





エピローグ




　ルークは結婚を期に領地に戻った。今までは公爵の身でありながらも、宮廷占術師という職についていたため、王宮で暮らしていたのだが、これからは大臣方との会議の時だけ、サファイア宮に出仕するという形になった。主がいないグリフィス領は、家令であるクライドが取り仕切っていたらしい。

「ご挨拶申し上げます。当グリフィス家の家令で、クライドと申します。奥さま」

（『奥さま』）

　初めて言われたその単語に、ロゼは恥ずかしくなってうつむいてしまった。おそらくこれから何度もその呼称で呼ばれるというのに。

　家令だというから年老いた男性をイメージしていたのだが、クライドはルークとほぼ変わらない年齢だった。

（優秀な人なんだわ）

　公爵邸は素晴らしかった。サファイア宮と同じに、あちらこちらを照らすシャンデリアが下げられて、青い絨毯が敷き詰められている。青、といえばルークのイメージ。

（そういえば髪まで青にして、何か意味があるのかしら）

　占術的に、となるとロゼも自分の色が欲しくなってしまう。

　クライドが屋敷の案内をしてくれるのを聞きながら、そんなことを考えた。

「こちらが、奥さまのお部屋でございます」

　扉を開いたそこだけは、薄紅色をベースにした女性らしい優しい色合いの部屋だった。小ぶりのシャンデリアが四つ、部屋に光を放っている。クローゼットを覗くと、色とりどりのドレスが詰まっていた。服はまだサファイア宮の部屋にも残っているはずだ。カーテンを開くと、公爵邸の庭園が一望できた。

「素敵なお部屋！」

「気に入りましたか？」

　ルークが背中から耳打ちで問うてくる。

「足りないものがあったらいつでも言ってください。貴女のためでしたら何でも取り寄せてプレゼント──」

「大丈夫です、足りています、充分です！」

　慌てて言うと、ルークはつまらなそうに「そうですか」と返してきた。

　二人のやり取りを見て口元を隠して笑っているクライドが「奥さまに紹介したい人がおります」と割って入った。誰だろう、と思っていると、青い侍女服をまとったリネットだった。

「リネット！」

「ずっとお仕えさせていただきますね、ロゼさま」

　侯爵家から王宮、そして公爵邸までついてきてくれたリネットには感謝しかない。リネットがいるだけでほっと安心するのだ。

「リネットが奥さま付の侍女です。何かと申しつけられますように」

　クライドが言う言葉に知らず「ありがとう、クライド」と出てしまう。おそらくルークが手を回してくれたのだろう。

「次のお部屋ですが」と、ロゼの部屋の奥へと足を進めていく。

「…………？」

　ロゼの部屋の奥に扉がある。そこには鍵がなさそうだ。このパターンはロゼにとって二回目の経験で、扉の奥の部屋が何なのかすぐにわかった。

「旦那さまのお部屋です。この扉には鍵を作っておりませんので、お二人自由に行き来なさってください。もちろん廊下からでもお入りになれます」

（……知ってる）

　ルークに視線を上げるとすぐに目が合う。にこっと笑って見せた。屋敷内を見て、ロゼがどんな反応を示すか、ずっと見ているようだ。

　ロゼの部屋の奥の扉を開くと、薄青い部屋が現れた。そこに、マリウスが立っていた。

「ご挨拶いたします、奥さま」

「マリウス！　貴方もここへ？」

　当然です、とマリウスは頷いた。

「僕はルークさまの小姓ですので、ルークさまがいらっしゃる場所にはどこにでも参ります。少なくとも、ロゼさまと一緒に行動させていただくよりかは安全ですし」

　マリウスに言われて、ロゼも笑いをもらしてしまう。あの脱出劇ではマリウスに苦労をかけてしまった。

「旦那さまのお部屋が最後になります。では、私はこれで失礼いたします」

　クライドは頭を下げてから、ルークの部屋から廊下へと渡る扉を抜けて出て行った。リネットはロゼの部屋に、マリウスは控えの間にそれぞれいなくなってしまった。

「明日からは領地を案内しましょう」

　ルークが柔らかに言うのを「はい」と受けた。

　青いカーテンを開いた。ここからも庭園が一望できる。明るい光が部屋いっぱいに入ってきた。ロゼは光に目を細めて、庭園を眺めた。

「ルークさま。空いている花壇はありますか？」

「そうですね。庭師に言って用意させれば、できると思いますよ。何か植えたいものでもありますか？」

　ロゼが欲しがるものには如才のないルークは、にっこり笑ってロゼを見た。

「サフィニアの種が欲しいです。青い、色んな青の。ルークさまみたいに」

　ルークの顔に一瞬赤がさした。

「私、みたいに……ですか」

「そうです」

　照れるルークが可愛らしく思えて、ロゼも笑顔を返した。たまにはルークも振り回されてみるといい、と思ってしまう。

「では早速、取り寄せましょう」

　ロゼはまだ赤い顔をしているルークに手を伸ばして、その青い髪に触れた。

「ルークさまはどうして、すべてを青にしてるんですか？　夜会の時のわたしのドレスまで水色でした」

　言ってませんでしたっけ、とルークが真顔に戻る。誰もいないのに、耳元で囁いてくる。

「青は私の幸運の色だからです」

「幸運の色？」

　そうです、とまた耳元に囁く。

「だから愛する貴女を手に入れられたでしょう？」

　今度はロゼが赤くなる番だった。







　幾日か経って、サフィニアの種が大量に届いた。庭は薔薇を中心に植えていたのに加え、色とりどりのサフィニアを植えることにした。サファイア宮に咲いていた小さな花たちは風に揺れて、心を和ませてくれていた。きっとここにもすぐに綺麗な青が咲くだろう。

　ようやく公爵邸にも慣れ、ロゼはカードを交ぜている。住む場所が公爵邸になっても、『侯爵家の魔女』の名は廃れず、客は途切れない。現在は『公爵家の魔女』だ。

『薔薇を愛でる会』の桃色ドレスの令嬢や、アーロンとアメリアの二人が訪れたり、と忙しい毎日を送っている。

「奥さま。旦那さまがお帰りですよ」

　リネットが笑顔で言う。ロゼは鏡を覗きこんで、イヤリングの位置を直してから、ドレスの裾を持って、階段を駆け下りた。外出着の上着をマリウスに手渡しているルークは憮然たる顔をしている。

「どうかしたのですか？」

　問うとちらっとロゼを見て「占術部屋のテーブルと椅子を排除したいんです。あの部屋は私の職場なんですよ？」といつかと同じ愚痴をこぼすので、ちょっと笑ってしまった。でも、とルークの話は続く。ロゼをきゅっと抱きしめる。

「今は貴女のいるここが家だから、家が幸せならどうでも良いです」

　ルークの背中に腕を回して、ロゼは今ある幸せにゆったりとほほ笑んだ。








了　　　　







あとがき




　初めまして、氷ひ室むろ夏か夜や子こと申します。

　このたびは『宮廷占術師と純心乙女の恋色魔法』を手に取っていただき、ありがとうございます！




　こちらはトパーズノベルス様での一冊目に当たります。もともと、西洋の歴史が好きで、ひらひらドレスの世界に憧れも持っておりましたので、さっそく、ヒストリカルジャンルで書かせていただくことを決めました。

　本作は私にとって、一番ベースとなるシンデレラストーリーになるかな、と思います。シンデレラに比べると、ちょっとドジなヒロインになってしまったことは、お許し下さいませ。




　昨今、コロナの影響で自粛がつづいておりますね。いつまでこういった状況が続くのだろう？　と不安になってしまいます。

　皆さまのお家ではどう過ごされているでしょう？

　映画、音楽、軽いストレッチ……など、気分転換になるものが色々ありますね。

　うちの家族の一人は、なんと料理に目覚めてしまいました！




　私も家ですること……となると元々本が大好きなので、色んな物語に触れて、自粛の中での楽しみを見つけて、気分転換しています。

　同じ本好きの方に、『宮廷占術師と純心乙女の恋色魔法』をお手に取っていただければな、と心密かに願います。気分転換の仲間の一つにしていただけると嬉しいです。




　可愛らしい表紙、挿絵は龍りゅう　胡こ伯はく先生に描いていただきました。龍　胡伯先生の作品は以前より拝見していたので、仕上がりが楽しみで仕方ありませんでした！

　想像した以上に素敵なルークとロゼを描いていただき、とても嬉しいです。ありがとうございました！




　また、トパーズノベルス様にも大変お世話になりました。

　初めての刊行ということで、あたふたして横道にそれている私を、正しい道に戻していただいたり、「もうだめだ！」と頭を抱えている時にも、突破口を教えていただいたりと、手取り足取り教えていただきました。お礼申し上げます。




　最後になりましたが、自粛、暑さの続くこの日々、皆さまにおかれましてはお体に気をつけて、どうかご健康でいらっしゃいますよう願っております。




二〇二〇年九月吉日


氷室夏夜子








トパーズノベルス

同時配信二〇二〇年九月二五日配信予定
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身代わり公女は人嫌い陛下に愛を捧ぐ


【書下ろし・イラスト十枚入り】







　著作：沙布らぶ

　イラスト：南香かをり







　「乱れていい。私の前で自分を偽るのだけは許さないよ」







　　天涯孤独のアリアは公女に仕えている。だが、公女の妊娠が発覚して大国との結婚が破談の危機に。公女・セレニアのために身分を偽り大国・エーデルシュタインに嫁いだアリアだったが、そこでは人間不信の国王・マインツが彼女を待っていて……。








トパーズノベルス

近日配信二〇二〇年一〇月三〇日配信予定







復讐者は蜜愛に溶かされる（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：氷室夏夜子　　イラスト：真神れい







　「何度だって言ってやる。私の妻になれ、リリア。私を愛していなくてもいい」




　　　故国リグサリアを焼き滅ぼされた、王女リリアーヌ。彼女はリグサリアを焼いた張本人、第一騎士団団長であり皇太子でもあるブラッドフォードに復讐を決意する。ブラッドフォード付の侍女にまでなったリリアーヌは復讐を実行に移し始めるが……!?








コンプレックスエッチ（仮）


【書下ろし・イラスト七枚入り】




　著作：如月一花　　イラスト：夜咲こん







　「乙女の感じやすい身体も好きだよ。こんな風に制服を脱がせながらイカせてみたい」




　　　制服キャバクラで働く乙女の所に、冷徹上司の碇が現れる。乙女はどうしても働き続けたい為、碇と強引に関係を持って口封じをするのだが、碇がなぜ店に来たのか気になりだす。すると碇はまた来店。関係が再開して……!?
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